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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「だから、ちゃんと金をもらって出てくればよかったじゃねえか」

《ごちゃまぜ》のダムーは盛大に不満を訴えた。

　彼はよく食べる。それはもう彼を知る人の誰もが心得ていることで、異常なくらいに食べる。

　ちょうどお昼時だった。

　ここエルラドはエルディアでも有数の漁港である。

　港に隣接して取れたての魚を卸す魚河岸が設けられ、その魚河岸の一角には安くてうまいと評判の食堂がずらりと並んでいた。

　調理場では大勢の人間が忙しく働き、勢いよく火を使う音が外まで聞こえている。

　空腹時にはそれだけでご馳ち走そうになりそうな実に気持ちのいい音である。

　それ以上に食欲をそそるいい匂いがしている。

　ダムーも仲間たちと一緒にそうした食堂の一つに腰を下ろし、その食欲に任せて片っ端から料理を注文しようとしたら、一行の金庫番の《猫》のケイティから『お金が足らないから控えといて』と釘を刺されてしまったのだ。

　空すきっ腹を抱えたダムーが嘆いたのも当然と言えよう。

　彼は一種独特な野性味を感じさせる少年だった。まだ十代半ばの若さだが、黒い眼は鋭く、肌は浅黒く、長い黒い髪を頭の上で高々とくくって垂らしている。袖そで無なしの上着の腰に短剣を差し、足には藁わらで編んだ風変わりな履き物を履いている。

　取りあえず頼んだ青魚の丸焼きを頭から威勢よくかじりながら、ダムーはまだぼやいていた。

「もうちょっと長居してりゃあ、パスティレリのおっさんはどっさり謝礼をくれたぜ」

「あんた、あたしにそれを言う？」

　普通なら怒りのあまり握り拳こぶしを震わせるところだが、ケイティは手を大きく開いて《猫》の鋭い爪を剝むき出しにした。彼女が革製の指なし手袋を好んで身につけているのはこのためだ。

　他はフランネルのシャツにジーンズ、革製のベストにブーツという漁港には少々不似合いな出いで立ちだが、顔立ちは悪くない。顎あごはほっそりとして、唇は赤く、鼻の頭がちょっと丸くてそばかすが散っているのが愛あい嬌きようになっている。短い薄茶の髪はふわふわの綿菓子のようだ。

　可愛らしい顔立ちの中で唯一剣けん吞のんなものを感じさせるのは針のように細い瞳どう孔こうの眼だった。

　まさに真昼の猫の眼がきらりと光ってダムーを睨にらみつけた。

「黙ってな。この馬鹿力の大飯ぐらいが。謝礼をもらい損ねただなんて、そんな悔しいこと、いちいち思い出させないで！」

　ダムーはきょとんと眼を丸くしてケイティを見た。

「だったらなんだってあんなに慌てて街を出たんだよ？」

「それ以上に違約金を払いたくなかったの！　今度の仕事の期限が迫ってたんだからね！」

　立派である。

　そう、彼らにはこのエルディアで次の仕事が待っていた。内容は道案内だ。

　暇をもてあましている金持ちにはよくあることだ。ありきたりの旅行ではものたらなくなり、異種人類が住む西部へ行ってみたがる。彼らはそのための道案内を務めることになっていた。

　となれば旅行の出発日までに間に合わなかったら一大事だ。それこそケイティの言う通り、山ほど違約金を払うはめになってしまう。

　そのために彼らは挨あい拶さつもそこそこにフロレンティアを発たってエルディアに駆けつけたのだ。

　ところが、遠路はるばる来てみると、雇い主になるはずの旅行好きの金持ちは、先日行った鷹たか狩りの最中に落馬してしたたかに腰を打ち、今は寝台の中で身動きもできない有様だった。

　もちろん西部への旅行どころではない。

　当然、道案内も必要なくなったということで、彼らは雀の涙ほどの解キヤン約セル料をもらっただけで追い払われてしまったのである。

　これでケイティが収まるわけがない。

　香ばしい魚の網焼きに取り組む間も眉み間けんにしわを寄せて文句を言っている。

「不公平にもほどがあるよ。こっちが契約違反をした時の違約金は目玉が飛び出るほどの額で、あっちの都合でお払い箱にする分には小遣い賃程度？　ああ、腹が立つ。いっそのこと今からとって返して、あのでっかい屋敷に火でもつけてやろうか」

「やめときなさいよ。もめ事は厳禁よ。賢者さまにもそう言われたでしょ」

《蜥蜴とかげ》のベラフォードが苦笑しながら、やんわりと割って入った。

　豊かなテノールの女言葉をしゃべるこの青年は色白の優しい顔立ちで、手入れの行き届いた黒い髪と緑の瞳ひとみがその白い肌によく映えている。服装もきちんとした上品なもので、白身魚のソテーを切り分けて口元へ運ぶ手つきさえ優雅だった。

「取りあえず次の仕事を探して、またいつかパスティレリさんを訪ねていけばいいじゃないの。あのご主人さま、義理堅そうな人だったし、アタシたちのおかげで破産しないで済んだようなものなんだから。後になったってちゃんとお礼はしてくれるわよ」

「どうだかね。喉のど元もとすぎれば熱さを忘れるっていうじゃない。受けた恩まで忘れてくれなきゃいいけどね」

「それはおまえだろ」

　すかさずダムーが言い返す。

　純血種ではない割にケイティはいかにも猫らしい性質を備えていて、万事にのんきというか、無む頓とん着ちやくなところがある。彼女が唯一眼の色を変えて執着するのはお金に関することだけだ。

　四人組の最後の一人《役立たず》のヴィンセントが顔を上げ、眼を輝かせて言った。

「おいしいね、これ」

　今までの話をまったく聞いていなかったらしい。

　彼がせっせと平らげていたのはスープだった。魚肉を丸がんにして衣をつけて油で揚げたものが具に入っている。よほどこの料理が気に入ったらしく、他の三人が話に熱中している間に一人黙々と食事を続けて一皿をきれいにからにしてしまったのだ。

　言葉遣いは幼くても、ヴィンセントもそれほど子どもではない。はっきりした歳は不明だが、ダムーといくつも違わないはずだった。といっても小柄なほうなので十二、三歳くらいに見られる時もある。

　彼は際だって美しい少年だった。金髪に青い瞳は輝くようだし、身なりは質素でも、どこか浮世離れした不思議な清浄感がある。さながら天使のような美少年だった。

　ただし、その天使は今平らげた料理に大いに未練があるらしい。ケイティを見やって尋ねた。

「おかわりしてもいい？」

「いいよ。そのくらいなら」

「おい、役立たずならよくて俺はだめなのかよ。差別だぞ！」

　すかさずダムーが不満を唱えた。手元にはまだ手つかずの焼き魚が丸ごと一匹残っているというのにだ。ケイティが当然のように言い返した。

「そういうことは自分がどれだけ食べるか思い出してから言うんだね」

　空の皿を抱えたヴィンセント少年は調理場のほうへ向かってとことこと歩いていった。

　この食堂は調理場と隣接しており、その間は大きな窓枠のようなカウンターになっている。

　客は自分でそこへ行って好きなものを注文する仕組みだ。ヴィンセント少年も立ったまま、おかわりを注文した。

　席に残った三人も食事に取り掛かったが、ベラフォードが品よく食器を使いながら何気ない口調で言った。

「ところで、ねえ。気づいてる？」

「まあね」

　ぶっきらぼうに答えたケイティの意識は網焼きの魚に向いている。さすが《猫》だけあって小骨も残さないが、その骨が喉に刺さるのもいやなようで、慎重な食べ方だった。

　ベラフォードもソテーが冷めないように手際よく切りわけて口へ運んでいる。彼は食べ物をほおばったまましゃべったりはしないので、きちんと吞み込んでから話を続けた。

「なんだか、見られてるような感じがしない？」

「するね。──あたしら、そんなに目立ってるかな？」

「そりゃあ目立つだろ。あるいは珍しがられてるんじゃねえか？」

　ダムーの言うことはある意味もっともだった。
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　ここは漁港である。当然、客のほとんどは船乗りであり、港の関係者だ。

　それなのに彼らはまるで潮の匂いがしない。おまけに若い。しかも揃いも揃って異風体だ。

　十代の少年が水夫見習いとして乗り込むことは珍しくないが、彼らはそんな雰囲気ではない。

　ヴィンセントに至ってはまるっきり、ただの子どもにしか見えない。

　そのヴィンセント少年はカウンターから身を乗り出すようにしておかわりを待っていたが、この時、食堂の外から男が二人、入ってきた。

　食事中の水夫たちが揃って食事の手を止め、驚いたように顔を上げてそちらを見た。

　これまた極めつきに異風体な男たちだったからである。

　二人ともがっしりと大柄で、いかめしい顔つきだった。それだけなら船乗りの集まる港では珍しくないが、二人ともかっちりした長なが袖そでの上着にズボン、ぴかぴかの革靴に身を固めている。

　一流ホテルのドアマンか良家の従僕、もしくは護ボデイ衛・ガ人ード、そんな雰囲気だ。

　つまり、こんな漁港の食堂には見るからに場違いな男たちだった。

　調理場は表通りに面しているから、二人は自然とヴィンセント少年の前に立つことになった。

　おかわりを待ちかねていたヴィンセントは二人に気づかなかったが、男たちのほうは無言で、打ち合わせたようにヴィンセントの両脇に立ったのである。

　さすがにヴィンセントも不思議そうな顔になって男たちを見上げた。

　カウンターには他にも空いた場所があるのに、こんな大きな男たちが自分の左右にぴったり寄り添って立ったのでは身の置き場がない。

　居心地悪そうに身じろぎして離れようとしたが、その時には二人は行動を開始していた。

　一人は少年の脇を抱え、一人は少年の両足をまとめて抱え上げた。丸太か何かを運ぶような体勢を取ったかと思うと足並み揃えて食堂から駆け出したのである。

「えぇっ!?　ちょっと!!」

　悲鳴だけを残してヴィンセント少年は表通りに連れ去られていた。

　ややあって、その男たちが扉を固めた二頭立ての馬車が勢いよく表通りを走り去った。

　これだけのことが食堂にいた大勢の客たちの前で行われたのだ。客たちは呆あつ気けにとられたし、ダムー、ケイティ、ベラフォードもこの一部始終を目撃して、ただひたすら眼を丸くした。

　魚を片手で摑つかんだダムーが呆あきれかえった調子で言う。

「なんだあ、ありゃ？」

　ベラフォードも感心したように頷うなずいている。

「ヴィンスをさらっていったみたいね」

「あんな《役立たず》を？」

　ケイティが小さく舌打ちして口の中に指を突っ込んだ。小骨がどこかに触ったらしい。

　三人は立ち上がろうともしなかった。それどころか食事の手を止めようともしなかった。

　ダムーは二匹目の丸焼きを頭からかじるのに忙しく、ベラフォードはソテーの付け合わせに舌鼓を打ち、ケイティは頭と尻しつ尾ぽだけ残った魚の頭の部分の肉を根気よくほじくっている。

　神経質そうなその仕草を見て、ダムーが鼻を鳴らした。

「そんな面倒くせえことしてないで頭からかじっちまえばいいじゃねえか」

「あんたと一緒にしないでくれる？　この頭の骨が思ったより固くてさ。歯が立たないんだよ。──まだ真っ昼間だってのに、エルディア流の誘拐はずいぶん大胆なんだね」

「ああいうのは誘拐とは言わないわよ。拉ら致ちって言うのよ。強引に持っていったんだから」

「どっちでもいいけどよ。あんなもんさらってどうするんだ？　何の役にも立たねえぞ」

「そうでもないわよ。あの子、見た目だけなら文句なしの美少年だもの。愛あい玩がん用にお金持ちに売るつもりなんじゃない？」

「だったらその売り上げはこっちでもらわなきゃならないね」

　いかにもケイティらしい意見だった。

　こんな調子で彼らは慌てず騒がず昼食を終え、勘定までしっかり払って食堂を出たのである。

　もちろんその時にはヴィンセントを乗せたと思われる馬車の姿は影も形もない。

　が、ダムーは軽く身体を伸ばして言った。

「さあてと。追いかけるか」

　表通りは石畳になっている。轍わだちの跡も残っていなかったが、ダムーはちょっと空気の匂いを嗅かいだだけで迷わずに歩き出した。

　彼が追っているのは馬の臭いだった。港に頻繁に見られる魚を積んだ荷馬車を運ぶ駄馬とは足の速さも身体の大きさも全然違う、血統正しい乗馬用の馬の臭いだ。

　その臭いはエルラド港を出て町に入り、さらに海とは正反対の郊外へと続いていた。

　そこまでくると足下は土である、その上にくっきりした蹄ひづめと轍の跡が残されている。

　こうなればダムーにとっては一本道を行くようなものだ。

　ケイティとベラフォードはダムーほど走るのが得意ではないので、三人はむしろのんびりと、散策でも楽しむように轍の跡を追っていった。

　周囲は牧草地と樹林が入り交じった、緩やかな起伏を描く田園風景である。美しい眺めだが、頭の上には南国の太陽が照っている。くっきりと濃い影を落とす強烈な陽射しだ。

　三人はなるべく木陰を選んで進んでいったが、たちまち体中にじっとりと汗が滲にじんでくる。

　馬車の姿は影も形も見えない。長期戦になることは明らかだったが、彼らはそれでも追跡をやめようとはしなかった。

　黙々と歩き続けて三時間も経った頃、ひときわこんもりと繁る樹林が彼らの前に現れた。

　ちょっとした森と言ってもいいくらいの木の山だ。

　その樹林の入り口に、木々に埋うもれるようにして、がっしりした門が設けられていた。

　見るからに厳いかめしい構えの門である。無論、今は固く閉ざされている。

　必然的にこの先は他人の家の敷地ということになる。鉄棒を縦に並べたようなつくりだから向こう側の景色を覗のぞき見ることはできるが、門の先の道は曲がりくねって樹林の奥へと続いて、いったいどんな家が建っているのか、ここからではまったく窺うかがい知れない。

　さらに門に沿って高い柵さく塀へいも設けられていた。やはり木々に紛れてしまって見分けにくいが、この塀は樹林の境目に沿って立てられているようだった。

　奥にどんな家があるにせよ、敷地だけでも途方もなく広いことになる。

　彼らが追ってきた轍の跡はまっすぐ門の向こうへ続いている。

　ケイティが首を傾げた。

「売り払うにしても変なところへ連れ込んだもんだね」

　ダムーも辺りを見渡してみた。

　この辺りの家は石造りに瓦かわら屋根というのが一般的で、野中にむきだしで点在している。

　遠くから見ると緑の敷地の上に白いおもちゃの家を点々と置いたように見える。それだけに、この一角だけが──中にあるものを覆い隠すような鬱うつ蒼そうとした樹林とその奥にどこまでも続く謎めいた道は異様に映った。

　これほど広い樹林をそっくり門と塀で囲って、家を人目から遠ざけるようにしてあるなんて、こんなつくりの家はここから見渡す限り近所には一軒もない。

　のどかな蹄の音が近づいてきた。樹林の向こうの道から荷車を引いた馬車がやってきたのだ。

　ベラフォードが片手をあげて荷車に近づき、手綱を取っていた農夫に話しかけた。

「ちょっとお尋ねするけど、この立派な門は誰のお屋敷かしら？」

「ああ。ここはコルテスさまの隠れ家だよ」

「コルテスさまって、お金持ちなの？」

「そりゃあね。八はつ家けの一つだもんよ」

　ダムーが首を傾げてケイティを見た。意味を尋ねる眼だったが、ケイティも知らないようで、無言で首を振った。ベラフォードもそれに関しては言及せずに農夫と話を続けたのである。

「だけど、これだけのお屋敷なのに門番もいないの？　お客様が来た時に困るでしょうに」

　人の良さそうな農夫は笑って言った。

「ここにゃあ、お客なんか滅多に来ないでな。お客ならミロの上かみ屋や敷しきのほうへ行くだろうよ」

「じゃあ、ここは別荘なの？」

「そうだよ。いつもは留守番役の召使いがいるだけさ。時々は上屋敷から人が来るようだがね。あんたたち、よそ者のようだが、この森には入っちゃなんねえよ。お叱りがあるからね」

　そう言うと、農夫はまた駄馬を操って遠ざかっていった。

　三人はその荷馬車が充分に遠ざかるのを待ってから行動を開始した。

　固く閉ざされた門は見上げるほどの高さがあったが、ダムーは一瞬で、ケイティは跳躍力をためて一飛びで門を越え、ベラフォードもするすると鉄棒を上って門の反対側に降りた。

　お叱りがあると言われても、仲間の一人を強引にここに連れ込んだのは向こうのほうなのだ。

　遠慮は無用である。

　樹林の中につけられた道を堂々と歩いていくと、かなり経ってから屋敷が現れた。

　近辺の家と同じような石造りに瓦屋根のつくりだが、大きさが桁けた違いだった。塔がないので城と言うには規模が小さく見えるが、ただの家と言ってしまうには語弊がありすぎる。

　ヴィンセントを乗せた馬車がこの屋敷の前で止まり、少年がこの屋敷に連れ込まれたことはもはや疑う余地がないが、彼らは正面から乗り込むような真似はしなかった。

　屋敷の周りをぐるりと一周してみた。

　普段は使われていないという農夫の言葉は正しかった。これだけの屋敷なのにほとんど人の気配がない。かといって、まったくの無人でもない。

　屋敷の窓がほとんど開け放たれているのだ。つまり、窓を開ける人間はいるということだ。

　晴天が眩まぶしいような日中である。

　樹林に囲まれて建つ屋敷の裏手は湖になっていて、小舟でこぎ出せるようになっていた。

　夏の陽射しが湖に降り注いで、湖面がきらきら光っている。いかにも、お金持ちがお忍びで一ひと時ときの休息を楽しむためにやってきそうな、のどかな風景だった。

　屋敷の裏手まで来た時、純血種並みの彼らの耳は頭の上の話し声を聞きつけた。

「こんな方法で招待したことは許してくれたまえ。何分、非常に重大な──当家にとっても、我が国にとっても極めて重大な問題なのでね。しかも秘密を要することなのだよ」

　いやにもったいぶった口ぶりだった。

　若い声ではない。四十歳くらいと思われる男の声だ。

「きみにはある仕事をお願いしたいのだ。と言っても何も難しいことではない。黙って立っているだけでいいんだ。ほんの一日──いや、一時間かそこらで済む簡単な仕事なんだよ。そう泣かないで話を聞いてくれないかね」

　最後はさじを投げたような口調だった。

　男が話し掛けている相手は一言も答えようとしないのだ。

　ぐずぐずと涙ぐんでいるが、恐怖で泣いているのではない。人間とは比較にならない聴力を誇る彼らの耳は、少年の小さな声が恨めしそうに言うのを聞き逃しはしなかった。

「ぼくの、おさかなのお団子スープ……」

　おかわりを食べそこなったのがよほど無念らしい。

　もったいぶった男の声はもともと頼み事をする口調ではなかったが、ここに至って完全に、愚かな子どもを手なずけようとする調子になった。

「わかった。ではこうしよう。わたしの頼みを聞いてくれたら、きみが死ぬまで毎日魚の団子スープが食べられるだけのお礼をしようじゃないか」

　地上で聞き耳を立てていたケイティがきらっと眼を輝かせた。

　すかさず二階の窓へ飛び上がろうとする。

　同時にベラフォードとダムーが動いた。それぞれ彼女の両脇を抱えるようにして止めたが、ケイティは止められたこと自体が不満のようだった。顔をしかめて訴えた。

「何で邪魔するのさ？　金かね儲もうけの匂いがぷんぷんするってのに」

「そりゃそうだけど、ちょっと待ちなさいよ」

「あからさまにやばそうな感じがするぜ」

「言えてる。お金儲けには違いないけど、どう考えてもあんまりまっとうとは言えない種類の匂いよ」

「この大飯ぐらいの食い扶ぶ持ちを稼ぐためには、この際、贅ぜい沢たくは言ってらんないよ」

「そんなこと言って、この前もそれでひどい目にあったばかりじゃないの。忘れたの？」

　三人が小声でこんなやりとりをしている間にも、二階の話し声は核心に入っている。

「その日まではこの屋敷で暮らしてもらうよ。屋敷の中なら自由にしてかまわないが、外出は当日まで控えてもらう。何と言っても秘密を守ることが第一なのでね。いろいろと支度もある。今日からさっそく勉強に取りかかってもらわなければ間に合わないのだ」

　しかし、少年は相変わらず小さく呟つぶやいているだけだ。

「……おさかなのお団子スープ……」

　男のほうもこれ以上の言葉を費やしても無駄だと悟ったのだろう。

　別の誰かに話しかける声がした。

「連れて行け。大事な切り札だ。粗末には扱うなよ」

「かしこまりました。しかし、この子ども、知能がかなり遅れているように見受けられますが、大丈夫でしょうか？」

「多少おつむが弱かろうと、そんなことは問題ではない。見てくれは申し分ないぞ。今までの候補者の中ではもっとも近いとは思わんか？　髪さえ染めれば、かなり似て見えるはずだ」

「はい。それは確かに。これ以上のものは望めないでしょう。体つきもちょうど頃合いです。間に合わぬかとはらはらしましたが、これで、どうにか……」

「うむ。それにだ。考えてみれば、このくらい頭が弱いほうが好都合ではないか。あとあとのしこりを残さずにすむ。自分がどんな役割を演じたかもわからぬだろうよ。──この子ども、外国人だというのは確かなのだろうな？」

「はい」

「騒ぎ立てるような身内もいないな？」

「それはご安心ください。この身なりからしてもおわかりでしょうが、浮浪者同然の者でして、場末の食堂にたむろしていたそうです。──ことが済んだあかつきには多少の路銀を摑つかませて外国行きの漁船にでも放り込んでしまえば、秘密が洩もれるおそれはまったくありません」

「その辺りのことは任せる。くれぐれも極秘に処理するのだぞ」

　窓の下の三人は同時に行動を起こしていた。

　中でもダムーは直接的な性格である。助走なしの一飛びで無造作に二階の窓まで飛び上がり、堂々と室内に声を掛けたのだ。

「そいつに何をさせようってんだ？」

　中で話していた二人の男がぎょっとしたのは当然である。

　もったいぶって話していたほうはやはり四十くらいに見えた。立派な執事の服装をしている。

　もう一人は六十近い従僕である。二人とも絶句して、窓枠に立ったダムーを見つめていたが、さらにダムーの後ろからケイティとベラフォードが現れて口々に言った。

「困るんだよね。そういう話をあたしら抜きにされちゃ」

「そうよねえ。今までのお話だとその子に誰かの身代わりをやらせようってことらしいけど？　極秘にって言う割に白昼堂々その子をさらうなんて、ずいぶんお粗末なやり方じゃないの」

　ベラフォードの抗議はもっともだったが、二人の男は眼に見えて狼ろう狽ばいしていた。

　この屋敷に部外者は入ってこないと頭から思いこみ、安心しきっていたのだろう。いささか間の抜けた問いを発したものだ。

「な、何者だ、おまえたちは？」

「どうやって入ってきた!?　門は閉まっていたはずだぞ！」

「そんなもん、乗り越えて入ったさ」

　ダムーが正直に答えると、二人の男はたちまち血相を変えた。

「おのれ、不ふ埒らち者ものめが！」

「誰か！　誰かおらぬか！　曲くせ者ものが侵入したぞ！」

　がらんとした屋敷に見えたが、この呼びかけに応えてたちまち物騒な男たちが現れた。

　全部で四人、屈強な体つきである。このうち二人はヴィンセントをさらった男でもあった。

　対して窓からの侵入者は十代に見える少年と少女、さらには女のような優男である。

　一瞬で叩たたき伏せてくれるとばかりに摑みかかったが、ダムーは突進してきた男二人を一撃で床に沈めた。軽く掌てのひらで撫なでた程度の動きだったが、二人を気絶させるのはそれで充分だった。

　一人はケイティの放ったナイフを右肩に食らって悲鳴を上げ、最後の一人もベラフォードが一いつ閃せんさせた黒蛇鞭に足を取られ、したたかに顔を打たれて、床に倒れて転げ回った。

　あっという間に四人を片づけると、ダムーは顔をしかめて言った。

「不埒者たあ、よく言うぜ」

　ケイティも頷うなずいて言葉を添えた。

「あたしらの仲間を力ずくでさらうのは不埒じゃないってわけ？　だいたい、この子に難しい話を聞かせても意味がないんだよ。あたしら保護者に言ってもらいたいね」

　彼らが見せた一瞬の早業が執事と老僕には信じられなかったらしい。

　ケイティの言葉も理解できなかったらしい。呆あつ気けにとられた顔つきで問い返してきた。

「ほ、保護者？」

　ダムーが本当に、とことんいやそうな顔で言った。

「不本意ながらな」

「ほら、ヴィンス。いつまで泣いてるの。帰るわよ」

　ベラフォードが声を掛けると、ずっと泣きじゃくっていたヴィンセント少年が顔を上げた。

「おさかなのお団子スープ、まだあるかな？」

「おかわりは無理かもしれないけど、今から港へ戻れば晩御飯には食べられるわよ」

「ほんと!?」

　現金なもので少年は途端に顔を輝かせ、ぴょんと立ち上がった。

「早く帰ろう！」

　そこで四人は床に伸びている男たちを避けながら堂々と部屋の入り口から出ようとした。

　ヴィンセント少年に窓から出る芸当は無理だったからだ。

　この時まで執事と老僕は茫ぼう然ぜんと立ちつくしていた。ひたすら啞あ然ぜんとしていたが、彼らが出て行ってしまうのだけは何としても阻止しなければならないと思ったらしい。

　二人とも慌てて、四人の進路をふさぐように扉の前に立ちふさがって両手を広げたのだ。

「待て！　帰ることはならん！」

　ヴィンセントを除く三人は実にわざとらしく眼を見張った。

「どこまでも呆あきれたもんだね。おえらいさんってのは口の利き方も知らないわけ？」

「アタシも同感。それを言うなら『お待ちください』でしょ？」

「何で待ってやらなきゃならないんだ？　おまけに帰るなと厚かましく命令するとはどういう了見だ？　俺たちは仲間をさらった連中を追いかけてここまで来た。その仲間を見つけたから帰るだけだ」

　あくまで面倒くさそうな、単なる事実を淡々と述べる口調でダムーは言った。

「痛い思いをしないうちにさっさとどくんだな。でないと力ずくでどけて通るぞ」

　二人とも震え上がった。いっぺんに青ざめたが、それでも道を譲ろうとはしなかった。

　執事のほうが懇願の顔つきになり、必死の様子で声を張り上げた。

「お、お待ち願いたい！　諸君たちを見込んで頼みがある！」

「どんな頼みだ？」

「そ、その……。それは、その……」

　途端に口ごもるのは、こんな問題を大声で話しても良いのかというためらいのせいでもあり、そこまで率直に言葉を使う習慣がないからだろう。

　だが、窓から飛び込んできた侵入者たちは常に率直を旨としていたのである。

　ケイティが面倒くさそうに言った。

「長ったらしい話はいらないよ。ヴィンスに誰かの身代わりをさせようっていうんだろうけど、いったい誰の身代わりで、何のためにそんなものが必要かってことだけ言えばいいんだよ」

　何ともはや、恐ろしく単刀直入かつ要点のみを突いた言葉だった。

　ケイティの横ではダムーとベラフォードがその通りと頷いているが、執事と老僕はますます引きつった顔になった。明らかにこんな直接話法には慣れていないらしい。

　もごもごと意味不明の言葉を口の中で転がしているので、ベラフォードがにっこりと笑って助け船を出した。

「じゃあね。一つずつ片づけましょうよ。まず、誰の身代わりなの？」

　二人とも言葉に詰まって互いの顔を見合わせたが、ダムーが指の骨を盛大に鳴らしてやると、揃って声を張り上げた。

「と、当家のおぼっちゃまだ！」

「やっと一つ話が進んだわね。次に行きましょ。何のためにそんなものが必要なの？」

　二人の表情はいっそう複雑怪奇なものになった。

　この時、右肩にナイフを食らった男が根性で立ち上がった。顔を苦痛にゆがめながらも肩に刺さったナイフを引き抜き、それを無事なほうの左手に構えてダムーの背後から襲いかかった。

　しかし、ダムーはそちらを見もせずに拳こぶしの一撃を送り込んで男を再び床に沈め、その手から飛んだナイフを器用に空中で受け止めてケイティに返してやった。

「ありがと」

　ケイティも何事もなかったかのように血を拭ぬぐって、そのナイフをベストの内側のポケットに収めたのである。

　この有様を見た執事は息を吞んだ。

　年は若いが、この曲くせ者ものたちが屋敷の護衛より遥はるかに腕が立つこと──そして恐らくは何度もこんな場数を踏んできたことがさすがに吞み込めたからだ。

　呻うめくように言った。

「じ、実は……当家のおぼっちゃまは……我が国の次期皇太子となられる御方なのだ……」

「あら、それはよかったじゃない」

「まったくもって、めでたいことだ。当家にとってもまことに名誉あることだ」

「それで？　どうして身代わりなんて話になるわけ？」

　今度は老僕が慎重に口を挟んできた。

「皇太子候補として名前が挙がっておりますのは、実は、おぼっちゃまだけではないのです。他に……四人おります」

「しかし、彼らは素質や才能の点で大きく劣っている。当家のおぼっちゃまが選ばれることはほぼ確実だ。だが、その……そうなれば当然、他の候補者たちの身内はその事実をおもしろく思わぬわけだ。そこで……つまり、彼らは……」

　執事は表現すべき言葉にずいぶん迷ったようだが、思い切ったように先を続けた。

「当家のおぼっちゃまに対して穏やかならぬことを考えているようなのだ」

「穏やかじゃないって、どういうこと？」

「ですから……穏やかならぬことでございます」

　ダムーが苛いら立だたしげに舌打ちした。

「だから、具体的にどう穏やかじゃないんだよ？」

　従僕も執事も鉛を吞み込んだような顔になった。

　それをはっきり口にするのはよほど抵抗があるようだったが、ややあって執事のほうが意を決したらしく、喉に絡んだような声で言い出した。

「その者たちは、おぼっちゃまを……密ひそかに亡き者にしようと目もく論ろんでいるらしいのだ……」

　ヴィンセントを除く三人は眼を丸くした。

　そういう事情で身代わりが必要となると、それこそ穏やかではない話だ。

　ケイティが鼻の脇にしわを寄せて言った。

「つまり何？　うちのヴィンスなら殺されてもいいってわけ？」

　さすがに金髪の少年も複雑な顔になり、おそるおそる仲間たちに問いかけた。

「……ぼく、殺されるの？」

　ベラフォードが頷うなずいた。

「この話を引き受けたらそうなるわね」

　ダムーがきっぱり断言した。

「帰るぞ」

　この一同の中では行動を決定づけるのはダムーの役割だった。四人は断固たる決意をもって廊下に足を向けた。

　対照的に世にも哀れな声を張り上げたのは無論、執事と老僕である。

「た、短気はいけません！　どうかお待ちください！」

「身代わりと言ってもさしせまった危険はないのだ！　本当だ！」

「それじゃあ話が矛盾してるわ」

　ベラフォードが指摘した。

「あなたたち、その連中にヴィンスをわざと殺させて、邪魔者は片づけたと油断させておいて、その後で本物のおぼっちゃまを劇的に登場させて『ほーら見たか、おぼっちゃまはご無事だぞ、ざまをみろ』ってやるつもりだったんじゃないの？」

「と、とんでもない！」

「連中がよからぬことを目論んでいるのはほぼ間違いない！　しかし、皇太子候補の殺害など重罪だ！　連中もそこまで愚かではあるまい。我々はただ、あくまで念のために皇太子宣せん下げを受けられる日までおぼっちゃまを密かに隠しておこうと、その間おぼっちゃまのふりをさせる者を探していただけなのだ！」

　そこまで叫んだ執事の口調が急に煮え切らないものになる。

「ただその……皇太子宣下を受けられる前、我が国のしきたりで、おぼっちゃまをどうしてもその時ばかりはお一人にしなければならない儀式というものがあってだな……」

「そ、その通りなのです。そして、連中がよからぬたくらみを実行するとすれば、その儀式の時をおいて他にはありますまい」

「そこでだ。その儀式の際にはぜひ、この少年に一肌脱いでもらいたいのだ」

「何も難しいことではないのです。ほんの一時間程度で済む儀式でして、危険はありません。そもそもこちらがこうして用心していることを知れば、奴やつらとて無謀な手出しは致しますまい。この少年の身の安全はわたしどもが間違いなく保障致します。お礼も十分に──いえ十二分にさせていただきます。どうか短慮は起こさずに話を聞いてはもらえませんでしょうか」

「その通りだ。ぜひともきみたちの協力を賜りたい」

　熱心に懇願されて、またもやヴィンセント以外の三人は考えるふりをして目配せを交わし、一同の金庫番のケイティが頃合いと見て言った。

「つまり、あんたらはあたしらに──正確にはヴィンスに、おぼっちゃまの身代わりっていう仕事を依頼したいわけ？」

「いかにも！」

　執事と老僕の合唱になった。

「ふうん。だけど、あたしらは切り売りはやってない。ヴィンスに仕事を頼むならあたしらにきっちり話を通してもらわなきゃならない。さっきみたいにこの子だけを強引にかっさらってあたしらは体よく追い払おうったって、そうはいかないよ」

「いや！　決してそんなつもりは！」

「我々はあくまで秘密を守ろうとしたまでなのだ。その手段が強引であったことはお詫わびする。今となっては諸君をのけ者にするつもりはない。儀式の日まで客人としてこの屋敷に滞在してもらえれば、こんなにありがたいことはない」

　どこまで本気で言っているのか大いに怪しかったが、これ以上追及しても無駄だと判断したケイティは鷹おう揚ように頷いたのである。

「いいだろう。それじゃあ後はどのくらいお礼をしてくれるのか、具体的なところをぜひとも詳しく相談したいね」

　彼女はまさに猫がバターをなめる時のように、にんまりと笑っていた。

　これで当分、大食らいの仲間の食費に困らずに済むと思っていることは明らかだった。
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　キャサリン・ウィンスロウはフロレンティア滞在中にエルディア国王の訃ふ報ほうを聞いた。

　この国王はローム皇太后の甥おいに当たる人物で、まだ四十六歳の若さだという。

　あまりに突然のことだったので、ロームでもちょっとした騒ぎになった。皇太后にとっても大きな衝撃だったろうが、外務補佐官を務めるキャサリンの父エリオット卿きようにとっては国交上無視できない重大問題だったらしい。

　ちょうどフロレンティアでの用事も一段落したこともあり、すぐさまエルディアに向かうと言い出したが、そのエルディア行きにキャサリンも同行を希望したのだ。

「せっかくロームまで足を伸ばしたのですもの。いい機会じゃありませんか。他の国の様子も見てみたいと思いますわ」

　父娘おやこ揃って外国に滞在している娘としては至極もっともらしいキャサリンの言葉だったが、卿は非常に懐疑的な眼で娘を見た。

「キャサリン。わたしは仕事で行くんだよ。祭りが終わったこの町にいてもおもしろくないというのなら、おとなしく家に帰りなさい」

「お父さまがいない家に一人で戻ってもそれこそつまりません。お仕事のお邪魔は致しません。おとなしくしていますわ」

　エリオット卿はさらに疑わしい眼つきでキャサリンを見たものだ。

　キャサリンが父親の仕事を邪魔するような娘でないことはエリオット卿もよくわかっている。

　問題は『おとなしくしている』という点だ。こちらは非常に怪しいと言わざるを得ないが、卿は熟考した末、最終的には同行を許した。ただし、条件を付けた。

「それでは、エルディア国内では王家に批判的なことは決して言わない、バナディスに帰った後も人に吹ふい聴ちようしたりしないと約束できるかね？　それができるなら連れて行こう」

　キャサリンは驚いた。

　よその土地でその国の王家を批判するなんて、礼儀上も外交上も最悪の行為である。そこで知り得たことを帰国後に知り合いに悪く話したりするのも論外だ。

　キャサリンの通うメリー・ウェザー女学院はバナディスの国政に関わる要人たちの娘が大勢通う学校である。そこで迂う闊かつなことを言えば、生徒の口からエリオット・ウィンスロウの娘がエルディア王家の悪口を言っていたとその親たちに知られるのは必至である。それはすなわち父親であるエリオット・ウィンスロウ卿もエルディア王家を誹ひ謗ぼうしたと思われることになる。

　自分はそんなに信用がないのかと思ったキャサリンは、むしろ憤然と言い返していた。

「お父さま。わたしはそんな子どもではありません」

「いいだろう。おまえがどのくらい淑女の分別を発揮できるのか見せてもらうことにしよう。エルディアという国には──特に王家には我々には理解しがたい多くの風習がある。しかしだ、自分に理解できない習慣だから、時にその習慣に嫌悪すら感じるといってもだ、そこでは長年行われてきた習慣であり、その国の人たちにとっては当たり前の常識だということを忘れてはいけないよ。我々は一時的にそこに滞在する外国人に過ぎないのだからね」

「わかりました。郷に入いっては郷に従え、ですわね」

「そのとおりだ」

　そこでキャサリンは父と一緒に（もちろん忠実なニーナも一緒にだ）長い間お世話になったミュリエルとスウェン氏に別れを告げて、エルディアの表玄関とも言うべきデル＝バリエ港へ向かったのである。

　その船旅の間に父からエルディア王家の特殊な事情を色々と聞かされることになった。

「亡くなられた陛下には二十八歳になる皇太子がおられる。まず皇太子の結婚式か、戴たい冠かん式か──どちらも取り急ぎ行うことになるだろうが、恐らく結婚式が先だろうな」

「国王陛下が亡くなられたばかりなのに、そんなおめでたい行事を次々に行うんですの？」

　バナディスではまず考えられないことだった。国王が亡くなったら王家は少なくとも一年は喪に服して、それから次期国王の戴冠式という運びになるのが普通である。

「どうしてそんなにお急ぎになるんでしょう。まずご即位を済ませて、それからゆっくりお后きさき選びを始めればよろしいのに」

「ところが、そう簡単にはいかないんだ」

　童顔のエリオット卿がその丸い顔を精一杯難しくしている。

「エルディアは王位継承者を男子に限定している。しかし、皇太子には既に五人の男子がいる。まずはそのうちの誰を次期皇太子とするかを決定しなければならないんだよ」

「えっ？」

　キャサリンは驚いた。お茶を用意しようと傍に控えていたニーナも眼を丸くした。

「でも、お父さま。皇太子はまだ独身だと……」

「そうだ。当然、お子さまたちも王子とは認められない。庶子ということになる。だからこそ結婚式を急がなければならないんだ。皇太子が即位して国王となられた時、その跡を継ぐべき王位継承者が庶子のままだとあっては、あまりにも体裁が悪い。そのためにも皇太子の冊立を急がねばならないが、エルディアでは五人のうちの誰を選ぶかが大変な問題になる」

「まあ……」

　何とも言いがたい顔になったキャサリンだった。

　結婚していないのに子どもがいる──五人もいる。それはキャサリンの常識とバナディスの法では『許されざる』ことであり『恥ずべき』ことだ。

　しかし、王家ともなると、そこには世間一般とはまったく異なる法と常識が存在する。

　今ではそんなことはないが、バナディスでも昔は公然と側室を持つ王は珍しくなかったのだ。

　そのくらいはキャサリンも承知していたが、まだわからないことがあった。首を傾げた。

「誰を選ぶかということは、一番上のお子さまが王位を受け継ぐわけではないのですか？」

「そうだよ。我が国では次男に生まれた王子が長男の王子を差し置いて王位につくことは通常考えられないが、エルディアでは生まれた順番は問われない。もっとも優れた支配者の素質を持つ者が王位を継ぐべしと規定されているんだよ」

「ですけど……」

　ますますわからなくなったキャサリンだった。

　皇太子は二十八歳。その五人の子どもたちならば、まだまだ無邪気な子どものはずだ。

「優れた支配者の素質といっても、それをどうやって判断するんですか。下のお子さまたちはまだお小さいのでしょう？　比べようがないじゃありませんか」

　エリオット卿きようはゆっくり首を振った。

「キャサリン。そのお子さまたちは皆、同い年なんだよ」

「えっ？」

「全員が今年で十二歳になる。もちろん、同じお母さまから生まれたお子さまたちではない。皆、母親が違うんだよ。つまりは皇太子妃候補も五人いることになる」

　今度こそ絶句したキャサリンだった。呆気にとられたその顔にみるみる血が上って真っ赤に染まった。半分は怒りのためであり、残り半分は羞しゆう恥ちのためだった。

「お父さまとの約束ですからエルディアに入ったら何も申しません。ですが、ここはまだ海の上ですから、今のうちに思う存分言わせてもらいます。いくら王家の方のなさることとはいえ、破は廉れん恥ちにもほどがありますわ!!」

「わたしもそう思う」

　エリオット卿は真顔で頷うなずいた。

「側室を置くことを一概に非難するつもりはないよ。それこそ、よその国のことだ。しかし、それならせめて皇太子が本当に愛いとしいと思った女性を選ぶべきだと思う。王家直系の血を継ぐ者を一人でも多く残すために致し方なく──などというのはいささか非人道的にすぎるよ」

「何ですって？」

「高貴な方の結婚に愛情以外の要素が存在するのはよくある話だ。エルディアの場合はそれが側室にまで及んでいるんだな。側室に選ばれる女性たちの意思は関係ない。皇太子の意思すら問題ではない。一人でも多くの王位継承者を『確保』することに重点が置かれているんだよ」

「…………」

「結婚後に正妃に世継ぎが生まれなかったら、あるいは女子しか産まれなかったら王家直系の血筋が絶えてしまう。エルディア政府はそう考え、それをもっとも恐れている。女王のどこがいけないのか我々バナディス人には理解しかねるが、エルディア憲法に国王を継ぐものは直系男子に限られると明記されている以上、異議を唱えても仕方がない。そこで歴代のエルディア皇太子は、皇太子の身分のうちに跡を継ぐべき男子を儲もうけることを義務づけられているんだよ。それも、できるだけ多くの男子をね。男の子たちがある程度成長したところで全員を見比べて、もっとも優れている子どもを次期皇太子に選ぶ。自動的にその子の母親が皇太子妃に選ばれ、皇太子と結婚した時点をもって正式に次期皇太子が誕生する」

「…………」

「側室に選ばれる女性は皆、エルディア大貴族の出身だ。生まれた男の子の教育はその実家に任されるのが慣例になっている。どの家も総力を挙げて──それこそ死にもの狂いになってだ、生まれた男の子に英才教育を施して立派な支配者に育て上げようとする。なぜなら、その子が次期皇太子になれるかどうか、さらにはその母親──自分の家から送り出した娘が皇太子妃になれるかどうかはすべてその子の出来次第で決まるのだからね」

　キャサリンは忌いま々いましげに舌打ちした。

「お父さま。エルディアの方たちはそんな馬鹿げた風習を本当に支持しているのですか？」

「さて、それは我々外国人には計りかねるところだな。我が国の王室は伝統的に国民と親しく接することを旨としておられる。陛下ご自身にしてから気軽に町へと足を運ばれるお人柄だが、エルディアの王室と国民の間はひどく遠いんだよ。同じ国の王家と民とは思えないほどにだ」

「そんなことで王家が成り立ちますか？」

「立派に成り立っている。というのもエルディア国民にとって王家は空気のような存在なんだ。王族はあまり国民の前に姿を見せない。王族の結婚や葬儀はもちろん、戴たい冠かん式といった重要な式典に至るまで一般市民には公開しない。当然、国民のほうも王宮の中で何が行われているか、ほとんど関心を持たない。存在するのが当たり前のものだから王家に対して疑問も持たない」

　キャサリンは苦いため息を吐いた。

「お父さまとの約束を破るつもりはありません。ですが、このお約束を守るのは非常に難しい──というより不愉快なことになりそうですわ」

「わかるよ。わたしも昔はそうだった。我が国の王家と比べてなんたる違いようかと驚いたし、怒りも感じた。正直なところを言えば野蛮だとさえ思ったものだ」

　エリオット卿は極めて率直に娘に打ち明けたものだ。

「しかし、おまえも言ったように郷に入っては郷に従えだ。我々には馴な染じみのない習慣でも、国民に親しみはない王家でも、エルディアは王政を布しいている。エルディアで王家を誹ひ謗ぼうすることは一国の支配者を面と向かって批判するのと同じ意味を持つ。──それだけはくれぐれも忘れてはいけないよ」

　緊張した面持ちでキャサリンは頷いた。

「わかりましたわ。お父さま。自分が信じていること、正しいと思うことを述べるにしても、時と場所を選べということですわね」

「その通りだ。そして何より肝心なのは誰に話すかだ」

　父の言葉をしっかりと胸に刻んで、キャサリンはエルディア上陸の時を迎えたのである。

　デル＝バリエ港は真っ青な海に夏の陽ひ射ざしが燦さん々さんと照り映えている港だった。バナディスの暗い海とはまったく印象が違う。大型客船と一緒に白い帆を揚げた小さな漁船の姿も見える。

　馬車に乗って港から少し離れれば、そこはミロの町だった。

　強烈な空の青さと町をつくる白壁の対比が眩まぶしかった。灼しやく熱ねつの太陽はくっきりと影を落とし、空気はからりと乾いている。町全体がけだるい昼下がりに包まれて眠っているようだった。

　エリオット卿きようはさっそく市内の大使館へ向かい、キャサリンは父に言われたとおり、市内のホテルに向かった。エリオット卿は仕事でこの国に来たのだから、キャサリンまでが大使館に押しかけるわけにはいかないのである。

　リベラ・ホテルというそのホテルは町並みに合わせた白亜の壁をしており、他の家より二階層ほどぬきんでて高かった。白い壁にはふんだんに赤い花が飾られ、屋上にも緑が植えられて南国らしい華やかな雰囲気を醸し出している。

　ニーナを従えたキャサリンが馬車を降りると、一分の隙もないドアマンが恭うやうやしく出迎えた。

「いらっしゃいませ。お嬢さま。ご宿泊ですか？」

「はい。バナディスのキャサリン・ウィンスロウです。父のエリオット・ウィンスロウの名で部屋を予約していると思うのですけど……」

「かしこまりました。どうぞ、こちらへ」

　一歩中へ入ると、光沢のある木材を使った調度品や、ずっしりと豪華な刺し繡しゆう張りの椅子など、外観とはうって変わって重厚な装飾だった。

　受付はロビーの奥まった一角にあり、手続きは着席して済ませる仕組みになっている。

　フロント係の応対も丁寧なものだった。顔が映りそうな机で宿泊手続きを済ませ、ロビーへ戻ろうと立ち上がったところへ、不意に声を掛けられた。

「ミス・ウィンスロウですか？」

　話しかけてきたのはホテルの人間ではない。二十一、二歳に見える若い女性だった。

　羽根飾りの付いた小さな帽子を品よくかぶり、小花を散らした白いキャラコの服を着ている。

「はい。そちらは？」

　キャサリンが尋ねると、女性はにっこり笑った。真っ白な歯がこぼれるような笑顔だった。

「初めまして。イサベル・マラカムと申します。バナディス大使館でウォルドマン大使の第二秘書を務めております。大使からお話を伺って、ミロの町の案内を務めるために参りました」

「まあ……」

　外務補佐官のエリオット卿が娘を連れてエルディア入りするというので、大使が気を回してくれたのだろうが、キャサリンは困ってしまった。

　というのも、エリオット卿は娘を大使館には同行させず、わざわざホテルに部屋を取るほど、公私混同に厳しい人である。

「大使のお気遣いはとてもありがたく思いますが、わたしは父と違って民間人の立場ですもの。大使館の方のお手を煩わせるわけには参りませんわ」

　やんわりと控えめに言ってみたが、イサベルは楽しそうに笑って頷うなずいた。

「エリオット卿のお嬢さまならきっとそうおっしゃるだろうと思っていました。ご心配なく。わたしは今休暇中なんです」

「休暇？」

「ええ。夏休みです。ですから、わたしのこの行動は完全に自分の意思です。エリオット卿のお嬢さまがいらっしゃると伺ったので、ぜひお会いしたいと思って押しかけて参りましたの。──それとも、案内役がわたしではご不満ですか？」

「いいえ、とんでもない」

　これは本当だった。キャサリンは一目でイサベルに好感を持った。

　快活な笑顔が魅力的な人だと思った。控えめな服装は趣味がよく、真の意味で育ちの良さを感じさせるものだ。言葉遣いも態度もきびきびと明るく、見ていて気持ちがいい。

「わたしはミロは初めてですから、案内していただければ助かります。何より、エルディアで初めてのお友達になっていただければ、こんなに嬉うれしいことはありませんわ」

「こちらこそ、よろしくお願いします。ミス・ウィンスロウ」

「どうぞキャサリンと呼んでくださいな。こちらはわたしのメイドのニーナです」

　イサベルはニーナに笑顔で名乗り、自分のこともイサベルと呼んでくれるようにと言った。

「それでは、お支度が済むまでここでお待ちしています」

　まだ日は高い。イサベルがそう言うのも当然と言えた。

　そこでキャサリンは荷ほどきもそこそこに最低限のものだけを持ち出して、ニーナと一緒に部屋を出た。

　市内見物にはかなり大きいキャサリンの手提げ鞄には、すでに旅の必需品になってしまった大型拳けん銃じゆうとガンベルトがしっかりしまい込まれている。

　ニーナはこれに関して、あまりいい顔をしなかった。

　れっきとした良家の令嬢が持つようなものではないというのがその理由である。

「ここはゲルスタンの田舎と違って安全な町ですよ」

「わかってるわ。でも、念のためよ。どこで何が起こるかわからないと、わたしたちずいぶん学んだはずではないの」

　イサベルはホテルの外に馬車を用意してくれていた。ニーナと三人で乗っても余裕がある。

「どこか御覧になりたいところはありますか、キャサリン？」

「ええ。まず大使館へ行って、ウォルドマン大使にご挨あい拶さつをしなくては」

「それはよしたほうがいいと思います」

　やんわりと、しかしはっきりとイサベルは首を振った。

「大使はエリオット卿きようのご到着を待ちかねておいででしたから。きっと今頃はお仕事のお話でお忙しいはずですわ」

　もっともな話だった。父は遊びに来たわけではない。公用でこの国を訪れたのだから。

　頷いたキャサリンだったが、何だか不思議な気がして自分の正面に座る人に尋ねていた。

「ですけど、イサベルも大使の秘書でしょう？　こんなところで遊んでいていいのですか」

「いいえ。わたしは第二秘書ですもの。大使のご用は第一秘書の方が立派にこなしていますわ。それに、先程も申しましたが、わたしは今休暇中なんです」

　ますます奇妙だった。訊きいてもいいのかどうか少し迷ったが、何事にも率直がキャサリンの信条である。ためらいながらも問いかけていた。

「それは少し……おかしな話ですわね。ウォルドマン大使はバナディスとエルディアの外交を取り持つのがお仕事のはずでしょう？　それなのにエルディアの陛下がご崩御されたばかりのこんな大変な時に、次席とはいえ大使の秘書が休暇だなんて……。バナディスでは休暇を返上して大使館に駆けつけるのが普通ですが、エルディアでは違うのですか？」

　イサベルも真顔で頷いた。

「いいえ、エルディアでも普通はそうです。キャサリンが奇妙に感じるのももっともですね。ただ、これには理由があって……」

　この時、馬車の中の会話がかき消されるほどの大歓声がすぐ近くで聞こえた。

　興奮した大勢の男たちのどよめきのような声だった。

　キャサリンの隣に座っていたニーナがたちまち反応して素すっ頓とん狂きような声を張り上げる。

「あれはなんでしょう!?　どこかでお祭りでもやってるんですか」

　イサベルが微笑して答えた。

「あれは闘とう獣じゆうですわ。我が国ではとても人気のある見せ物なんです。どこの町にも必ず一つは闘技場がありますわ」

「闘獣というと……つまり、獣同士を闘わせて……？」

「ええ。それを見物するんです。ただ見物するだけではなくて、どちらが勝つか賭かけるんです。時には獣と人間が戦う場合もあります。御覧になりますか？」

　キャサリンとニーナは戸惑いの表情を見合わせ、ニーナがおそるおそるイサベルに尋ねた。

「あのう……、失礼ですが、それは、良家の子女が見物してもよいものなんでしょうか？」

「もちろんです。どの闘技場にも貴き賓ひん席があって、貴族たちの一番の楽しみでもあるんですよ。この国の上流階級の人間はむしろそれを自慢にしています。他の国の人間たちは娯楽のためにやたらと自然の生き物を殺し、無駄な殺生を繰り返しているが、我が国ではそんなことはない。生き物を使った娯楽で生き物を殺すことはない。第一そうした娯楽自体、決して闘技場の外へ持ち出されることはないのだから。──そう言って胸を張っています」

　異なる国には異なる意見が存在するものだと、キャサリンはしみじみ思った。

　となれば、この闘獣というものがエルディアでは一般的な娯楽だというのなら、眼を背けて通り過ぎてしまうことはキャサリンの主義に反した。

「今からでも間に合うのなら、少し覗のぞいてみましょう」

「でも、お嬢さま！　獣同士を闘わせて賭け事をするなんて……」

　イサベルを気にしてその後は言葉にしなかったが、ニーナの言いたいことはよくわかった。

　野蛮だというのである。

　実のところ、キャサリンもその意見にほとんど賛成だったが、敢あえて首を振った。

「いいえ。行ってみましょう。気に入るか気に入らないかは実際に自分の眼で見てみてから、判断すればいいことだわ」

　闘技場という建物をキャサリンは初めて見た。

　四階建てのリベラ・ホテルより遥はるかに大きい。飾りのないデコレーション・ケーキのような丸くて平たい格好をしている。しかも、内部が空洞になっている。

　こういう建物はキャサリンも知っていた。バナディスの田舎町によく見られる野外演芸場がこんな感じである。

　野外演芸は庶民の楽しみとして知られているものだ。興行を催す芸人たちは町から町へ渡り歩くのが普通だから、その演芸場もすぐに組み立てられ、すぐに解体できるのが大きな特徴となっており、つくり自体も木製の骨組みだけの粗末なものである。

　比べるとこの闘技場はその規模といい、構造といい、桁けた違ちがいに立派だった。

　受付で尋ねてみると、貴賓席にはまだ余裕があるとかで、係の人間がすぐに案内してくれた。

　闘技場の中は一番低い地面をぐるりと囲むように階段状の観客席が設けられ、すり鉢の底を見下ろすようになっていた。

　何千人の人を収容できるのか想像もつかないが、今はちらほらと空席も見える。

　闘獣には昼の部と夜の部があり、大盛況になるのはむしろ夜の部のほうだという。

　下に目を転じれば、動物たちの闘う舞台は直径二十メートルほどもある広場になっていて、今まさに二頭の犬が闘っているところだった。

　キャサリンには犬に見えたが、実際は狼だという。相当激しい闘いを繰り広げているらしく、二頭とも毛皮のあちこちに血が滲にじんでいたが、まだ闘いをやめる気配がない。

「どちらかが逃げ出すまで続くんですよ」

　イサベルが説明してくれた。

　バナディスでは、劇場の貴賓席というと舞台からかなり遠くに設けられているのが普通だが、この闘技場の貴賓席は階段状の客席の最前列を中心に設けられていた。

　キャサリンたちが座ったのは前から五、六列目くらいだったが、それでも地面がすぐ近くに感じられた。獣たちが闘う舞台と客席の最前列の間は高さ二メートルほどの板塀で仕切られているだけなのだから、大変な迫力だった。

　ニーナはすっかり怯おびえてしまって、キャサリンの陰に隠れるようにしながら小さく呟つぶやいた。

「こんなに近くでなくてもよかったですのに……」

「仕方ないわ。貴賓席というと必然的に舞台に近いところになるようよ」

　周囲を見回して、キャサリンは言った。

　着飾った女性の姿もずいぶん眼についた。小さな子どもを連れた人までいる。

　キャサリンも大人とは言えない歳だが、こんなところへ子どもを連れてくるなんて、教育上よくないのではないかと気を揉もんでしまった。

　舞台の上では二頭の狼たちの闘いがさらに激しさを増していた。

　もつれ合うように転がったかと思うと、飛び離れて牙きばを剝むく。そんなことを繰り返すうちに一頭のほうが次第に弱腰になり、闘いをいやがる素振りを見せたのである。

　すると、舞台のすみに控えていた三人の人間が一斉に青い旗を掲げた。

　よく見れば二頭の狼はそれぞれ赤い首輪と青い首輪をつけている。つまり、青い首輪の狼が勝利したらしい。

　観客の間から一斉に声が上がった。

　賭け金が無駄になったことを嘆く人もいれば、見事に当てて歓声を上げる人もいる。

　観客の興奮が最高潮に達したところで昼の部の締めくくりの勝負が行われることになった。

　観客席の下から少年が一人出てきた。大きな旗をくくりつけた長い棒を担かついでいる。少年は舞台の真ん中で立ち止まると、その場でぐるりと回って旗が観客によく見えるようにした。

　赤地の旗には金糸で何やら複雑な模様が描かれている。

　キャサリンには意味がわからなかったが、その隣でイサベルが首を傾げた。

「珍しいですね。昼の部は人と獣の闘いで終わるのが普通なのに、今日の出し物は虎と獅し子しの決闘だそうです」

「虎と獅子!?」

　キャサリンとニーナの合唱になった。

「そ、そんなものを闘わせるんですか？　どうやって？」

　ニーナがますます震え上がって訊きけば、キャサリンも疑問の口調で言った。

「芸をさせるのとは訳が違うはずです。そう簡単に人間の思惑通り闘ってくれますか？」

「そのために仕掛けをするんです。ほら──」

　見れば、舞台中央に今度は杭くいが立てられた。大きな生肉の塊がくくりつけられている。

「ここへ引き出す動物は数日間、このために何も餌えさを与えていません。肉食獣の雄おすは──特に成獣同士なら、餌を譲り合ったり分け合ったりは決してしません。虎と獅子ならなおさらです。必然的に闘いになります。勝ったほうだけがご褒ほう美びに肉を食べられるんです」

「まあ……」

　キャサリンの唇から思わず声が洩もれた。

　責めるような響きがその声の中に混ざらないように気をつけなければならなかった。

　イサベルには申し訳ないが、どうにも好きになれない見せ物だと思ったのである。

　そんな気持ちを察したのか、イサベルがちょっと悪戯いたずらっぽく尋ねてきた。

「お気に召しませんか？」

「いいえ。ただ、初めて見るものなので、少し驚いてしまって……」

　慎重に答えたが、イサベルはさらに追及してきた。

「バナディスの方も競馬は楽しまれますでしょう？」

「はい。それはもう……」

「バナディスではもっとも一般的な娯楽だと伺いました。理屈は同じものだと思いませんか？　獣同士を競わせて、人間はそれを見物して楽しむ。そしてお金を賭かける。ここで行われている闘獣と何も違いはありませんわ」

　何とも言えない顔で黙り込んだキャサリンの代わりに、ニーナが精一杯の勇気を振り絞って訴えた。

「で、ですけど、そうはおっしゃっても……馬は走るのが習性の動物ですよ」

「あら。それでしたら肉食獣は狩りをする動物です。闘うのが習性なのではありませんか？」

　イサベルはあくまで余裕を持って、にっこり笑い返してくる。

「それは……そうかもしれませんけど……」

　おどおどと答えたニーナは不安そうな眼をキャサリンに向けてきた。

　キャサリンは曖あい昧まいな微笑をニーナに返しただけで何も言わなかった。ここは議論をするのにふさわしい場所とは言えない。今は『沈黙は金』を貫くべきだと判断したのである。

　観客たちの歓声がひときわ大きくなった。

　舞台の両端からそれぞれの獣が登場したのだ。

　二頭は鉄てつ柵さくでつくられた檻おりに入れられていた。その檻自体が低い荷車のようになっていて、屈強な男たちが数人がかりで檻を引いてくる。

　檻の屋根も鉄柵だったので、貴き賓ひん席からは二頭の様子がよく見えた。

　虎も獅子もすっかり興奮しているようで、檻の中でうろうろと落ちつきなく歩き回っている。

　その息づかいの激しさまでが手に取るように感じ取れる。

　二つの檻は肉を吊した杭を挟んで停止した。

　審判役の合図で檻が開かれ、圧倒的な大きさを誇る獣が二頭、のそりと舞台に現れた。

　途端、檻の傍に付き添っていた男たちが空になった檻を引いて舞台の裾すそへと引っ込んだ。

　尻に火がついたような勢いだった。実際そのくらい素早く動かなければ危険だっただろう。

　飢えきった獣たちは血の滴る生肉の匂いに敏感に反応している。それ以上に、食しよくすべき肉の向こうにいる相手を認めて戦闘態勢に入っていたのである。

　片や立派なたてがみを備えた獅子、片や黄色の身体に黒の縞しま模様が美しい虎だ。早くも牙きばを剝むき出して、爛らん々らんと光る眼で相手を見据えている。

　キャサリンもこの時ばかりは息を吞んだ。

　自然界で虎と獅子が闘うことはまずない。互いの生息圏が違うからだ。しかし、虎も獅子も肉食獣の代名詞のように言われる動物である。

　この両者が闘ったら果たしてどちらが勝つのか、さすがに緊張の面持ちで見守った。

　イサベルが言った通り、二頭は肉を分け合おうとはしなかった。彼らにとってそんなことは論外なのだ。どちらも激しい敵意を剝き出しにして唸うなり声を上げている。

　先に飛びかかったのは獅子のほうだった。

　他の動物ならたちまち逃げ出すところだが、虎もすかさず応戦した。

　背筋がぞっとするような獣の声が闘技場内に響いた。

　二頭とも体重は優に二百キロを超えているだろう。身体が大きいだけにさっきの狼たちとは桁けた違ちがいの迫力である。舞台が狭く見えるほどだ。

　ニーナはもうとても正視できずに、キャサリンにしっかりしがみついて眼をつむっている。

　キャサリンも固かた唾ずを吞んでいた。肉食獣の王者たちは餌を獲得するためというよりも、目の前の相手を撃退することにこそ意欲を燃やし、猛たけり立っているように見えた。

　馬のように棹さお立だちになりながら太い前足で相手を殴りつけようとし、互いに飛びかかっては転げ回り、また飛び離れる。舞台の端から端まで使っての激しい闘いだ。

　おかげで、舞台の隅に控えている審判役の人間は慎重に逃げ回らなければならなかった。

　審判役はもちろん素手でいるわけではない。腰に鞭むちを吊つるしている。最悪の事態に備えて銃も携帯している。

　だが、興奮が頂点に達した大型肉食獣は審判役の思惑を遥はるかに超えた行動に出たのである。

　互いにとどめの一撃を加えようともつれ合った虎と獅し子しが、キャサリンの座る貴賓席のすぐ近くの板塀に身体ごと激突したのだ。客席が大きく揺れたくらいの衝撃だった。

「きゃ──────っ!!　いや────っっ!!」

　ニーナが久々にお得意の大絶叫を張り上げる。無理もないとキャサリンも思った。しかし、貴賓席の客はこの迫力に大喜びしている。ニーナの悲鳴が聞き取れないほどの大歓声を上げ、中には客席から立ち上がって、もっとよく見物しようとする人までいる。

　キャサリンははらはらしながらその様子を見つめていた。

　いくら見慣れた興行とはいえ、あまりにも不用心に過ぎる。

　いったいこの人たちは肉食獣の本当の恐ろしさを知っているのかとキャサリンが不安に思い、苛いら立だちも感じた時だった。

　虎を板塀に押しつけた獅子が急に興味の対象を変え、鋭く光る眼で貴賓席を見上げたのだ。

　キャサリンがはっとした時には、その獅子は後ろ足で立ち上がっていた。

　舞台と客席を仕切る板塀の高さはたったの二メートルしかない。全長三メートルにも達する獅子が立ち上がれば優に前足が届く高さでしかない。

　当然、最前列に座っていた客は生臭い息を吐はく獣の顔を間近に見ることになった。

　これにはさすがに興奮していた観客も恐怖を感じた様子だったが、獅子はさらにその巨体にものを言わせて飛び上がり、客席の中に躍おどり込んできたのである。

「きゃああっ!!」

　今度こそ、本物の悲鳴が貴賓席から上がった。

　審判役も慌てて駆けつけてきた。全員が既に銃を抜いていたが、撃つことはできなかった。

　距離がある上、位置が悪すぎたのである。この舞台の上から貴賓席を狙って発砲すれば客に命中するおそれがある。しかも、舞台の上にはまだ虎が残っている。

　急接近してきた審判役に虎は当然ながら牙を剝き、咆ほう哮こうを上げた。

　その時には獅子は木製の客席を踏みつぶし、ぶちこわしながら、我がもの顔で貴賓席を走り回っていた。こうなっては見物どころの騒ぎではない。客は獅子に食われる恐怖に震え上がり、今までの興奮も余裕もかなぐり捨てて脱だつ兎とのごとく逃げ出したのである。

　大混乱になった貴賓席で、キャサリンはすかさず行動を開始していた。

　獅子が板塀に前足を掛けたのを見た途端、反射的に足下に置いていた鞄を取り上げていた。

　中から愛用の四十四口径リボルバーを取り出して顔を上げる。そのキャサリンの視線の先に巨大な獅子の後ろ姿が見えた。さらにその向こうに獅子のほうを向いて立ちつくす少年がいた。

　誰も彼もが我先を競って逃げ出す中、その少年は蒼白な顔をしながら動かないのだ。

　足が竦すくんでいるのかもしれないが、獅子にとってはまさに格好の餌え食じきである。

　キャサリンは咄とつ嗟さに引き金を引いていた。

　まさに間一髪だった。キャサリンの四十四口径から銃声が飛び出すのが一瞬でも遅かったら、獅子は身動きしない獲え物ものを楽々と仕留めていただろう。

　無論キャサリンは空を狙って撃ったのだが、闘技場に響いた銃声は恐ろしく効果的だった。

　少年に襲いかかろうとしていた獅子の足がぴたりと止まり、たてがみに覆われた巨大な顔がさっと振り返った。金色に光る眼が恐ろしい敵意を持ってキャサリンを睨にらんだ、ように見えた。

「動くと撃ちます！」

　銃口を獅子に向けながら、思わず人間にするように警告を発したキャサリンだった。

　獅子と少年との距離は二メートルもない。この大型肉食獣なら一飛びで仕事を終えられる。

　両手でしっかと銃を構え、じりっと近づきながら、キャサリンはもう一度言った。

「その子から離れなさい！」

　銃を構えるキャサリンと獅子との距離はおよそ七メートル。キャサリンの腕なら間違っても外す距離ではないが、獅子の向こうにいる少年が邪魔だった。

　恐怖のあまり硬直しているのかもしれないが、その子はこの期ごに及んでも立ちつくしたまま動かないのである。

　これでは撃とうにも撃てない。さすがに苛いら立だってキャサリンは叫んだ。

「あなた！　何をしてるの！　早く逃げなさい！」

　しかし、意外にも逃げ出したのは獅子のほうだった。審判役がやっと舞台の虎を押さえて、客席の獅子を取り押さえに掛かったのだ。

　この時には客はほとんど逃げ出してしまっている。自分の巨体を遮るものが何もないことを本能的に察したのか、あるいは銃の怖さを知っているのか、獅子は驚くべき早さで動いた。

　少年に襲いかかったのではなく、キャサリンに飛びかかったのでもない。

　逃げた観客を追うように身を翻して通路に飛び込んだのだ。

　途端、客席の下から盛大な悲鳴が聞こえてくる。

　キャサリンも獅子を追いかけようとしたが、舞台の下にいた審判役が通路に駆け込みながら獅子を包囲しろと叫んでいるのを聞いて、追跡をやめた。

　この建物の中のことは彼らのほうが詳しいはずだからだ。

　大きな息を吐はいて、キャサリンはリボルバーを持ったまま、獅子に襲われそうになっていた少年に走り寄った。

「大丈夫!?　怪け我がはない？」
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　緊張の糸が切れたのか、少年は真っ青な顔をして壊れた客席に座り込んでいたが、反射的に立ち上がり、固くこわばった声で答えてきた。

「平気だ」

　身長こそキャサリンとほとんど変わらないが、まだ声変わりもしていない少年だった。

　少女と見み紛まごうほどきれいな顔立ちをしており、肩も細く、体つきも華きや奢しやである。品の良さを感じさせる姿だった。その身体を包む衣い裳しようも子どものものとは思えないほど贅ぜい沢たくなものだ。

　明らかに貴族階級の、それもかなり裕福な家の少年である。ただ、その顔に何故か見覚えがあるような気がしてキャサリンは首を傾げた。

　エルディア人に知り合いはいないはずだ。初対面なのも間違いない。あらためて少年の顔を見直してみた。

　利発そうな少年である。絹のような黒い髪がなめらかな額に掛かり、いかにも気の強そうな瞳ひとみをしているが、よく見ればその細い身体は小さく震えている。

　本来なら薔ば薇ら色であるはずの頰もすっかり血の気が失せて、唇は紫色に変じてしまっている。

　あんな猛獣と間近で向き合ったのでは無理もない。よほど怖かったのだろうとキャサリンは同情を覚え、少年の緊張をほぐす意味も籠こめて笑顔で話しかけた。

「もう大丈夫よ。獣は行ってしまったわ」

　ところが、少年の反応はキャサリンの予想をまったく裏切るものだった。

　危あやういところでキャサリンに命を救われたはずの少年は怒りといまいましさを露骨に示して、青い瞳でキャサリンを睨みつけてきたのである。

「女のくせに、でしゃばるな」

　キャサリンは絶句した。

　自分に投げつけられた不ぶ躾しつけな言葉の意味が理解できなかったのだ。

「なんですって？」

「でしゃばるなと言ったんだ。それに、おまえは何故ぼくに命令するんだ。無礼だぞ」

「……あなた、何を言ってるの!?　わたしがいつ命令なんて──！」

「逃げろと言ったじゃないか。どうして見ず知らずのおまえにそんなことを命令されなくてはならないんだ。──ぼくは男だぞ。相手が何だろうと逃げ出したりしない」

　胸を反らして昂こう然ぜんと断言する。

　その態度を見れば、この少年が本心から言っていることは明らかだった。

　足が竦すくんで逃げられなかったのではなく、自分の意思で逃げなかったというのである。

　少年はさらに、銃を持ったキャサリンに軽けい蔑べつ的とも言える眼を向けたのだ。

「おまえは女のくせに男の真ま似ねをして銃を持つなんてどういうつもりだ？　女は女らしく男の陰でおとなしくしていればいいんだ」

　あまりのことに呆あつ気けにとられていたキャサリンの顔が壮絶な怒気に染まった。

　この時、壊れた客席の向こうから召使いらしい男がよろよろと這はい出てきた。何かを探して急いで辺りを見回し、キャサリンと向き合っていた少年の姿を認めて歓声を上げたのである。

「おぼっちゃま！　ああ、よかった！　ご無事でしたか!!」

「ぼくは何ともない」

「お怪我がなくて何よりでございました。ですからこんな野蛮な場所へ自らお運びになるのはおよしになるべきだと申し上げたのでございます。おぼっちゃまにもしものことがあったらと思うと……ああもう考えるのも恐ろしゅうございます。──さあ、参りましょう」

　五十がらみの召使いは長居は無用とばかりに少年を促し、さっさと通路へ向かおうとしたが、そんな勝手な真ま似ねを今のキャサリンが許すわけがない。

　銃を持ったまま、キャサリンはまさに仁王立ちに二人の前に立ちふさがり、押し殺した声で言ったのである。

「待ちなさい」

　低い声だったが、迫力は満点である。一刻も早くこの場から立ち去ろうとしていた召使いもそれを無視することはできず、訝いぶかしげな顔になった。

「何だね、おまえは？」

「それはこちらがお尋ねしたいことです。あなたのお家うちでは大事なおぼっちゃまの命を救った相手をおまえ呼ばわりするのが正しい礼儀なのですか？」

「え……？」

　召使いはきょとんとなった。どうやらあの騒ぎの間、この男は逃げる客たちに押しやられて、おぼっちゃまの傍には近寄れなかったらしい。

「命を──救った？」

「そうです。わたしがこの銃で獅し子しを牽けん制せいしなければ、あなたのおぼっちゃまは今頃、獅子の餌となってあの獣けものの胃袋に収められていたはずです。いっそのことそのほうがよかったのかもしれませんわね。わたしの行動は出しゃばりだったそうですから。おぼっちゃまの弁によれば女は男の陰でおとなしくしていなければならず、銃を持つのもけしからぬことだそうですが、そのけしからぬ行動のおかげで結果的に暴れる獣を追い払い、おぼっちゃまの命を救うことができたのです。それとも、それもよけいな真似でしたかしら？　わたしはあくまで女らしく、おぼっちゃまが食い殺されるのを黙って眺めていればよろしかったのかしら？」

　皮肉な言葉と突き刺さるようなキャサリンの視線を浴びて召使いはさすがに状況を理解した。

　右手の大型拳けん銃じゆうが何とも不似合いだが、キャサリンの身なりや話しぶりを見れば上流階級の娘であることは一目瞭然である。慌てて頭を下げてきた。

「そ、それは失礼致しました。お礼を申し上げます」

「あなたに言われても意味がありません。おぼっちゃまはどうして何も言わないのです？」

　少年はむっつりと唇を引き結んでいる。

　せっかくかわいい顔立ちなのに、そんな仏頂面をしていたのでは憎たらしく見えるだけだ。

　かてて加えて花のような唇からこぼれる言葉も極めつきに憎たらしかった。

「……おまえなんかに何も言う必要はない。ぼくが助けてくれと言ったわけじゃない」

「いい加減にしなさい!!」

　とうとう爆発したキャサリンだった。

　しかも近来まれに見る規模の大爆発だった。

「どこの馬鹿息子か知りませんが、恥を知りなさい!!　あなたの不作法はあなたのお父さまとお母さまの不名誉になることもわからないの!!」

　今度は少年が絶句する番だった。

　さっきまで青ざめていた顔にみるみる血の気が上った。

　恐らく、こんなふうに怒鳴りつけられた経験などなかったのだろう。怒りに混乱が重なってわなわな震えていたが、その混乱が頂点に達したらしい少年は再び予想外の行動に出た。

　何と、少年は興奮した様子で進み出ると、細い手を振り上げてぴしゃりとキャサリンの頰を叩たたいたのである。

　離れたところではらはらしながら見守っていたニーナが小さな悲鳴を上げた。

　イサベルも息を吞んだ。

　観客がほとんど逃げ出した後とは言え、ここは公共の場である。白昼堂々、公共の場で頰を打たれるなんて恥辱の最たるものだ。

　少年も自分で自分の行動にびっくりしたようだったが、まだ傲ごう然ぜんと胸を張った。

「口を慎め！　父上を非難する資格もない女のくせに！　生意気だぞ！」

　イサベルは人前でこんな侮辱を受けたキャサリンを心配して、急いでキャサリンのところに駆け寄ろうとしたが、ニーナがそれをそっと引き留めた。

　長年キャサリンの傍に仕えているニーナはキャサリンの気性も誰よりよく知っている。

　果たしてキャサリンは頰を打たれたくらいでくじけたりしなかった。ましてや泣いたりなど、とんでもなかった。青い瞳ひとみに稲妻のような光を閃ひらめかせながら冷静に言葉をつくった。

「あなた。歯を食いしばりなさい」

「何？」

　キャサリンは銃を左手に持ち替えると、右手で思いきり少年の頰を打ったのである。

　少年とは力の籠こめ方が段違いだった。『バシッ！』と派手な音が響き、少年は頰を押さえて大きくよろめいたのである。

　これにはさすがに召使いも血相を変えた。

「ぶ、無礼な！　おぼっちゃまに何をなさいます──！」

「無礼者はどちらです？　呆あきれてものも言えないとはこのことです。この国の人間ときたら、命を救われて感謝することもできない。自分の主人が獣に襲われていても守ることもできない。あげく主人は出しゃばるなと言い、召使いはわたしに手を上げた主人をたしなめようともせず、主従揃って人を無礼者呼ばわりする。──それがこの国のやり方ですか？　エルディアという国の人たちの流儀ですか？　よくわかりました。もう充分です。もしこの次にエルディア人の危機に居合わせることがあったとしても、一切見て見ぬふりをすることに致します」

　キャサリンが外国人だと知って召使いは顔色を変えた。

　急に狼狽うろたえ、慌てて弁解してきた。

「お、お嬢さま。何分その……このような場所では落ち着いてお話もできません。ご連絡先を教えてくださいませ。後ほどあらためてお詫わびとお礼に伺います」

「結構です。あなたたちのような恥知らずにこれ以上関わり合いたくありません」

「いえ、お願いでございます。ぜひ、お聞かせくださいませ。お腹立ちはごもっともですが、これにはわけが……」

　必死の様子の召使いとは裏腹に、頰を打たれた少年は泣きそうに顔を歪ゆがめ、それでも懸命に泣くまいとしながら叫んだのである。

「お、おまえは誰だ！　名前を言え！」

　キャサリンはとことん見下げ果てた眼を少年に向けた。

「どこまで馬鹿な子なのかしら。そういうのを恥の上塗りというのよ」

「何だと!?」

「命の恩人に感謝することも知らず、自分の名も名乗れないような卑ひ怯きよう者にどうしてわたしが名乗らなくてはならないの？　そもそも人に名を尋ねる時は自分から名乗るものよ。あなたのお父さまはそんな最低限の礼儀すら教えてくれなかったの？」

「父上のことは言うな！　ぼくはフェルナンド・ミゲル・コルテスだ！」

「立派なお名前ね。わたしはキャサリン・ウィンスロウ。リベラ・ホテルに滞在しているわ。あなた自身の名誉とコルテス家の名誉を守りたければ自分の足で出向いてきなさい」

　厳しい口調で言って、キャサリンは二人に背を向けた。
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　闘技場の通路へ急ぎながら、ニーナは青い顔で震えながら訴えた。

「お嬢さま、なんてことをなさったんです。淑女たる者が人さまの顔を打つなんて……！」

「ニーナ。見ていたでしょう。先にあの子がわたしを叩たたいたのよ」

「わかってます！　だからこそ言ってるんです！　わたしだってお嬢さまが侮辱されたことを許すつもりなんかありません。ですけど叩かれたからって叩き返したりしたら、お嬢さままで品位を落とすことになるじゃありませんか！　相手が礼儀知らずで乱暴だからって何もそれに合わせる必要はないんです！」

「わかってるわ。それはよくわかってる。だけど、いくら何でも腹に据えかねたのよ。最初にあの子がなんて言ったか、聞こえた？」

「いいえ、そこまでは。──なんて言ったんです？」

「とても信じられないでしょうよ。女のくせにでしゃばるなですって」

　今度はニーナが絶句する番だった。

「まさか!?　だって、お嬢さまに助けてもらったのにですか!?」

「わたしも驚いたわ。おまけに女のくせに銃なんかを持つのはけしからん、女は女らしく男の陰でおとなしくしていればいいんだ、ですって！　耳を疑ったわ。バナディスでならどんなに悪い子だってあんなことは言わないわよ」

　キャサリンは何もお礼を言ってほしくてあの少年を助けたわけではない。

　目の前で人が殺されるのを黙って見ていられず、咄とつ嗟さに身体が動いていた。人として当然の行動を取っただけだ。

　感謝の言葉が欲しくてしたことではない。ただし、それを出しゃばりだと非難される覚えも断じてないのである。

　客席下の通路は依然として大騒ぎだった。逃げ出した獅し子しがまだ捕まらないらしい。

　ざわめく客たちに、安全を確認しながら順番に出口へ案内するので騒がずに待つようにと、闘技場の職員が大声で話している。

　客の多くは不安と不満を抱えながらもその言葉に従っていた。キャサリンたちも混雑の中で足を止めたが、その合間にイサベルがこわばった顔つきで話しかけてきた。

「キャサリン。申し訳ありませんでした。さぞ不愉快な思いをなさったでしょうね」

「あなたが謝ることなどありませんわ。イサベル。ただ、不作法を承知で言わせてもらえれば、あの少年のような態度がこの国ではまかり通るのだとしたら、女は自分たちより劣るものだと、だから女に助けられた時は感謝の代わりに嘲あざけり罵ば倒とうするのが当たり前だと男の人たちが考え、あの侮辱的な言葉を──女のくせにというあの言葉を平気で使うのだとしたら、わたしは到底エルディアの殿方を好きになれそうにありません」

「いいえ、キャサリン。それは違います」

　思いがけず強く否定してきたイサベルだった。

「この国の男たちは伝統的に女性を大切にします。間違ってもそんなことは言いません。第一、そんなことを言われたら女たちのほうが黙っていません」

「本当ですか？」

　その言葉が冷ややかなものになったのはこの際、致し方ない。

　イサベルはエルディア人である。自国の人間をかばおうとするのはもっとも自然な行動だが、キャサリンのその気持ちを察したのだろう。イサベルは大きく頷うなずいた。

「自国の人間を弁護しているのかと疑っていらっしゃるのでしょうね？　無理もありませんが、誓って本当のことです。エルディアにはわたしも含めて職業を持つ女性は大勢います。それも女学校の教師や看護婦といった女性特有の職業ばかりではありません。他の国では男性にしか門戸の開かれていないような仕事にも──たとえば行政や司法の現場で働く女性もいるんです。男たちは女性の能力を評価し称たたえることはあっても、馬鹿にしたり侮ったりは決してしません。この国ではそれが普通です。──普通でないのはあの少年のほうなんです」

　キャサリンは驚いて問い返した。

「あの少年をご存じですの？」

「いいえ、直接には知りません。顔を見たのも今日が初めてです」

　どういうことか問い質ただそうとしたが、職員が急いで通路を進むように急せかしてきた。

　キャサリンたちは人混みに紛れ、押しやられるようにして闘技場の出口へ向かったのである。

　外はまだ明るかった。

　南国の太陽は沈むのも遅い。ホテルに帰るには早すぎる時間である。

「少し込み入った話になりますが、ぜひ、事情を説明させてください。よろしければゆっくりお話ができるところへご案内します」

　それは是非ともお願いしたいところだった。

　イサベルは馬車に乗ろうとはせずに自分の足で歩き出した。キャサリンたちも後に続いた。

　闘技場をぐるりと半周するように歩くと、さっきまでの静かな住宅街とはまた違った光景が現れた。

　石畳の道の両脇に立ち並ぶ家はほとんどが硝子ガラスの陳列棚を持ち、軒下に看板を下げている。

　一般家屋ではなく、店舗なのだ。よく見れば、この通りに並ぶ店の多くは食料品を売る店のようだった。それも肉や魚といった実用的な食料ではなく、きれいな菓子パンやチョコレート、焼き菓子の類が目立つ店並びだ。

　イサベルはそのうちの一軒の前で足を止め、キャサリンたちに入るように促した。

　一歩中に入ると甘く香ばしい、いい匂いがした。今まさに焼きたての菓子が奥から出されて、売り場に並べられている。

　店の中には大勢の人がいて品物を選んでいた。ほとんどが女性だった。身なりからすると、皆この近くの人らしい。それも、かなり裕福な階層の女性たちだ。

　籠かごに盛られたパンを見比べ、たった今並べられた焼き菓子を慎重に選んだりしている。一度、手に取ってしまうともう売り場には戻せないらしく、苦笑しながら精算している人もいる。

　おもしろい買い物風景だとキャサリンは思ったが、それ以上に問題があった。

　いくら優雅に品物を選んでいるとはいっても、この店内は買い物客でいっぱいだ。

　必然的に活気に満ちた雰囲気になる。あまり落ちついて話をする場所には見えないと考えていると、イサベルは売り場とは反対の奥まった一角へ足を向けた。

　キャサリンとニーナもついていった。

　そこは店内とはちょっと思えない雰囲気だった。事実、戸外の空気の香りがする。

　天井はちゃんとあるのに壁の一面が全部抜けていて、きれいな芝生の中庭に面しているのだ。

　一風変わったテラスと言えるだろう。

　壁の部分に施された装飾もしゃれていて、表とはまた違った静かな雰囲気だった。

　庭を眺めながらお茶や食事を楽しむ趣向なのか、丸机と椅子が並べられている。

　机は十以上も並んでいるが、キャサリンたちの他には二組のお客がいるだけだった。

　そのうち一組は男女の連れで、何か楽しそうに話している。

　二人が手にしているグラスはどうみても酒類を注ぐものだったので、キャサリンは驚いた。

　昼間から酒なんて、バナディスではとんでもないことだ。まして男女が連れ立ってとなると、そんなことをするのはならず者の男たちと酒場の踊り子、あるいは仕事上がりの娼しよう婦ふと相場は決まっている。そもそも昼間から酒を提供する店にしたって、ろくなところではない。

　間違っても良家の子女が出入りするような場所ではないが、談笑している人たちの身なりも人品もきちんとしたものだった。表で買い物をしていた女性たちと同じ社会層の人に見えた。

「ここは？」

「テラス・パレスと言って、エルディアにはよくあるお店です。表ではお菓子や軽食を売って、こうやって店内で食べることもできるんですわ。もちろん、お酒も出してくれます」

「こんな昼間からですか？」

「お国と違って、ここではお酒をたしなむことはそれほど罪悪とは考えられていないんですわ。それに、昼に出されるお酒は夜のお酒とは強さが全然違いますから」

　キャサリンはそれで安心して、ニーナはまだおっかなびっくり椅子に腰を下ろした。

「売り場のほうは、なかなか繁盛しているようですね」

「いいえ。今はまだ空すいている時間ですわ。こういうお店が本当に混み合うのはこれからです。仕事帰りの女性たちが立ち寄りますから。もちろん男の人たちも来ます。みんなこの芝生で、お酒を飲んだり軽い食事を摂とったりするんです」

「立ったままですか？」

「ええ。エルディアのテラス・パレスはそれが普通です。外国のお客様のためにこういう席を設けてはありますけど」

　キャサリンは珍しそうに辺りを見回した。

　バナディスには確かにこういうお店はない。午後のお茶自体は一般的だが、その時はどこか個人宅に集まるのが普通だからだ。

「甘いものがお嫌いでなかったら、ここのお菓子はどれもおすすめですわ。特にカスタードは逸品です。今の季節ならフルーツタルトも試してみる価値はあります」

　イサベルの薦めに従ってキャサリンはカスタードを、ニーナはフルーツタルトを注文した。

　出されたカスタードは本当においしかった。卵とバニラがたっぷりときいた濃厚な味である。

　香りのいいお茶も楽しみ、キャサリンの少し気分が和んだところで、イサベルは複雑な顔で話を切り出した。

「エルディアの国王陛下が亡くなられ、皇太子殿下のご即位が急がれていることはご存じかと思いますが、恐らく殿下のご結婚についてもお父さまからお聞き及びでしょうね？」

「少しだけです」

　慎重に答えたキャサリンだった。

　何と言ってもこの問題に関しては、王家を非難しないという約束を父と交わしている。

「エルディアには妃きさき八はつ家けというものがあります。我が国独特の制度で、その名の通り八つの家──王妃となる女性を出す資格を持つ貴族の家柄です。二百年以上も昔からエルディア王妃はこの八家出身の女性たちに限定して選ばれてきました。言い換えれば、八家以外の出身である王妃を迎えることはこの国では認められていないんです」

　キャサリンもニーナも素朴な驚きを顔に出した。

　王族の結婚は一般的に外交の意味を持つ。結婚相手は外国の王族ないし貴族の場合が多い。

　同国人との結婚がないわけではないが、その出身が限定されているというのもおかしな話だ。

「それはあの……ずいぶん変わった決まり事ですね？」

「ええ」

　イサベルも硬い顔で頷うなずいた。

「他国の方にはさぞ奇妙に聞こえるだろうと思います。実のところわたしたちエルディア人も不思議に思うくらいなんですから。ただ、その頃、国王にお世継ぎがないために内政の乱れを招いたことが実際に何度もあったのです。やっとのことで皇太子が誕生しても、その皇太子が思慮に欠けていたために大きな災いを引き起こしたということもありました。そこで一六四八年のことですが、当時の国王ミカエル七世はまだ十四歳だった皇太子に側室を持たせ、ご結婚前にお子さまを──複数の男のお子さまを儲もうけるようにと命ぜられたのです。ミカエル七世がなぜこんなことを言い出したかについては諸説ありますが、その皇太子はとても政務に堪たえられる方ではなかったのだろうというのが一般的です。そしてミカエル七世の思い切った判断は幸か不幸か正しかったのでした。次の国王ヒメネス一世はミカエル七世の孫に当たりますが、エルディア歴代の王の中でも名君として知られる方です。ヒメネス一世も祖父の方針を支持し、優れた世継ぎを確保することが肝心であるとして、皇太子に側室を持たせ、お子さまを生ませ、お子さまたちのある程度の成長を待ってそれぞれの素質を見比べてから、もっとも優れた者を次期皇太子とすると定められたのです。──そのために選ばれたのがこの妃八家でした」

　キャサリンとニーナは眼を丸くして、互いの顔を見合わせた。

「その時からずっとその風習が続いているんですか？」

「はい。そうして選ばれた皇太子は十五歳になると同時に最初のご公務につかねばなりません。ご自分の跡継ぎを用意するというご公務にです」

　ニーナが何とも複雑な顔で沈黙する。

　そういう話はまだ十四歳のキャサリンにはあまり聞かせたくないと思っているのである。

　キャサリン自身、何やら頰が熱くなるのを感じていた。ご公務と言うが、ずいぶん変わったご公務もあったものだ。

「そして八家から選ばれた娘たちが──いいえ、正確には七家ですね。皇太子ご自身の母上の実家は次の候補から外される決まりですから。若い娘たちが一斉に、ご公務のお相手を務めるために後宮に入ります。後は言わずともおわかりでしょうが早い者勝ちです。それというのも次期皇太子候補は五人までと定められていますので、五人の男の子が誕生した時点で皇太子の最初のご公務は終了します。生まれた男の子とその母親は勝者として意気揚々と実家に凱がい旋せんし、後宮に入りながら子どもを産めなかった娘や女の子しか産めなかった娘は惨めな敗残者として扱われることになるのです」

「そんな！」

　思わず大きな声が出てしまい、キャサリンは急いで声を低めた。

「そんな馬鹿な話って！　女のお子さまでも皇太子のお子には違いないじゃありませんか！」

　イサベルは少し寂しそうに、また同時にやりきれない表情を瞳ひとみに滲にじませて微笑んだ。

「そう思うのはキャサリンがバナディスの方だからです。今のバナディスの国王陛下も女性でいらっしゃいますものね。ですがこの国では──エルディアでは、それは通りません。王家に生まれる女性は──少なくとも皇太子のご結婚前に生まれた女の子は──生まれなかったのと同じことです。女の子ばかりではありません。次期皇太子に選ばれなかった男の子も王族とは認められません。王家とは何の関わりもない一市民として生きることを強いられます」

「…………」

「王妃と皇太子を出すお役目に選ばれるくらいですから、八家はエルディアでも由緒ある家柄ばかりです。その八家に嫁ぐ女性たちは何が何でも女の子を産むようにと期待され、女の子が誕生すると一族を挙げて祝います。女でなければ後宮に入ることも、次期皇太子を産むこともできませんから。しかも八家の当主たちは次期皇太子の誕生と前後して子どもを持てるように、自分の結婚や出産の時期を調整するんです」

「時期を──調整する？」

「ええ。皇太子が十五歳になればご公務に就かれることはわかっているわけですから。その上、ご公務の性質が性質です。そのお相手を務めるには似つかわしい年頃というものがあります。──十三歳から十八歳までの女子と決められているんです」

　キャサリンは呆あつ気けにとられ、次には頭を整理しようとして、独り言のように言った。

「つまり、その時の皇太子に男のお子さまが誕生した時点で……」

「それでは遅すぎます。ほとんどは皇太子が側室をお持ちになった時点でですね」

「というと……皇太子が十五歳になった時ですね？」

「そうです。その時期に合わせて八家の当主たちは結婚をしますし、例外なく十代の若い娘を結婚相手に選びます。そうすれば十数年後、新たな皇太子の側室を選ぶ時、自分の家からもう一人の娘を送り出すこともできるからです」

「それもこれも次の皇太子候補を自分の家から出さんがために、今度は遅い出産を計画して、年齢の合う娘を持とうとする──そういうことですか？」

「そうです。その結果八家に生まれた女の子は──それも皇太子と歳の近い女の子は、小さい頃から他の兄弟とはまったく異なる扱いを受けて育ちます。大仰な言い方ですが、家の未来がその子の肩に掛かっているのですから。おまえは次の皇太子を産み、未来の王妃になるのだと、だから器量も教養も他の側室に負けないように入念に磨きをかけなくてはならないと言われて、事実そのようにして成長します。幼い頃の彼女たちは自分は他の子とは違う特別な子なのだと思っている場合がほとんどです。自分は両親の期待を一身に背負っている、この家のさらなる発展も自分に掛かっている。女の子に生まれたからこそその期待に応こたえることができるのだと誇らしく感じてさえいるのが普通です。ところが、その彼女たちが年頃を迎えて後宮に入った途端に今度は何が何でも男の子を産めと──、男の子を産まなければおまえには何の値打ちもないのだと言われるんです」

「…………」

「今の皇太子殿下はお運がよろしく、十六歳になる時には五人の後継者候補をお持ちでしたが、そういつもうまくいくとは限りません。なかなかお子さまが誕生しないこともあります。女のお子さまが続くこともあります。──そうした時はどうなると思います？」

　ほんの少し皮肉な微笑を浮かべたイサベルだった。

「側室たちは女の子が生まれると、子どもの父親である皇太子に対して『申し訳ございませんでした』と謝らなければならないんですよ。女の子なんかを産んで申し訳ないという意味です。もし二人目も女の子だったら、今度は『お許しください』と、ひれ伏さねばなりません。三人目も女の子だったら、その側室は女おんな腹ばらの役立たずであるとみなされて実家に帰されるんです」

　キャサリンの顔に広がる表情はさっきから次第に嫌悪の色が強くなっていたが、ここにきてついに我慢ができなくなり、はっきり顔をしかめた。

　イサベルも自分で言ったように、この風習に全面的に賛成しているわけではないらしい。

　頷うなずきを返して、静かな声で付け加えた。

「今ではそんなことはなくなりましたが、以前は一つの家から二人ないし三人の娘が選ばれて姉妹ともに皇太子にお仕えしたこともあったそうです。ただ、さすがにそれは人道的に問題があるという批判が高まり、今では一つの家から出すのは一人の娘のみと決められています」

「それでも充分問題があると思いますわ」

　吐き捨てるように言ったキャサリンだった。

　王家を誹ひ謗ぼうしないと父に約束したが、これほど守ることが困難な約束だとは思わなかった。

「現在の王妃は──皇太子殿下のお母上はエトヴァ家のご出身です。従って現皇太子の側室はエトヴァ以外の家から選ばれました。そのうちフォテスキューとスパーダの娘たちは子どもに恵まれなかったので、今回のお后きさき候補からは脱落しています。ですから現在の皇太子妃候補は、カザルス、ティンパイン、ラチェッティ、そしてコルテス家の側室たちです」

「コルテス？」

　思わず問い返したキャサリンだった。

　イサベルも頷いて言う。

「ええ、そうです。先程の男の子が名乗るのをわたしも聞きました。あの子が言った父上とは我が国の皇太子殿下──もうじきご即位されて国王陛下となられるルシウス・アンネウス二世殿下に間違いありません」

　ニーナが真っ青になった。震える両手を口元に当てて悲鳴をこらえた。

　キャサリンも一気に顔色を険しくした。

　庶子とはいえ、自分はよりにもよって他国の皇太子の御子の顔を平手で打ったことになる。

　覚えず唸うなった。

「お父さまに謝らなくてはならないわね……」

「お、お嬢さま……ど、どうしましょう！　このことが原因で旦だん那なさまのお仕事に差し障りが出るようなことになったら……！」

「いいえ、ニーナ。わたしは今でも自分が間違ったことをしたとは思っていないわ。それに、よもやあの子が次期皇太子に選ばれることにはならないはずよ」

　イサベルが首を振った。

「いいえ。コルテス家のフェルナンドならば一番の有力候補のはずです」

「あれが!?」

　さすがに大きな声が出てしまったキャサリンだった。父の手前、言葉にこそしなかったが、あんなものが国王になったのではこの国の行く末は真っ暗だと真剣に思った。

「いったい次期皇太子を選ぶ基準はどうなっているのです!?」

「その権限は元老院にあります。国王を補佐する機関であり、次期皇太子となる御子の教育を受け持つ機関でもあります」

「では、その元老院があの子をあんなふうに育てたのですか？　それとも父上であらせられる皇太子殿下がですか？」

　イサベルは沈痛な面持ちでゆっくり首を振った。

「キャサリン。わたしにはこの国を代表する資格はありませんが、エルディア人の一人として、あらためてあの少年の態度をお詫わび致します。同時に我が国の皇太子殿下が立派な人格の方であることも申し上げておきます。その皇太子殿下でさえ幼い頃は──あの少年と同じ年頃には、あの少年と同じような物言いをなさっていたのです」

　面食らったキャサリンだった。

　ニーナも怯おびえるのをやめて、イサベルの話に耳を傾ける姿勢になった。

「どういうことです？」

「わたしが思うに……恐らく、帝王教育というものにも流行はやりがあるのですわ」

「はやり!?」

「はい。何代か前までは、君主というものは常に臆おく病びようと思えるくらい慎重でなければならず、優柔不断だと言われるくらいに熟考を重ねる者が理想であるとされていました。それが今では物静かなおとなしい国王では民衆に侮られてしまう、君主たる者は下々に威厳を示すためにも武ぶ張ばった勇者でなくてはならず、尊大にすぎるほどでちょうどよいとされているのです」

「なんて勝手な！」

　叫んだ後で、これは王家への誹謗になると気づいて慌てて口をつぐんだキャサリンだったが、言ったことは紛れもない本心だった。

「皇太子殿下はご幼少の頃から武芸にも学問にも優れた才能を発揮されていたと伺っています。当時の皇太子候補の中では一番年下だったそうですが、満場一致で次期皇太子に選ばれました。殿下が十一歳の時のことです。その殿下ご自身が後になって、ごく親しい方に打ち明けられたことですが、皇太子に選ばれる前と後では自分を取り巻く世界も、自分自身も、別物と言っていいほどに変わってしまった──変わらざるを得なかったとおっしゃったそうです」

「と言いますのは……？」

「ご幼少の頃の殿下はしきたり通り、お母上の実家であるエトヴァ家でお育ちになりましたが、そこでの教育は大いなる弊害を伴うものであったと述べられたそうです。周囲の人間は自分を真の意味で育てようとはせず、単なる我わが儘ままな子どもに留とどめることに終始していたと。自分はその小さな世界の小さな暴君にすぎなかったと。他の候補者も全員そのように育てられていたわけだが、これをあるべき君主の姿とする元老院の見解は明らかに誤っていると」

「まあ……」

　意外だった。まさか当の王族が──それも皇太子という当事者がそれほどはっきり批判的な姿勢を示しているとは思わなかったのだ。

　さらに言えば、その小さな暴君だった皇太子がよくそこまで冷静に自分を省みられるようになったものだと思った。

「元老院も自分たちの選定基準に偏りがあることは承知しているのです。ただ、それは後でも修正が利くと考えているのですわ。ですから次期皇太子が決定すると、幼い後継者の教育には国の内外から選ばれた優秀な方たちが関わることになります。これもヒメネス一世がお決めになったことですが、特に外国の方との接触を奨励しています。相手が一国の皇太子であろうと臆することなく、本当に言うべきことを厳しく言える方たちと交際して視野を広げ、人間的に成長することをです。殿下ご自身、そうした立派な教師や心の許せる友人たちを得たおかげで、自分の我が儘も自己中心的な考え方も徹底的に砕かれて、新たに生まれ変わることができたとおっしゃっておられます。今の殿下は先程も申し上げた通り、昔の無分別をも踏まえることのできる本当に立派な方ですわ。それはあなたのお父さまもよくご存じのことです」

　熱心にそこまで語ったイサベルは一息吐いて話を続けた。

「フェルナンドと名乗ったあの少年も同じことだろうと思うのです。彼はまだ何も知りません。あの年頃のエルディアの子どもなら誰でも知っていること──エルディアには職業婦人が大勢いることも、バナディスの国王が女性であることも知りません。そんな自分がどんなに小さな世界にいるかさえ知らされていないのです」

「…………」

「あの子は自分こそがこの国の将来を担っていくのだと、世界のすべては自分のものだとでも思っているのでしょう。あの年頃の少年はだいたいそんなふうですが、あの子の場合は好きでそうなったわけではありません。周りの思惑でそのように仕立て上げられているにすぎません。ある意味とてもかわいそうな……政治という大きなものに振り回されて道具に使われているにすぎない、かわいそうな犠牲者なんですわ」

　イサベルはひたとキャサリンの顔を見つめて言った。

「ですから、お願いです。あの少年のことだけでエルディアを嫌ったりしないでほしいのです。今の王家のあり方についてはわたしたち国民でさえ歯がゆく思っているのです。わたしたちが解決しなければならない問題でもあります。このことで他国の方に不快な思いをさせるなんて、そんなことは避けねばならないと皇太子殿下ご自身も強く思っておられるはずです」

「……よく、わかりましたわ」

　口ではそう言ったもののキャサリンの心中は複雑だった。

　皇太子の御子を平手で打ったという事実はイサベル一人の見解で左右されるものではない。

　一つ間違えば国際問題に発展しかねない。

　さらに言うなら、あらためてエルディア王家の内情に驚き、呆あきれ果てる思いだった。

　人を人とも思わないとはまさにこのことだ。側室に入る女性たちは実家の権力争いの道具にすぎず、男の子を産む道具に使われているだけではないか。

　八家に生まれた少女たちはよくそんな自分の運命を黙って受け入れているものだ。

「あら？」

　キャサリンは首を捻ひねってイサベルから聞いた話を思い返してみた。

　今の王妃の実家であるエトヴァ家は今回のお后きさき候補には挙がっていない。それ以外の七つの家の娘たちが十三年前、皇太子の側室になり、そのうちフォテスキュー家とスパーダ家の娘は男の子に恵まれなかったので、今回のお后候補から脱落している。

　男の子が生まれたのはティンパイン、カザルス、ラチェッティ、そしてコルテス。

　皇太子には五人の男の子がいると父は話していたはずだ。

「変ね？　数が合わないわ。妃八家とおっしゃいましたでしょう。──最後の一つは？」

　イサベルの表情がさらに厳しく引き締まった。

「マラカムです」

　キャサリンもニーナも咄とつ嗟さに声が出なかった。

　ただ茫ぼう然ぜんとイサベルの顔を見つめ返したのみだった。

　硬い表情で二人に頷うなずき返すと、イサベルはぎこちない微笑を浮かべて続けたのである。

「わたしには五歳年上のマリアという姉がいます。十四歳で後宮に入り、皇太子殿下との間に男の子を儲もうけました。その子はリカルドといって、わたしにとっては血のつながった甥おいですが、あなたが見たら即座に平手で打つに違いない、それこそ鼻持ちならない少年ですわ」

　ニーナがおそるおそる口を出した。

「あのう……ですけど、お身内の方から見ても……そんなふうに思われるんでしょうか？」

「身内だからこそですわ。あの子は姉を──自分を産んだ母親のことを自分より下に位置する者だとはっきり見下しています」

　キャサリンの表情が一気に険しくなった。

　キャサリン自身の感覚と良心に照らし合わせれば、子どもが母親にそんな態度をとるなんて断じて許されないことだったからだ。低い声でゆっくりと言った。

「バナディスでなら、ご両親以前に、その子の家庭教師がその子を鞭むちで叩たたくでしょうに……」

「もちろんです。このエルディアでだって同じことですわ。ですが、フェルナンド少年と同様、それはあの子のせいではありません。元老院の審査では武芸や学問の他に人物も評価されます。その基準がとかく雄々しく猛たけ々だけしく気高くあれと、間違っても女なんかに優しくするようでは──たとえそれが母親であっても──女々しいと言われて減点されかねないと。リカルドには次期皇太子の地位を獲得するために特に選ばれた家庭教師が何人もついていますが、彼らにはそうした思いこみがあるようなのです。ですからリカルドに対しても決して人前で母親に甘えてはならない、『お母さま』と呼んではならない、『母上』というのでさえ依存している印象を与えてよくない。あれはただあなたを産んだだけのものなのだから、人前でその存在を口にする時は『母』ともったいをつけて話すようにと、念入りに注意しているのです」

　すんでのところで怒声を吞み込んだキャサリンだが、怒りと嫌悪感までは抑えきれなかった。

　その気持ちが顔や声に出るのもだ。もはや抑えようという努力すら放棄した。

「……十二歳の少年にそんなことを強要するのですか？」

「ええ。一事が万事そんな調子です。こんな環境に置かれて小さな暴君にならずにすむわけがありません。幼い子どもはいやでも周囲の人間の望むように振る舞うようになります」

　小さな吐息を洩もらしたイサベルだった。そうしてキャサリンに視線を移して微笑んだ。

「あなたの眼にはさぞ、変わったことをしていると映るのでしょうね？」

　キャサリンは慎重に口を開いた。

「正直なところを申し上げてもよろしければ……、王家を誹ひ謗ぼうはしないと父と約束しましたが、あなたのお家うちは王家ではありませんから……申し上げますが……」

「どうぞ。おっしゃってみてください」

「開いた口がふさがらないとはこのことを言うのだと思います。あなたのお家でも、さっきのフェルナンド少年のお家でも、本当にそんなことが真面目に行われているのですか？」

「もちろん真面目です。父も兄も召使いたちも、それどころか親族一同、大真面目ですわ」

　キャサリンは忌いま々いましげに金茶の頭を振った。

　自分の家から皇太子妃と次期皇太子を出すと、よほどいいことがあるらしい。当然と言えば当然かもしれない。次期皇太子になることは次期国王が約束されることでもあるからだ。

　しかし、そのために犠牲になるのは側室に送り出された女たちであり、子どもたちなのだ。

「お姉さまはどうなのでしょう？　ご自分の息子さんに『お母さま』と呼んでもらえなくても、ただ産んだだけのものだなんて思われていても、本当に平気なのですか？」

「平気かどうかはわかりませんが、姉もリカルドが次期皇太子の座を獲得することがもっとも重要だと考えています。その目的の邪魔になるなら個人的な感情など必要ないと、むしろ排除すべきだと。だからリカルドの態度も仕方がないというのです」

「それは健全な考え方とは言えないと思いますわ」

「ええ、わたしもそう思います。ですからわたしはある意味、姉も犠牲者だと思っています。姉ばかりではありません。八家に生まれるマリアはみんなそうです」

「マリア？」

　イサベルの表情は厳しさを通り越して、むしろ悲しげなものになっていた。

「わたしには年の離れた妹もいます。十三歳になりますが、その妹の名前もマリアといいます。叔母も、大叔母も、曾そう祖母も。それに現在の殿下の側室も名前はみんなマリアです」

　キャサリンとニーナの眼が丸くなった。

「五人の側室、全員が……ですか？」

「特にそう決められているわけではないのですが……ご公務のお相手を務める年頃の女の子はいつの頃からか、どの家でもマリアという名前をつけることになっているんです」

「どうしてなんです？」

「恐らくは呼び間違うことのないようにだと思います。側室が七人もいるのですから。殿下が彼女たちの名前を覚える手間を省く意味もあるのではないでしょうか」

　キャサリンの忍耐はいよいよ限界を迎えつつあった。

　さっきから怒りの沸騰点をとうに超え、心の中はぐらぐらに煮立っている。はっきり言って、いつ爆発してもおかしくない状態である。

　それを知ってか知らずか、イサベルがさらに火に油を注ぐようなことを言った。

「ですから、妃きさき八はつ家けに生まれながら、わたしのようにマリア以外の名前を付けられた女の子は、いらないものだと宣言されたも同然の存在なんですわ」

「イサベル！」

　感情的な非難の声がキャサリンの口から洩れたが、イサベルは笑って首を振った。

「キャサリン。わたしは自分を卑下しているのではありません。それどころか、むしろそれを幸運だと喜んでいるんですよ。もしマリアだったら世間のことはほとんど何も教えてもらえず、毎日毎日流行はやりのお洒落しやれや最新の美容法に明け暮れて、舞踊やお作法、会話術、そんなものしか与えられずに、今頃は極めて偏った人間になっていたでしょう。わたしは予定外に生まれた娘だったので、ごく普通の家庭教師をつけてもらい、エルディアの他の家の女の子と同じように成長しました。外出も自由でしたし、他の女の子や男の子とも自由に話したり遊んだりして、今では大使の第二秘書という職に就くこともできました。おかげで今のわたしは八家の内情も、それ以外の普通の人たちの感覚もわかるつもりでいるんです」

「そのほうがずっといいと思いますわ」

「ただ、甥おいや妹のことが気がかりなんです。リカルド以外の男の子が次期皇太子に決定したら、その子が十五歳になる三年後、妹のマリアは側室として後宮に入ることになります。もちろん妹はそれをいやがりはしないでしょう。至上の幸福と喜ぶでしょうが……、姉も含めて叔母や大叔母という実例を見ているだけに……」

　最後は独り言のような呟つぶやきになった。

　キャサリンは視線だけで話の先を促した。

「叔母のマリアは先日亡くなられた国王陛下の側室でしたが、子どもには恵まれませんでした。その先代に当たる大叔母のマリアは男の子を儲もうけましたが、次期皇太子の選からは洩れました。悲惨だったのはその後です。大叔母は出家して尼僧になり、その息子は──この人はわたしの父の従兄弟いとこで、亡くなられた陛下の弟に当たる人物ですが──選から洩れたことがどうしても信じられず、納得できず、最後までそこから立ち直ることができなかったんです。若い頃から何度も問題を起こしていたと聞きました。警察が介入するような問題をです。祖父から領地と屋敷を与えられたので生活のほうは心配ないのですが、この頃は毎日のようにお酒と──その、女の人におぼれて、それ以外のことにはいっさい関心を示さないそうですわ。まだ四十四歳の働き盛りですのにね。今では一族中の鼻つまみ者です」

　それも無理もないと言えるかもしれない。子どもの頃からおまえは次期皇太子に、やがては国王になるのだと言われて、そのための教育しか受けていなかったものが、いきなり王家とは何の関係もない当たり前の人として生きろと言われるのだ。

「次期皇太子に選ばれなかったら……甥のリカルドも、妹がやがて産むかもしれない男の子も、恐らくその人と同じことになります。それがわかっているのにどうしようもなくて……」

　キャサリンもイサベルも、ニーナまで、申し合わせたような深い吐息を洩らした。

「イサベルの甥御さんも、フェルナンド少年とはお母さまの違う兄弟になるのですね……」

「そうです。お互い顔も知らない異母兄弟です」

「顔も知らない？」

「次期皇太子候補はそれぞれ母親の実家で育つのです。次期皇太子に選ばれるまで公式の席に出ることはありません。当然、他の兄弟には一度も会うことはありません」

「…………」

「殿下は──アンネウス二世はそのことも心苦しく思っておられるそうです。自分には四人の兄がいるが、兄たちの顔も知らない。自分は立派な教師や友人たちのおかげで更生することができたが、兄たちはどんなふうに成長し、どんな人生を送っているのだろうかと」

「皇太子殿下が？　ご自分のご兄弟の消息を知る術すべがないというのですか？」

「それも元老院の見解です。君主たるもの、そのような些さ事じにこだわってはならぬというのが表向きの理由ですが、もしそのご兄弟がみんな父の従兄弟のように堕落しているとしたら……ご兄弟のそんな姿をお目に掛けるわけにもいかないのだと思います」

　ありがたい気遣いと言うべきか、よけいなお世話と言うべきか、判断に悩むところである。

　この国の王家について父が厳重に口止めをしたわけがキャサリンにも痛いほどよくわかった。

　確かにこれは言わずにいられない。気は確かかと、いつまで昔の慣習に縛られているのだと、大声で思いっきり叫ばずにはいられない、とんでもない話だ。

　ニーナが心配そうに、そっとキャサリンの顔色を窺うかがってくる。

「お嬢さま……」

　ぎりぎりのところで自制心を発揮して、キャサリンはおもむろに頷うなずいた。

「ひとまず大使館へ行きましょう。お父さまには事情を話しておかなくてはならないわ」
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「馬鹿もここに極まれりって感じだよね」

　ケイティは声を抑えるような遠慮はしなかった。吐き捨てるように言った。

「この家の連中は当たることしか考えてないみたいだけどさ。当たりを引く確率は七分の一。言い換えれば七回に六回ははずれを引くんだろう？　およそ十五年ごとに何の役にも立たないごくつぶしを一人──全部の家をまとめれば四人か──生み出してる計算になるよ」

「アタシはね、そのためにこの八家が選ばれたんじゃないかと思うわ」

　ベラフォードが冷静に指摘する。

「どの家も桁けた外れのお金持ちみたいだもの。身内に一人や二人のごくつぶしがいても、余裕で養えるんでしょうよ。どうせ、その連中、不摂生がたたって早死にするでしょうしね」

「どうだかね。憎まれっ子、世にはばかるって言うじゃない。まず今の皇太子の兄弟が四人、この間死んだ王様の兄弟も四人、それに確かその王様はまだ四十代の半ばだったはずだから、下手をしたらその王様の親父さんの兄弟たちまで四人、しっかり生き残ってるかもしれない。ごくつぶしの団体だよ」

「それも三代に亘わたる団体様だ」

　ダムーが鼻で笑った。ケイティも頷いて言う。

「あんたは桁外れの大食らいでもまだそれなりに重宝してるし、うちの役立たずだって時々は役に立ってるけどさ。その連中は無駄飯ぐらい以外の何者でもないと思うね」

　キャサリンの反応とは少し違うが、彼らもこの問題に関してはごく当たり前の考え方をした。

　すなわち、当選した時はいいとして、落選した時はどうするのだろうという素朴な疑問だ。

「この家の人たちは外れたら外れたで、すぐさま十数年後の機会を狙うんでしょうね。たぶん二百年前からずっとそうしてきたんだと思うわ」

「だから馬鹿だって言うんだよ。ここのおぼっちゃまも気の毒に。皇太子に当たりゃいいけど、外れたら途端に家中のもてあまし者だ」

「だけど、ねえ、ケイティ。どっちにせよヴィンスの身代わり代は払ってもらえるのよね？」

「当たり前だよ。外れたからって代金を支払わないなんて、そんなのは通らないからね」

　彼らはまだコルテス家の別荘にいた。

　ヴィンセントはここ数日、ほとんど仲間たちとは別行動で特訓を受けている。

　おぼっちゃまの身代わりを務めるために覚えなくてはならないことが多々あるというのだが、彼らはまだ一度もそのおぼっちゃまの姿を見たことがない。

　身代わり役のヴィンセントでさえ会ったことがないという。

　最初にこの屋敷に飛び込んだ時に出くわした老僕がヴィンセントの教育を一手に引き受けて、本物のおぼっちゃまらしく見えるよう徹底指導しているが、何しろ『根気』や『熱意』という言葉にはまったく縁のないヴィンセントである。

　朝から晩まで休みなしの猛特訓などに耐えられるわけがない。かなり頻繁に泣きが入る。

　居間にたむろしていた三人のもとにヴィンセント少年がげっそりした顔つきで現れた。

　昼食から四時間ほどが過ぎている。午後のお茶の時間だった。

　教育係の老僕はヴィンセント少年だけを仲間たちから引き離して隔離したかったらしいが、彼らは仲間の一人を自分たちの目の届かないところへ持って行かれることを承知しなかった。

　身代わりの練習中はともかく、訓練が始まってからも食事はずっと一緒に摂とっている。

　ヴィンセントの後を追って屋敷の召使いが二人がかりで午後のお茶を運んできた。

　香ばしいビスケットや様々なケーキ、焼きたてのマフィンとそれにつけるジャムやクリーム、色々な種類のサンドイッチにピクルスなどがずらりと並べられる。

　食べることとなるとダムーも異存はない。いそいそと食卓に着いたが、ヴィンセントだけはお茶を飲みながらも浮かない顔だった。深い吐息を洩もらしながら言った。

「おぼっちゃまのふりって、いつまで続くのかなあ……」

「贅沢言うんじゃないよ。普段のあんたは何にもできない役立たずなんだから、たまには役に立ったって罰は当たらないよ」

　ケイティが厳しく決めつけたが、ベラフォードが笑いながら言った。

「あら、今回はヴィンスが一人で働いてるじゃない。アタシたちはこのお屋敷でごろごろして、出されるご馳ち走そうを平らげていればいいんだもの。こんなに楽な仕事はないわよ」

「確かに待遇は悪くないよね。ここにいる限り誰かさんの食費も心配しなくてすむわけだしさ。──ね、ヴィンス。おぼっちゃまのふりってどんな感じなわけ？　ちょっとやってみなよ」

　ヴィンセントは生クリームと苺ジャムを塗りつけたマフィンにかぶりつこうとしていたが、その口を閉じて首を振った。

「できないよ。だって、ひとっこともしゃべるなっていうんだもん」

「しゃべらない？」

「それでどうやっておぼっちゃまのふりをするのさ？」

「なんかねえ。立ち方とか、身振り手振りとか……」

　三人は一様にもっともと頷いた。口を開くとおぼっちゃまらしくないのがばれてしまうので、無言で押し切る作戦だろうと思ったのだ。

「じゃあ何、あんたずっと黙って立ってるだけなの？」

「うん。ずうっと服を脱いだり着たりしてる」

「服？」

「うん。『お召し替えの儀』っていうんだって。その着替え方ばっかり練習してる」

　三人とも眼を丸くした。

　サンドイッチをほとんど一人で平らげたダムーが首を傾げる。

「ずいぶん変なことさせるんだな」

　ケイティとベラフォードもまったく同意見だった。

「それって、本当に全部脱ぐわけ？」

「うん。まっぱだか。そういう儀式なんだって。靴も下着も全部脱いで、皇太子用の服に全部着替えるの。それでね。着るものがすごいいっぱいあるんだよ。パンツの他に肌着が三種類もあって、ぴったりしたタイツみたいなのと、靴下と、靴下留めと、中なか着ぎも二つあって……」

「それ、あんたが一人で着るの？」

　少年はぶるぶるっと首を振った。

「一人じゃ着られないよ。ぜったい。この家の人たちが着せてくれるけど、最後に上着を着て、その上にいろんな飾りをつけて、全部終わるまで一時間も掛かるんだよ」

「だけど、ちょっと待ちなよ。素っ裸っていうけど、あんた、その飾りはどうすんのさ？」

　ケイティの指摘に、ヴィンセント少年は自分の首元に手をやった。

　そこには少年の持ち物としては風変わりな七色の宝石をはめ込んだ黒天鵞絨のチョーカーが着けられている。

「最初はねえ、これも取ってくれって言われたの」

　すかさずダムーが反論した。

「取れるわけねえだろうが」

　第一に、それはダムー以外の手では決して外れない代物である。

　第二に、もし外してしまったら身代わりどころの騒ぎではなくなってしまう。

「うん。どうしても外れないんだって言ったらね。しょうがないから着けたままでいいって。だけど、服は全部、脱がなきゃだめなんだって」

「なるほどねえ……」

「何となくわかる気がするわ。そうすることで、もうコルテス家の人間ではなく、王族になりましたって表現するんでしょうね」

　マフィンを平らげた少年は疲労困憊したような吐息を洩らした。

「もうねえ。すっごい面倒くさいんだよ。この肌着を出されたらまず右手を挙げて、その紐を止める間は脇を開けて、タイツと靴下を履かされる時はまず右足を上げて、その足の角度までこのくらいって決められてて、靴下留めの時はちょっと足を開いて、中着を出されたら両手をこういう感じに広げてって、いちいち全部決まってるの」

　三人とも思わず天を仰いだ。

　確かに、話を聞いているだけでもいやになるくらい面倒くさい。

　しかし、仕事として引き受けてしまった以上、そうも言えない。

「ま、たまには貴族のおぼっちゃまのふりもいいんじゃない？　一時間で終わるんでしょ」

「そうだよ。ある意味それだって楽な仕事じゃないか。がんばって覚えるんだね」

「うん……」

　ベラフォードとケイティの慰めに少年もしょんぼりと頷うなずいたが、ダムーだけは他の二人とは違う反応を示した。

「真っ裸で無防備に立ってるんなら狙うには絶好の機会だよな」

　ケイティの猫の眼がきらっと光った。ベラフォードも真顔になって問いかけた。

「言えてるわね。──ヴィンス。そのお召し替えの儀って本番はどこでやるの？」

「ミロの町の王宮だって」

「王宮のどこよ？」

「知らない」

「着替えさせてくれる人は何人いるの？　男？　女？」

「男の人が三人だよ」

「本番でもそうなの？　そもそもこの家の人間がやるの？」

「ううん。違う。『お召し替えの儀』はそれ用の部屋があって、専門の係の人がいるんだって。だからこの家の人もその部屋には入れないんだって」

　ヴィンセント以外の三人は顔を見合わせた。今度はケイティが身を乗り出して訊きく。

「もうちょっと詳しく聞きたいね。この家の連中はあんたがその部屋に入るところまでは傍についているわけ？」

「だと思うよ」

「そうして、皇太子の服を着て出てくるあんたを待つわけね？」

「うん。本物のおぼっちゃまとは儀式の部屋に入る直前に入れ替わって、部屋を出たら、またすぐ入れ替わるんだって」

　さっきお茶を運んできた召使いが、練習のお時間ですと言って、ヴィンセントを呼びに来た。

　情けない顔つきでヴィンセントが立ち上がる。今までなら他の三人はしっかりやっといでと笑って見送ってきたが、今回は違った。三人とも無言で立ち上がった。

　直談判に出ることにしたのである。

　身代わりの練習が行われる部屋へ堂々と乗り込み、邪魔はしないでもらいたいと言いたげな、いかにも迷惑そうな顔の老僕に『説明してもらおうか』と訴えた。

「あんたたちはこの身代わりに危険はないと言ったはずだぞ。ところが実際には儀式の部屋でこいつを一人にさせようっていうじゃねえか」

「それじゃあ話が全然違うよ。それでどうして安全だなんて言えるのさ？」

「アタシがおぼっちゃまを狙う暗殺者だったら、係の人と入れ替わるくらいのことはするわよ。そうしたら裸で立ってるヴィンスをぐさりとやるのなんか簡単だわ」

　三人の抗議に対し、老僕はほとほと困り果てたような顔つきになって、そんなことは絶対に起こるはずがございませんと断言した。

「そのご心配は杞き憂ゆうでございます。それどころか、まことに失礼ながら荒唐無稽でございます。皆さまはミロの王宮をご存じない。儀式の間はあの壮麗な王宮のもっとも奥まった部分にあり、係の者は元老院から派遣される専任議員が務めるのですぞ。この上なく名誉あるお役目です。彼らを買収することも、そこでおぼっちゃまを襲撃することも、事実上不可能です」

「どうしてそうはっきり言い切れるんだ？　あんたらはそれを警戒してヴィンスに身代わりを頼んだんだろう？」

「それはそうですが……あくまで念のためだと申し上げたはずでございます。確かにこの噂を──このよからぬ企たくらみを聞きつけた時は、わたしどもも心底恐怖致しました。今もその恐怖が完全にぬぐえたとは申せませぬ。おっしゃるとおり、おぼっちゃまがお一人になるのは儀式の時だけなのですから、警戒を緩ゆるめるべきではありません。そのためにこそヴィンセントどのにこうして代役をお願いをしているのではありませんか」

　最後はなじるような調子になった。

　そうして老僕はうって変わって満面の笑顔でヴィンセントを招き寄せた。

「ささ、ヴィンセントどの。練習を始めましょう。まだ少し所作のぎこちなさが目立ちますぞ。おぼっちゃまに成り代わっていただくのですから何事も完璧に致さねばなりません」

「ええ～～、まだやるの～～？」

　泣きべそを搔いて不満を訴えたヴィンセントだったが、老僕はやんわりと、しかしぴしりと、少年の愚痴をたしなめた。

「お口は閉ざしてくださいませ。一言もおっしゃってはなりません。それでは失礼致します」

　愛想よく頭を下げると、老僕はヴィンセントを抱えるようにして奥の部屋に入っていった。

　見送ったケイティが肩をすくめて言う。

「なーんか、気に入らないね」

「アタシたちはお邪魔虫ってことみたいよ。それはいいとしても、何だか話をはぐらかされた気がするわね」

「だな。ちょっくら見物しに行ってみるか？」

「何をよ？」

「まさか王宮だなんて言わないだろうね。入れやしないよ」

「外側を見るだけでもだいぶ違うはずだぜ。ついでにコルテス家の本宅とおぼっちゃまの顔を見て来るっていうのはどうだ？」

「賛成」

　二人とも即座に頷いた。

　この別荘には厩きゆう舎しやもある。強引に馬を借りて三人はミロを目指した。徒歩で行けば遠くても、馬で走れば三十分もかからない距離である。

　太陽がまだ燦さん々さんと輝いているうちにミロの町に着いた。

　問題の王宮はミロの町の中心部に建っていた。普通、町の中心というのはにぎわうものだが、国民からは縁遠いという王家の性格を反映してか、辺りは妙にひっそりしていた。

　市民は王宮を遠目から眺めるだけで、滅多に近づきもしないらしい。

　馬を降りた彼らは一般市民に接近を許された範囲ぎりぎりにまで近づいてみた。そこからは建物の正面部分しか見ることはできなかったが、なるほど恐ろしく巨大な建造物だった。

　高さがそれほどあるわけではない。縦に並んだ窓の数から判断すると、中心部を別にすれば、ほぼ三階建てに揃えられているようだった。つまり、様々な装飾を施されていても、基本的に三階建ての四角い建物なのだ。塔も持たない。

　ただし、横幅が半端ではなかった。

　正面から見ると、建物の端から端まで優に百五十メートルはある。

　馬を引いた三人はあんぐりと口を開けて王宮を眺めていた。赤みを帯びた煉れん瓦が造りの建物で、四角い窓と丸い柱が均等に並び、玄関の上には槍やりと月桂樹を組み合わせた紋章が飾られている。

　窓の大きさもたいしたものだった。各階にある窓の間隔も充分すぎるほど空けられている。

　そこから察するに、この王宮の天井は遥かに見上げるほどの高さがあるに違いなかった。

　とはいうものの、外見からわかることがあるとすればそのくらいだ。内部や奥がどうなっているのか想像もできない。

　もちろん、どこがその儀式の間なのか、見当もつかない。

　しかし、それは最初から予想できたことだ。

　王宮の規模に呆あきれながらも、ダムーは半ば本気で言った。

「暗くなるのを待って、こっそり忍び込んでみるか？」

「やめときなさいよ。見つかるのが落ちだわ」

「言えてる。あんたじゃあね。入るのはともかく、こっそりってわけにはいかないでしょ」

「じゃあ、おまえが行くか？」

《猫》のケイティなら誰にも気づかれずに忍び込むのは簡単なはずだが、彼女は首を振った。

「いくらなんでも、広すぎるよ、これ。部屋数にしたって千以上あるのは間違いない。問題の部屋を探し当てるより先に夜が明けちまうよ」

「一度戻って、あの家の人たちに話を聞いた方が良さそうね。王宮の見取り図は無理としても、儀式の部屋の位置くらいは知ってるはずよ」

「すんなり教えてくれりゃあいいけどね」

　ダムーが無言で指を鳴らした。教え渋るようならその時は多少強引な手段に出てやるという意思表示だった。

　別邸に戻る前に、彼らは同じ市内にあるコルテス家の本宅へ行ってみた。

　王宮から二キロと離れていなかったが、こちらは人通りの多いにぎやかな場所に立派な門を構えていた。その門には馬の首をかたどった紋章が掲げられている。

　ヴィンセントが練習用に着せられているおぼっちゃまの服にも同じ紋章が縫い取られていた。

　もしコルテス家のおぼっちゃまが皇太子に決定したらヴィンセントはコルテス家の服を脱ぎ、王家の紋章が縫い取られた服に着替えることになるのだろう。

　別邸同様、この本宅も鉄柵の門は固く閉ざされている。違うのは柵さくの向こうに立派な建物が見えている点だった。もう一つ違うところは玄関の前に守衛の姿が見えることだ。

　しかし、その守衛の様子が何やら妙だった。

　普通、守衛というものはもっと敷地の入り口付近に立っているものだ。この門構えなら当然、門柱の傍に一人ずつ控えているはずだった。

　それなのに門の傍には誰もおらず、遠く離れた建物の玄関前に二人の守衛がいる。

　それだけでも妙だが、今の二人は玄関前で顔を寄せ合い、何やらひそひそ話をしている。

　玄関の中からもう一人、男が出てきた。執事の服装だが、彼らの知っている顔ではない。

　これだけの大たい家けとなると家政を預かる人間も複数いるらしい。

　その執事は持ち場を離れて私語を交わしていた二人を叱りつけるのかと思いきや、こちらもひどく深刻な顔である。

　執事は厳しい表情で二人に指示を出し、守衛たちはそれを緊張の面持ちで聞いているのが、門のこちらからでもはっきり見て取れた。

　ケイティが呟つぶやいた。

「何かあったみたいだね？」

「アタシじゃ無理だけど──ダムー、聞こえる？」

　ベラフォードの問いかけに、ダムーは黙っているようにと仕草で合図した。耳を澄ませて、守衛たちの会話を聞き取りに掛かる。

《ごちゃまぜ》の彼はやろうと思えば純血種の鳥類並の聴力を発揮することができる。

　建物の玄関から彼らがいる門まではたっぷり五十メートルはある。しかも執事と守衛たちは辺りをはばかるように小声で話をしている。加えてダムーの背後は人通りの激しい大通りだ。

　かなり厳しい条件だったが、幸い風向きが味方をしてくれて、とぎれとぎれにではあるが、彼らの会話がダムーの耳まで運ばれてきた。

「……おぼっちゃまに何かあったらしいな。儀式までもう時間がないのに……顔がどうとか、どうも顔にひどい怪け我がをして帰ってきたらしい。もう少しで死ぬところだったって言ってるぜ。今まで以上に厳しく警戒しろとさ」

「あらま、たいへん。それじゃあやっぱり、ここのおぼっちゃまは狙われているわけね？」

「そういうことになるね」

　もっと詳しいことを知りたかったが、守衛たちは執事の指示を聞き終えると素早く持ち場に──つまりダムーたちのいる門へと駆け戻ってきたのである。

　門の外に立っているダムーたちは彼らから丸見えだ。二人の守衛は露骨に胡う散さん臭そうな眼を向けてきた。見るからに異風体の若者が三人だから無理もないが、眼を離そうとせず、門柱の傍にそれぞれ位置して直立不動の姿勢になる。

　さすがに門の外へ出て彼らを追い払おうとまではしなかったが、じろじろと無遠慮に三人の姿を眺め回してくる。ここで何をしているのだと、さっさと立ち去れと、言葉にはしなくてもその眼が雄弁に語っている。

　三人は肩をすくめた。

「入れてくれって言っても無理みたいね……」

「帰るか」

　あっさり屋敷に背を向けた彼らは知らなかったが、そのコルテス家と道一本を隔てた近所にバナディス大使館があったのである。




　娘から話を聞いたエリオット卿はさすがに頭を抱えていた。

　言葉が出ない様子だったが、やがて目の前に座ったキャサリンを見つめて、何とも言えない声で唸うなった。

「どうしても、おまえの行く先々では何か騒ぎが起こるらしいな……」

　キャサリンは黙っていた。決して自分から騒ぎを起こしているわけではないと思っていたが、それを言ったら言い訳になってしまう。

　代わりに、ここまで一緒に来たイサベルが緊張に顔を強こわばらせながら謝罪した。

「申し訳ありませんでした、エリオット卿きよう」

「まあ、イサベル！　あなたが謝ることなどありませんわ」

「いいえ。お嬢さまを闘技場へお連れしたのはわたしですもの。まさか闘技場であんな事故が起こるなんて、しかもそこにコルテス家の候補が居合わせるなんて、思ってもみなかったことだったのです。ですが、エリオット卿。お嬢さまが咄とつ嗟さに取られた行動は立派でした。本当に勇敢なものでした。お嬢さまがフェルナンドの命を救ったのです。それは間違いありません」

「その後、手を出しさえしなければ、わたしも全面的に娘を褒ほめ称たたえただろうが……」

　深い吐息を洩もらして、卿は言った。

「キャサリン。おまえには常々言ってあったはずだ。淑女たるものはいかなる理由があろうと、人を叩いたりなどしてはいけないと。身を守るために銃を使うのとは訳が違うんだぞ」

「わかっております」

　キャサリンも硬い顔で答えた。

「ですが、お父さま。どんなに叱られても、わたしはあの時の自分の行動が間違っていたとは思いません。思いたくありません」

　また深々と息を吐ついたエリオット卿である。

　童顔の卿が難しい顔になって考え込むのを、キャサリンも緊張の面持ちで見守っていた。

　傍に控えたニーナもおろおろと卿とキャサリンの顔を見比べている。もちろんイサベルもだ。

　イサベルはキャサリンを大使館まで送り届けてはきたが、最初、中に入ろうとはしなかった。

　次期皇太子の選出に入っているこの時期、関係者であるマラカム家の人間が外国の大使館に出入りするのは好ましくないというのがその理由だった。

　同じ理由でイサベルは自主的に休暇届を出し、ウォルドマン大使もこれを了承したらしい。

　今は大使館に足を踏み入れるわけにはいかないとイサベルは言い、キャサリンがエリオット卿と話をして出てくるまで建物の外で待っていると言ったが、キャサリンは首を振った。

「お仕事でいらしたわけではありませんもの。大使だってお怒りにはならないはずですわ」

　そう説得して、ニーナも連れて三人でエリオット卿に面会を申し込んだのである。

　しばらく考え込んでいたエリオット卿は顔を上げると、身体を強ばらせている娘を見やって、なだめるように言った。

「──話はよくわかった。幸い、アンネウス二世殿下はわたしにとっても知らない方ではない。そこでだ、キャサリン。おまえがその少年に一言謝るのであれば、わたしから何とか取りなすこともできると思うよ」

　キャサリンの顔が一気に険しくなった。まっすぐ背筋を伸ばすと、硬い声で言った。

「お父さま。それはできません」

「キャサリン。わたしにはわたしの立場があるんだよ。それもバナディスを代表する立場だ。コルテス家の少年はエルディア国王になる方のご子息だ。しかも現在のところ次期皇太子──つまりは未来のエルディア国王にもっとも近い位置にいるご子息でもある。エルディア側からこの件について追及されたら、わたしはおまえの父親としてではなく、公人として対処せねばならないんだ」

「わかっています。ですから、お父さまはわたしを悪い娘だと思ってくださってかまいません。人にそう話してくださってもかまいません。ですけど、あの少年に謝ることはできません」

「キャサリン。自分で悪い娘と言うくらいだ。よくないことをしたとわかっているんだろう？　それとも、おまえは自分のしたことが正しかったと言うつもりかね」

「いいえ」

　ますます表情を強ばらせながらも、キャサリンはきっぱりと言った。

「お父さまを失望させたことは申し訳なかったと思っています。あの少年のご両親に対しても、大切なご子息の顔を跡になるほど叩たたいたのは悪かったと思っています。ですからご両親に謝罪しろとおっしゃるのでしたらその通りに致しますわ」

「跡になるほど叩いたのか？」

「だと思います。わたしも人を叩いたのは初めてですから、はっきりとはわかりませんけど、手がかなりしびれましたから……」

　エリオット卿がまた何とも言えない顔になる。

「おまえはそれでもフェルナンドには謝らないというのかね」

「はい。淑女らしからぬ行動だったことも、適切な対応ではなかったこともわかっています。それでもあの少年に対して『わたしに落ち度があったから、わたしのほうが間違っていたから、許してください』などとは言えません。決して」

　キャサリンにとって謝罪とはそういう意味だった。

　口先だけのおためごかしなどではない。こちらに非があることを、こちらに罪があることを認めて相手の許しを請うことだ。

　父から何と言われようと、あの少年に対してそれはできない。

　そんな信念も露わに頰を紅潮させて、きつく唇を結んでいるキャサリンを、エリオット卿はまじまじと見つめていたが、ふと表情を緩めて嘆息した。

「……困ったものだ。言い出したら引かないところはお母さんに似たのかな」

　苦笑に近い表情ではあったが、確かに父が微笑むのを見て、キャサリンもほっとして身体の力を抜いたのである。

　キャサリンにはキャサリンの信念があったが、そのことで父を困らせるのはいやだったし、父に叱られたり怒られたりするのはもっと悲しかったからだ。
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「だが、わたしから見れば、おまえにも立派に落ち度があるんだ。どんな理由があったにせよ、その少年を叩いたことは弁解のしようもないことだ」

「はい……」

「とはいうものの、話を聞く限り、それはおまえとその少年の問題のようにわたしには思える。──少年の頑固な態度が原因でおまえと口論になった。先に手を出したのも少年のほうだった。叩き返したことだけは拭ぬぐいようもないおまえの過失だが、おまえとその少年は歳も近いのだし、ちょっとした感情の行き違いがあったとしても、話し合うことで解消できるはずだ。となれば、頼まれもしないのに父親のわたしがあれこれと口を挟むのもおかしな話だ」

　エリオット卿は視線をそらして、独り言のように付け加えたのである。

「これはわたしの想像だが、恐らくアンネウス二世も同じことを考えるのではないかな？」

「そのとおりですわ、お父さま」

　身を乗り出して、力強く頷うなずいたキャサリンだった。

「これはわたしとあの少年の喧けん嘩かですもの。子どもの喧嘩に親が出てくることはありません。いえ、出てきてもいいですけど、少なくともそれは最後の最後にするべきですわ！」

「キャサリン……おまえね。おかしなことで威張ってはいけないよ」

　娘をたしなめながらもエリオット卿は笑いを嚙かみ殺している。

「だが、いいだろう。おまえがそこまではっきり自分の意思でやったことだと言うのならば、エルディアから何か言ってこない限り、わたしも沈黙を守ることにしよう。自分のしたことだ。自分の責任において解決しなさい」

「はい！」

　傍らに控えたニーナはまだ心配そうな顔だったが、キャサリンの心はずっと軽くなった。

　エリオット卿はイサベルに視線を移して困ったように笑って見せたのである。

「驚いただろう？　見ての通りの台風娘でね」

「いいえ、さすがはエリオット卿のお嬢さまですわ。うらやましいくらいです。このくらいの強さがわたしにもあったら……父や兄にもっとはっきり自分の意見を言えるでしょうに」

「イサベル。それについてはあまり考え込まないことだ。わたしはきみの価値観を支持するが、きみのお父上や兄上はまったく違う見解を持っているのだからね。第一、二百年以上も続いた慣習をきみ一人の力で変えるのは容易なことではない」

　重い顔のイサベルを気遣うように、エリオット卿はキャサリンに話しかけた。

「イサベルに、よかったらおまえの相手をしてくれないかと頼んだのはわたしだよ。おまえを一人にしておくのは心配だったし、イサベルとならきっといい友達になれると思ったからね。しかし、まさか、闘技場の獅子が観客席に躍り込むとは驚いた。この国の闘獣の歴史は長いが、わたしの知る限り初めてじゃないかな？」

　イサベルも熱心に頷いた。

「本当です。言い訳にもなりませんが、闘技場であんな事故が起きるなんて、わたしも初めて経験しました」

「しかもそこにコルテス家の少年とマラカム家のきみが居合わせるとは……」

　エリオット卿は先程の嘆息とはまた種類の違う吐息を洩もらした。

「フェルナンドに怪け我ががなくて何よりだったよ。もしこれでその少年に何かあろうものなら、考えただけでもぞっとする。コルテス家は血相を変えていただろう。最悪の場合──イサベル、きみが犯人にされかねないところだ。ひいてはマラカム家の差し金に違いないとコルテス家は騒ぎ立てただろうよ」

「まあ……」

　キャサリンは驚いた。今までそんなことは考えても見なかったが、イサベルは違ったらしい。

　重々しく頷いたその顔から察すると、そうした事態を懸念していたのは間違いない。

「何かあの……実際にそういうことがこれまでにあったんですの？」

「三代前、フォテスキュー家の候補が──やはり一番の有力候補が皇太子宣下の直前に、急な病に倒れて亡くなったことがあります。紛れもない自然死であったとわたしは信じていますが、フォテスキュー家は他の候補者の家が密ひそかに手を下したに違いないと──自分たちの候補者は毒殺されたに違いないと言い募ったそうです。どの家でも候補者の身辺には異常なくらい気を配っていますから毒どく飼がいなどできるはずがありませんのにね。ただ、せっかくの候補者に突然死なれたフォテスキュー家としてはそうでも思わないとやっていられなかったのでしょう」

　キャサリンはまた苦い思いを嚙みしめていた。

　つまり候補者を持つ八家にとっては、自分たちの候補者が選ばれるかどうかを気に掛けると同時に、競争相手の動向をも警戒しなければならないわけだ。

　それが純然たる事故でも、明らかな自然死でも、今この時期に起きれば、それだけで争議の種になるというのである。

「しかし、今回はおまえの物騒な飛び道具のおかげで事なきを得た。こうなると町中でそんなものを持ち歩いてはいけないとも言いにくくなってしまうがね。コルテス家としてはおまえにどんなに感謝してもしすぎということはないはずだ。もしかしたら、わたしのところへも何か言ってくるかもしれないが、フェルナンド少年を助けたのはおまえなのだから、用があるならおまえのところへ行くようにと伝えることにするよ」

　父の真意を察してキャサリンは眼を輝かせたが、一応、控えめに念を入れた。

「お父さま。その時はわたしの一存でお相手してもかまいません？」

「もちろんだとも。おまえを訪ねてくるお客なのだから、おまえが判断して応対しなさい」

　キャサリンは歓声を上げて父に抱きついた。




　コルテス家の対応は意外に素早かった。

　この夜、キャサリンとニーナがイサベルおすすめの料理店で夕食を済ませてホテルに戻ると、コルテス家の執事だという男がロビーでキャサリンを待っていたのである。

　こんな時間に部屋まで通す気にはなれなかったので、ロビーの片隅の長椅子に腰を下ろして話を聞くことにした。

　四十がらみの如才ない男はガルベスと名乗った。闘技場でキャサリンがフェルナンドの命を助けたことに対する礼を恭うやうやしく述べようとしたが、キャサリンはそんな台詞せりふは言わせなかった。

　意外の表情も露わに問いかけた。

「あなたはどうしてお一人で来たのです？」

「と、申されますのは……？」

「わたしはあの少年に直接来るようにと言ったはずです。フェルナンドはどうしました？」

　ガルベスは愛想のいい笑いを浮かべて、やんわりと首を振った。

「キャサリンさま。お察しください。フェルナンドさまはそのようなことを軽々しくなされる立場のお方ではございません」

「おもしろいことをおっしゃるのね。闘獣見物には出かけられても、命の恩人の下もとに挨あい拶さつには来られないというのですか？」

「これは、困りました。キャサリンさま。はっきり申し上げなければなりませんのでしょうか。フェルナンドさまは大切なお身体なのでございます。当家のご子息であるというばかりでなく、我が国の将来にとってもかけがえのない御方なのです」

「知っています。父から聞きました。皇太子殿下の御子であると。いずれはこの国の皇太子に──ひいては国王になるかもしれない方だそうですね」

「さようでございます」

　ガルベスは満面の笑顔になった。

　これで問題は解決したと言わんばかりの満足げな顔だった。

「昼にはあなたとフェルナンドさまとの間で些さ細さいな感情の行き違いが生じたと伺っております。何とも不幸なことでした。そこでフェルナンドさまはキャサリンさまの誤解を解くためにも、キャサリンさまと親しくお話がしたいと仰せなのでございます。ご足労を煩わせて恐縮ですが、当家までお越し願えませんでしょうか」

　途端、冷静な表情を保っていたキャサリンの眉が跳ね上がった。

「わたしに出向いてこいと言うのですか？」

「はい。明日、お迎えの馬車を差し向けますので……」

「お断り致します」

　がんとして言ったキャサリンだった。

「命の恩人に礼を言うために自分の家まで呼びつける？　わたしには信じられないことです。まずフェルナンドがここへ現れてわたしに謝罪するのが先だと、何もかもそれからだと思っていましたが、それがエルディアの流儀ですか？」

　ガルベスにもようやくキャサリンが怒っていることが理解できたらしい。

　慌てて取りなすように言ったものだ。

「もちろんフェルナンドさまはキャサリンさまにお礼を述べたいとお考えなのでございます。ですが、フェルナンドさまはこのような場所へ出向くことは慎まねばならないお身体なのです。どうしても人目を引くことになりますので……」

「ますますおかしなことをおっしゃるんですのね。フェルナンドは今日の昼には闘技場という、とても人目を引く場所にいたはずです」

「いえ、それは、わたくしどもも懸命にお止め致したのでございます。お忍びで闘獣見物など、フェルナンドさまのご身分とお立場を考えればもってのほかのことでございます。ただその、フェルナンドさまは今までほとんど屋敷の外にお出になったことのないお方でございまして、それだけに外の世界に対する興味──特に我が国特有の娯楽である闘獣に対する興味が人一倍お強いようでして、将来自分が治める国のことを知らなくてよいわけはないと、皇太子宣下を受ければそれこそ気軽にそのような場所へは出向けなくなると仰せられまして、今日はいわば社会勉強のために、あの場にお出でになったのでございます。そこでまさかあのような事故が起きるとは……いやはや、我らもぞっと致しました。かくなる上はお忍びでの外出など厳しく慎んでいただかなくてはなりません。いいえ、許されるはずもありません」

　恐ろしくきっぱりした口調だった。大事なおぼっちゃまに二度とそんな真似はさせられない、させてたまるかという心の声まで聞こえそうだった。

　その上で、ガルベスは得意そうな笑顔になってキャサリンに言ったのである。

「おわかりでございましょう？　そのような事情ですので、何とぞキャサリンさまのほうからお運び願いたく……」

「お断り致します。お引き取りくださいな、ガルベスさん。これから休むところですの」

　キャサリンの怒りは半分くらいは芝居だったが、残り半分は本物だった。

　親が親なら──という言葉があるが、この場合、子どもが子どもなら、その家もその家だ。

　ガルベスは明らかに当家は妃八家の一でありますという家柄自慢をぷんぷん匂わせ、フェルナンドが次期皇太子候補であることを知ればキャサリンがたちまちしゅんとなるに違いないと、その権威を恐れてこちらのいいなりになるに決まっていると思いこんでやってきたのである。

　それが許せなかった。

　こんな侮辱を許すつもりもなかった。

　ガルベスはキャサリンの心境など知る由もない。その口調は嘆願からやんわりと諭すような、強情な子どもをたしなめる調子へと変わった。逆効果であるとは少しも気づかずにだ。

「キャサリンさま。失礼ですが、あまり聞き分けのないことをおっしゃるのはおやめになったほうがよろしいかと存じます。お父さまのお立場も考えてさしあげてくださいませ。今ここで事を荒立てますのは、お父さまのおためにもならぬかと思いますが……」

「なぜ父が関わってくるのです？　これはわたしとフェルナンドとの問題ですわ。それとも、フェルナンドのお父上のアンネウス二世殿下もフェルナンドに同意されて、わたしをお宅まで連れてくるようにとおっしゃったのですか？」

「……さようでございます。はい。今回のご招待はもちろん殿下のご意向でございますとも」

　キャサリンはにっこり笑って頷いた。

「わかりましたわ。それでは殿下からわたしの父にもその旨のお言こと伝づてがあったはずですわね？　父に確認しますので、しばらくお待ちくださいな」

「キャサリンさま……！」

　とたんに泡を食ったガルベスだった。何のことはない。自分で白状しているようなものだ。

　しどろもどろになっているガルベスを冷たく見つめて、キャサリンは言った。

「殿下はご存じないのですね？」

「は……その……それはあの……」

「わたしに会いたいというのはあくまでフェルナンド一人の考えなのですね？」

「は……さようで……」

「あなたはとてもおかしなことをおっしゃいました。事を荒立てるとはどういう意味でしょう。わたしはバナディス人です。エルディア流のやり方は存じません。わたしは父から『義を見てせざるは勇なきなり』と教わって育ちました。お宅のフェルナンドを助けたのもそのためです。父はまた、恩とは着せるものではなく着るものであると、人から受けた親切や恩義は忘れてはならないとも言いました。その父の教えに背いて恩着せがましいことを言わねばなりませんが、はっきり申し上げます。お宅のフェルナンドがわたしに取った態度は非常に不愉快です。将来この国の王になるかもしれない少年があのような有様でいいわけがありません。自らの過ちを認めることもできない、人に感謝することも知らないなんて、お宅のおぼっちゃまはあなたにとっては宝物のように大切な人かもしれませんが、わたしに言わせれば次期皇太子どころか、単なる我わが儘ままで不ぶ躾しつけで鼻持ちならない恩おん盗ぬす人びとの少年ですわ」

　ガルベスは眼を白黒させていた。

　まさかキャサリンの口からここまでずばずばとおぼっちゃまを非難する言葉が出てくるとは思ってもいなかったのだろう。

　いつものように慎ましく控えているニーナはさぞかし生きた心地がしなかったに違いないが、キャサリンは遠慮しなかった。

「あなたもあなたです。子ども同士の諍いを収めるために勝手に殿下のお名前を出すなんて、バナディスでは考えられないことですわ。殿下ご本人が耳にされたら何とおっしゃるでしょう。それともこの国の王族の流儀はわたしの国とはやはり違っていて、殿下はご自分の名を騙ったあなたに対しても『よくやった』とお褒ほめの言葉をくださるのですか？」

　今度こそ震え上がったガルベスだった。

　顔色を変え、必死の面持ちで弁解してきた。

「とんでもない！　決して殿下のお名前を騙ったりなど！　わたくしはただ、おぼっちゃまがあなたをご招待したがっていることをお伝えに参ったのです！　それだけでございます！」

「では、恥知らずと言われたくないのであれば、自分の足でここまで来るようにキャサリン・ウィンスロウが言っていたと、あなたのおぼっちゃまにおっしゃいなさい。わたしのほうから出向くつもりはありません」

　毅き然ぜんと言って、キャサリンは席を立った。
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　翌日、キャサリンはニーナを伴って遊ゆ山さんに出かけた。

　エルディアは歴史的な建造物や質の高い美術品と同様、豊かな自然が美しい国でもある。

　コルテス家の出方が気になるところではあるが、向こうから何か言ってくるのを、ホテルにじっと籠こもって待っているだけなのは馬鹿馬鹿しい。

　ミロの町から馬車で北にしばらく走れば見み応ごたえのある景色も多く、散策にうってつけの森や湖もあるというので、遠出することにしたのである。

　バナディスの馬車は雨風を避よけるため、座席は屋根のあるがっしりした箱形に囲まれており、その箱の外に馭ぎよ者しや席が設けられているのが普通だが、ホテルで貸し出してくれた馬車は暖かい気候を反映してか、実に軽やかにつくられていた。

　全体的に小型で、屋根は折りたたみ式の幌ほろになっている。陽射しのきつい時だけ幌を出して、使わない時はたたんでおくらしい。座席を囲む部分も開放的な緩やかな線を描いている。

　大きな車輪がついた橇そりのような感じだった。

　座席も一応は四人掛けになっているが、キャサリンはニーナと並んで前席に──普通に言う馭者席に着いた。

　イサベルは今日は私用があるとかで同行していなかった。従って、後席に鎮座しているのは、やはりホテルでつくってもらったお弁当入りの特大のバスケットだけである。

　バスケットと言っても、それはちょっとした旅行鞄かばんくらいの大きさがある。ニーナが両手で捧ささげ持ってやっと歩けるような寸法だったので、最初に見た時キャサリンは肝を潰つぶした。

　二人分のお昼を頼んだだけなのに、まさか七面鳥の丸焼きでも入れてくれたのではと心配になったのである。

　出発前におそるおそる開けてみると、中にはさらに小型のバスケットがぎっしりと、他にも色々な道具が入っていた。行き届いていると言うべきか大おお仰ぎようと言うべきか、困ってしまったが、移動のほとんどは馬車で済ませるのだから邪魔になることもないだろうと判断して、そのまま座席に積み込んで出発した。

　どこまで走るかわからないというと、ホテルの人は見るからに元気のいい若い黒鹿か毛げの雄を馬車につけてくれた。

　それでも暴れるようなことはない。ニーナの操縦にもよく従い、町から離れて野原へ出ると、馬は大喜びで走り出した。遠出が嬉うれしくてならない様子だった。

　馬車は風を切って進む。周りの景色はみるみる変わっていく。馭者席に座ったキャサリンとニーナは異国の風景に眼を見張り、感動しながら、遠乗りを楽しんだ。

　馬車で一時間も走ると山並みが間近に迫り、目の前に森が現れた。馬車が余裕で通れるほど広々とした道のある森だが、何と言っても野原とは陽射しが違う。ぐっと涼しくなったので、一度馬車を止めて幌をたたんだ。

　辺りを見渡せば、そこは花と緑の展覧会のような場所だった。早足で通り過ぎてしまうのはあまりにもったいなくて、キャサリンとニーナはゆっくり馬車を走らせ、バナディスでは見たことのない華麗な花の演舞に感嘆の声を洩もらした。

「すばらしいわね。まるで花の絨じゆう毯たんだわ！」

　道の両側には、色鮮やかな草花が通り道を飾るように一列に茂り、両側に立つ木々も香りのいい花の咲き誇る枝を道の上に惜しみなくさしのべている。

　ニーナの操縦する馬車は確かにその花の中をかき分けて進んでいるようだった。

　分かれ道になる度に立て札が出ていたから湖まで迷うことはなかったが、故郷の森とは違う緑が珍しくて、あちらこちらに馬車を走らせたので、湖についた時にはもうお昼になっていた。

　景色が開けた時はキャサリンもニーナも思わず歓声を上げていた。青々とした山脈を背後に、周囲に深い緑を従わせた湖面は空の雲と青さとをそっくり映して、一枚の絵のようだった。

　この時季ならボートで漕こぎ出せるということだったが、近くに船着き場らしきものはない。

「船遊びは後にして、ここでお弁当にしましょうか」

「はい」

　太陽は既に中天にある。夢中で気づかなかったが、午前中ずっと走っていたのだ。黒鹿毛の馬もさすがに疲れた様子である。

　時間を意識した途端、キャサリンもニーナも猛烈にお腹が空すいてきた。木陰の涼しい場所を選んで馬車を止めると、キャサリンはまず馬を外して、水を飲ませに水際へ連れて行った。

　その間にニーナはやわらかくて短い草の上を選んで敷物を敷いて、ホテルが持たせてくれた特大のバスケットを馬車から降ろし、その中に詰められていた大小のバスケットを片っ端から開けたが、中からはびっくりするようなものが次々に出てきた。

　ほとんどは食べ物で、ホテル特製のパンやピクルス、様々なチーズ、テリーヌ、魚の薫製、マッシュポテト、アップル・パイやカスタード・パイといった総菜の類だったが、一つのバスケットを開けると金属製のグラスが二つと丸ごとのオレンジがたくさん出てきた。

　ナイフと絞り器が一緒に入っている。これでオレンジジュースをつくれということらしい。

　さらに特大バスケットの一番底からはひときわ大きな真しん鍮ちゆうの缶が現れた。

　食べ物が入っているような感じではないので、キャサリンは首を傾げながら蓋ふたを開けたが、途端、ひんやりと冷たい空気が流れ出た。

「まあ、これ！　氷だわ！」

「驚きましたねえ！」

　二重構造になっている缶の内側に氷を入れてあったのだ。午前中ずっと走ったこともあって、だいぶ溶けてしまっていたが、まだ充分、氷の塊が残っている。

　さらに別のバスケットを開けると、これがまさにとどめだった。生ハムの塊と肉切りナイフ、火を熾おこすための簡易かまどに摩擦マッチ、足つきのフライパンまでが入っていた。

　これだけの道具を収めてあったのでは外側の容器いれものが特大寸法になるのも当然である。

　ホテルの人たちの心遣いに啞あ然ぜんとしながらも、キャサリンは手際よく仕事を済ませた。

　簡易かまどに火を入れ、切りわけたハムを足つきフライパンの上に並べる。ニーナは二つに割ったオレンジを次々に搾しぼってジュースをつくり、まだ形の残っている氷を入れた。

　こんな野外で、搾りたての冷たいオレンジジュースを飲み、焼きたてのハムを食べるなんて、最高の贅ぜい沢たくだ。しかも目の前には絵のように美しい風景があり、涼しい風が運ばれてくる。

　兎うさぎ肉のテリーヌや香りの高いチーズに舌鼓を打ちながら、ニーナが思わず言ったものだ。

「気持ちがいいですねえ！　イサベルさんも一緒に来ればよかったですのに」

「ええ、本当にそうね」

　答えながらもキャサリンは浮かない顔だった。

　イサベルは今日は外せない用事があるのだとしか言わなかったが、キャサリンには何となく見当がついた。

「──多分、昨日のフェルナンドの災難について、ご実家に話をしに行かれたのだと思うわ。もし、向こうの召使いがイサベルの顔を知っているとしたら、コルテス家がマラカム家に何か苦情めいたことを言ってくるかもしれない。イサベルはそれを心配したのじゃないかしら」

「被害妄想もいいところですよ。──もちろんイサベルさんがじゃありませんよ！　コルテス家がです」

　ニーナはちょっと唇を尖とがらせていた。

　ニーナもキャサリンの忠実な召使いだったので、フェルナンドがキャサリンを叩たたいたことを、またそのことについてコルテス家の召使いが（闘技場でフェルナンドの傍にいた従僕も、昨日ホテルに来たガルベスも）一言も詫わびようとしなかったことを不満に思っているのだった。

「イサベルさんがお嬢さまを闘技場に連れて行ったのも、あの少年がその場に居合わせたのも単なる偶然でしょうに。ましてあんなことになるなんて誰にも予想できなかったはずですよ」

「いいえ。ニーナ。もしかしたらそうじゃなかったのかもしれないわ」

　ぽかんとなったニーナだった。

「お嬢さま？」

「ずっと気になっていることがあるのよ。昨日はあんまり腹が立ったものだから、そんなこと思いつきもしなかったの。だけど、落ちついて考えてみると……ねえ、ニーナ。昨日のあれは本当に事故だったと思う？」

「だって、事故でないとしたら何なんです？」

「それは……」

　考えをまとめようとしてキャサリンはつい眼をそらした。はっきり口にするにはまだ根拠が足らなかったのだ。それに、自分でも突拍子もない考えだと思っていたせいもある。

　その眼がふと上空を動く何かに引きつけられた。

「あら……」

　ニーナも同時にそれに気づいて声を上げていた。

「まあ、大きな鳥ですねえ！」

「鷹たかかしら？　それとも鷲わし？」

　二人が気づいたのはそのくらいの大型鳥だった。両方の羽を一杯に広げて、湖の上を悠々と旋回している。指を開いたように見える風切り羽の先まではっきり見える。

　その姿が上空から湖の魚影を探しているようにも見えて、キャサリンは微笑した。

「あの鳥さんもお昼ご飯なのかしらね」

　しかし、違ったらしい。鳥は旋回するのをやめて大きく羽ばたくと、少し高度を下げながら、キャサリンたちの座っている岸のほうへと飛んできた。

　キャサリンもニーナも何となくその鳥の姿を眼で追う格好になったが、鳥の姿が湖の上から陸地に掛かった、その瞬間だった。

　狙いすましたように一発の銃声が響いたのである。

　同時に上空の鳥が大きく姿勢を崩した。まっすぐ広げられていた翼が歪ゆがみ、溺おぼれた人が水に沈むように、鳥は空中でもがきながら落下したのである。

「大型鳥を撃った!?」

　ニーナが驚きの悲鳴を上げた。それが鷹にせよ鷲にせよ白鳥にせよ、バナディスでは厳しく禁止されていることだからだ。

　キャサリンは反射的に立ち上がっていた。

　もしかしたらエルディアでは合法の狩猟なのかもしれないが、その点に考えが及ぶより先に身体が動いていたのである。

　ニーナも慌てて立ち上がって後に続いた。

　鳥が落ちたのは幸い、このすぐ近くである。

　キャサリンは道を離れて木々の間に飛び込んだ。

　草むらをかき分け、地面の上に素早く眼を走らせながら血相を変えて進むキャサリンを見て、小鳥たちや栗鼠たちが慌てて飛び退き、道を譲った。

　急がなくてはならなかった。何としても撃った人間より先に見つける必要があったのだ。

　追いついたニーナも手伝って辺りを探し回り、やがてニーナが声を上げた。

「いました！　お嬢さま、ここです！」

　撃たれた鳥は山毛欅ぶなの大木の下で、不格好に羽をたたんで蹲うずくまっていた。

　それは恐ろしく大きな鳥だった。鳥とも思えないくらいだった。

　頭から尾の先まで優に八十センチはある。

　不自然にたたまれている翼を広げれば恐らく二メートル以上になるはずだ。鉤かぎ爪づめに至ってはキャサリンの掌てのひらくらいもある。

　しかし、大きさ以上にその鳥は印象的な姿をしていた。いかにも猛もう禽きん類らしく、眼は鋭く、顔つきは勇ましく、全体的につやのある暗褐色の羽をしているが、鉤のように大きく曲がった嘴くちばしと太い足は黄色で、何より頭の部分と尾だけが真っ白だった。

　こんな猛禽をキャサリンは今までみたことがなかった。鷹か鷲かも区別がつかなかったが、そのどちらかであるのは間違いない。

　その鳥はまだ生きていた。真っ白な冠かん羽うを逆立てて、金色に光る眼でキャサリンとニーナを睨にらみつけたが、逃げようとはしなかった。逃げたくても逃げられないのだ。

　左の翼がだらりと垂れている。

　その様子が痛々しくて、かわいそうで、キャサリンは思わず手を伸ばしながら声を掛けた。

「大丈夫よ。怖がらないで……」

　だが、撃ち落とされた鳥にそんな気遣いがわかるはずもない。不自由な翼で激しく羽ばたき、鋭く鳴いて威嚇してきたので、ニーナが慌ててキャサリンの手を押さえた。

「お嬢さま！　だめですよ！　怪我をします！」

　猛禽類の嘴も爪も大変な凶器である。もっと小さなものの爪でさえ人間の肉を簡単に切り裂く威力がある。これだけ大型のものとなると骨が傷つくことだってあり得るのだ。

　キャサリンにもそれはわかっていたが、このまま放っておくわけにはいかなかった。

　撃った人間が今にもここへやってくるに違いない。そうしたらその誰かは狩猟の原則を盾に取り、この鳥は自分が撃ち落としたのだから自分のものだと主張するに違いないのだ。

　ぐずぐずしている時間はない。

　意を決したキャサリンは上着を脱ぐと、鳥の頭からふわりとかぶせて押さえ込んだ。

　こういう猛禽類は眼をふさぐと大人しくなるとどこかで聞いた覚えがあったのだ。はたして効果はてきめんだった。薄手の上着の下で鳥は急に暴れるのをやめた。

　だからといってこの扱いに納得するはずもない。怒りのためか、興奮のためか、抱きしめた鳥の身体は震えていた。

「お願い、おとなしくしてちょうだい。あなたを撃った人が探しに来るのよ」

　囁ささやくように言いながらキャサリンは上着で傷ついた鳥をくるみ、大きな爪に触らないように気をつけながら鳥の両足を摑つかんで、そっと持ち上げた。

　両腕にずしりと掛かった重みはとても鳥の体重とは思えなかった。大きめの猫を抱き上げたくらいの感触だったが、この鳥の大きさを考えれば極めて軽いとも言えた。

　そうして鳥を抱えたキャサリンはニーナと共にご馳ち走そうを広げていた場所まで戻ったのである。

　何とかこの鳥を隠さなくてはと辺りを見渡して、中身を全部取り出して空になっていたあの特大バスケットがキャサリンの眼に飛び込んだ。これ幸いとばかりに上着ごと合わせてみると、尾羽の辺りが少し窮屈そうだったが、ちょうどぴったり収まった。

　間一髪だった。鳥を入れたバスケットの蓋ふたを閉め、二人が敷物の上に元通りに腰を下ろして何食わぬ顔でお昼ご飯を装い始めたすぐ後に、森の中から人が現れたのである。

　きょろきょろと辺りを見回していたその人はキャサリンたちに気づいて近づいてきた。

　三十歳くらいと思われる若い男だった。肩に猟銃を引っかけているが、猟師ではない。

　上流階級の身につける狩猟服を着ている。しかし、どうもちぐはぐな印象を受けた。

　板に付いていないというのか、着慣れない窮屈な服を無理に着ているような感じがするのだ。

　居合わせたのが若い娘二人と見て、男は笑って話しかけてきた。

「こんにちは、お嬢さんたち。ピクニックですか？」

「ええ、まあ……」

　ニーナは曖あい昧まいに言葉を返し、キャサリンは笑顔で問いかけていた。

「さっき銃声が聞こえましたけど、あなたが撃ったんですの？」

「そうなんですよ。雉きじを撃ったんです。確かに命中したと思ったんですがね、どういうわけか見あたらなくて……」

「あらまあ、それはお気の毒に。わたしたちはずっとここにいましたけど、少なくとも湖には落ちませんでしたわ」

「そうですか。やれやれ、困ったな。久しぶりにご馳走にありつけると思ったのに……」

　男は残念そうに首を振ると、二人に会釈して、再び森の中へ入っていった。

　その後ろ姿をじっと見つめていたキャサリンは男の姿が見えなくなってから低く呟つぶやいた。

「雉ですって？　大きさも見た目も全然違うじゃないの。第一、あんな高いところを旋回する雉がいたらお目に掛かりたいわ」

「ですよね。──あの人、わかっていて撃ったんでしょうか？」

「とにかく急いで帰りましょう。この鳥さんをお医者さまに見せなくては」

　二人は手早く後かたづけに掛かったが、本来なら取り出した道具を収めるべきバスケットは大型鳥が占領してしまっている。

　仕方なく大小のバスケットや簡易かまどは馬車の床へ積み込み、後部座席の上に鳥の入った特大バスケットをそっと置いて、揺れないように固定した。

　最後にキャサリンが充分に休ませた黒鹿か毛げを馬車に繫つないで、ニーナと並んで馭ぎよ者しや席に座り、馬車は再びミロの町を目指して走り出した。

　今度はどこへも寄り道をしなかったので、一時間ちょっとで町まで戻ることができた。

　町並みを間近に眺めるところまで来て、手綱を取ったニーナが思い出したように言い出した。

「お嬢さま、さっきの話ですけど、昨日のことが事故でなければ何だとおっしゃるんです？」

　一瞬、答えに詰まったキャサリンだったが、思い直したように頷うなずいた。

「そうね、ちょうどいいわ。確かめに行きましょう。闘技場までやってちょうだい」

　ニーナは不思議そうな顔になったが、言われたとおり馬首を闘技場へと向けた。

　闘技場では昨日の事故などなかったかのように今日もにぎやかに興行が行われていた。

　昨日と同じように建物の外まで歓声が洩もれ聞こえてくる。

　これだけの施設だから近くには馬車や馬を止める駐車場がある。その管理をする係もいる。

　昨日とは別の駐車場の前で馬車を止めて、キャサリンが馬車を降りると、まだ若い係の男が笑顔で出迎えに飛び出してきた。

「いらっしゃいませ。ご観戦ですか？　馬車をお預かりします」

「いいえ、そうじゃないの。わたし、昨日の事故に居合わせたんです。だから、今日の興行はどうなったのかと思って寄ってみたんですけど、盛況ですのね」

「ええ、それはもう。昨日のようなことは本当に稀まれですから。あのくらいのことで闘獣人気に影は差しません。昨日の事故にしたって怪我人は一人も出ませんでしたからね」

「よかったですわねえ。逃げた獅し子しはどうなりました？　捕まったのでしょう？」

「いや、それが……」

　係の男はちょっと言いにくそうに声をひそめた。

「大捜索をしたんですが、建物の中では見つからなくて。どうも外へ逃げ出したらしいんです。まだ捕まってないんですよ」

「まあ！　あんなものが町まち中なかを徘はい徊かいしているんですか!?」

「いいえ、それならもっと大騒ぎになっているはずですし、とっくに捕まっているはずです。あの図ずう体たいで見つからずにすむわけがありませんからね。ですからきっと郊外へ逃げたんですよ。ミロの郊外にはたくさん牧場がありますから」

「まあ……では牧場の家畜を狙って……？」

「ええ、付近の牧場には注意を呼びかけてありますし、昨日から狩猟会の皆さんも牧場周辺を見回ってますから、すぐに見つかりますよ」

「狩猟会の方と言うと……あの獅子は射殺するんですの？」

　係の男は残念そうに肩をすくめた。

「もったいないんですけどね。仕方ないです。人間に被害が出てからでは遅すぎますからね」

「わたしちょっと疑問に思ったんですけど、ああいう動物はどこから連れてくるんですの？　どなたか、そういうことを担当する係の方がいらっしゃるのかしら？」

「そうだと思いますよ。どこから来るのかは知りませんが、たいていは買い取ってくるんです。ですから殺しちまったんじゃ大損なんですけどね」

「昨日の獅子も買われてきたんですのね？」

「ええ、あれは確か来たばかりだったんです。昨日が初めての興行だったのに……大損ですよ。上の人たちは何とか生きたまま捕獲したいと思っているみたいですけど」

　キャサリンは礼を言ってその場を離れて馬車に戻り、今度は闘技場の搬入口へ行ってみた。

　馬車が行き交うにぎやかな駐車場と比べて、その辺りには人ひと気けも少なく、いかにも舞台裏といった感じだった。搬入口の前には狼らしき動物の入った檻おりが地面に置かれ、何か働いている男の姿も見える。

　キャサリンは馬車を降りると、その男のところへ近づいていって声を掛けた。

「こんにちは。少し、よろしいですこと？」

　軽やかな少女の声で話しかけられて驚いたように顔を上げたのは、がっしりした体つきの、鬚ひげもじゃの男だった。気むずかしそうな顔で、じろじろとキャサリンの姿を見つめてきた。

「こんなところで何してなさる？」

「お仕事のお邪魔でしたらごめんなさい。この建物のどこに動物をしまっているのか、ずっと気になっていたものですから、よかったら動物を運び込むところを見せていただこうと思って。──この搬入口の向こうで動物を飼育しているんですの？」

「ああ、そうだ。この裏一帯はずっと飼育室だよ。──こんなもんが珍しいのかね？」

「とても興味がありますわ。こういう施設は国にはありませんもの。わたし、バナディスから来ましたの」

「外国の嬢ちゃんか」

　男は初めて笑みをこぼすと、搬入口の奥をキャサリンに覗のぞかせてくれた。

　搬入口の外まで動物臭さが漂っていたが、中はその臭いがいっそう強くなっている。

　中は薄暗かったが、ちょっと見ただけでも馬が数頭、大きな角のある牛が数頭、その他にも猛獣が何頭かいるようだった。

　その混雑ぶりに驚きながら、キャサリンは感心したように言った。

「これだけ動物がいると世話をするのも大変でしょうね」

「その辺は飼育係の仕事だな。俺の仕事は動物を運び込むところまでだ」

「それでは昨日逃げ出した獅子もあなたが運んだんですの？」

「ああ、そうだよ」

「仕入れたのも、あなた？」

「いいや、買い付けるのは他の奴の仕事さ。俺の仕事はその係から話があったら港まで動物を引き取りに行って、ここに収めることだ。その前のことも後のことも関係ないね」

　キャサリンはにっこり笑って、安あん堵どしたように手を打って見せた。

「よかった。では、昨日の獅子が逃げ出した責任を取らされることはないんですのね」

「そういうことだ」

　男もにやっと笑った。

「責任を取らされるとしたら、あれの世話をしていた飼育係と、暴れ出した時にうまく押さえられなかった警備の連中だろうさ。まったく馬鹿なことをしたもんだ」

「あの獅し子しはここへ来たばかりだったと聞きましたけど……」

「ああ。五日前かな。急な話だったよ。もともとここで飼っている獅子の調子がどうもこの頃よくなくてな。買い付け係は代わりを探してたのさ。若くて生きのいいのが入ったって連絡をもらったんで引き取りに行ったんだが、あんまり生きがよくはなかったね。檻の中でじいっと蹲うずくまってて、覇気ってもんが全然ない。あんなに突然暴れ出すようには見えなかったんだが、そこが飼育係の失敗だな。餌の量を間違えたか、興奮剤の加減を間違ったかしたんだろうよ」

「ああ、やっぱりそういうものを与えるんですのね」

「そうさ。競馬で使えば失格になるが、闘獣では効果的だ」

「そこのところを伺いたいんですけど、獅子の調子がよくないとおっしゃいましたでしょう？　こちらではこれだけたくさん動物を扱っているのですから、かかりつけの動物のお医者さまもいらっしゃるんでしょうね」

「ああ。ピエトロ先生だ」

「こちらにいらっしゃいますの？」

「いいや、ヴィセンテ通りで開業してなさるが、何でそんなことを訊きくんだね？」

「動物のお医者さまを捜してますの。診てもらいたい動物がいるんです」

「飼い犬が怪我でもしたかね？　だったらピエトロ先生じゃなく、ダーリオ通りのマルケス先生のほうがいい。ピエトロ先生はどっちかと言えば大きな野生動物の先生だ。あっちは犬だの猫だの、人間に飼われてる動物の担当だからな」

「いいえ、それでしたらやはりピエトロ先生のところに伺いますわ。まさに野生動物なんです。──どうもありがとうございました」

　キャサリンは丁重に礼を言って、馬車に戻った。

　通りかかった地元の人にヴィセンテ通りの場所を尋ね、そこへ向かうようにニーナに言うと、キャサリンは難しい顔になった。

「やっぱりだわ。昨日の獅子は外へ逃げて、まだ捕まっていないのですって」

「えっ!?」

　ニーナは仰天したらしい。

「それじゃ、あんなものが町の中をうろついているんですか!?」

「少なくとも闘技場の中にいないことは確かなようよ。駐車場の人は郊外の牧場へ向かったと思っているみたいだったわ」

「物騒な話ですねえ！　早く捕まるといいですけど」

「いいえ、ニーナ。よく考えてごらんなさい。あなたも見たでしょう？　あんな大きな獅子が町中へ逃げ出したら人目につかずにすむわけがないのよ」

　ニーナにはキャサリンが何を言おうとしているのかわからなかったらしい。

　不思議そうに問い返してきた。

「ですけど、実際にまだ見つかっていないんでしょう？」

「そうよ。だからわたしはこう思うの。あの獅子は闘技場の外へは出ていかなかったのよ」

「はあ？」

「少なくともあの姿ではね。だけど、ニーナ。あの獅子が人間の姿になって服を着て闘技場を出て行ったとしたら、どう？　それなら誰も気づかなかったはずよ」

　今度こそ呆あつ気けにとられたニーナだった。

　手綱を取ることも忘れて、横に座っているキャサリンを凝視した。

「お嬢さま！　まさかあれが異種アナザー人類レイスだって──『獅子の人』だったって言うんですか!?」

「しっ！　声が大きいわ。──ずっとあの闘技場で飼われていたのならわたしの考えすぎだと思ったのよ。だけど、五日前に来たばかりなのですって」

　馭ぎよ者しやが操縦を忘れたせいで、馬車を引く黒鹿か毛げは前に止まっていた馬車に追突しそうになり、ニーナは慌てて手綱を引いて馬を制した。

　キャサリンは馬車が止まったことにも気づかなかった。

　青い眼を光らせながら独り言のように話を続けた。

「もしそうだとしたら、あれは事故なんかじゃない。あの獅子は──『獅子の人』は最初からフェルナンドを狙っていて殺すつもりだったということになるのよ。もう一つ問題があるわ。もし事故に見せかけて、あの時と場所を選んでフェルナンドを殺す計画だったのだとしたら、そんなことは闘技場内の誰かの協力がなければできないはずよ。いいえ、それだけじゃないわ。あの獅子に、フェルナンドがいつ闘獣見物に出かけるかなんてわかるはずがないのだから……もしわたしの想像が合っているとしたら……」

　キャサリンはさらに声を低めて、恐ろしいような声で言った。

「こんなことは考えたくないけど、コルテス家の中にも共犯者がいることになるわ」

「じょ、冗談じゃないですよ……」

　ニーナは震え上がっている。

「いくらなんでもそんな……そんなこと。だって、コルテス家の人たちがどうしてあの少年を殺そうとするんです!?　コルテス家にとっては宝物のように大切なおぼっちゃまで、今は特に皇太子が目前で、ここで死なれたら元も子もないんですよ!?」

「わかるわ。本当にそうよ。だからわたしもあの獅子が早く捕まってくれればいいと思うの。本物の獅子だということがはっきりすれば、ただの考えすぎですむものね」

「そうですとも！　きっと駐車場の人が言ったように郊外に逃げたんですよ。それならすぐに見つからなくても不思議じゃありません」

　ニーナは自分に言い聞かせるように言って、あらためて馬車を走らせた。

　ヴィセンテ通りまで行って尋ねてみると、ピエトロ医師の家はすぐにわかった。集合住宅の一階に看板が出ていたが、外から見る限りとても病院とは思えない建物だった。

　場所を教えてくれた地元の人が言うには、ピエトロ医師は主に大型動物の治療を行っており、診察もほとんどが往診なので、ここに動物が持ち込まれることは滅多にないという。

　だから今もお留守かもしれないよと言われたが、キャサリンが入り口で呼び鈴を鳴らすと、取り次ぎらしい若い人が扉の向こうから現れた。

　怪我をした動物を持ってきたので診てもらいたいと言って、あの特大バスケットを見せると、その人はすぐに中に通してくれた。

　案内された部屋はさすがに薬の臭いがした。

　診察台の代わりなのか、古びた木の机が置かれている。

　やがて奥の部屋から現れたピエトロ医師は五十年配の、半白の髪をした小太りの人だった。

　キャサリンが持ち込んだ特大バスケットを驚きの眼で見ていた医師は、その中に蹲うずくまっていた鳥を見ると、ますます眼を見張って言った。

「こりゃあ立派な白はく頭とう鷲わしだ」

　なるほど頭が白いから白頭鷲なのかと思いながら、キャサリンは慎重に説明した。

「左の翼が自由にならないみたいなんです。空を飛んでいるところを撃たれて……」

　ピエトロ医師はますます眼を丸くした。

「撃たれた？　こんな大型鳥を誰が撃ったんだね？」

　その言い方に力を得て、キャサリンは身を乗り出した。

「わたしはバナディス人でエルディアの法律は詳しくないのですが、やっぱりエルディアでも禁止されていることなんですのね？」

「もちろんだ。そりゃあ多少の例外は認められとる。猛もう禽きん類は家畜を襲うこともあるからな。ちゃんと許可を得て、決められた数を撃つ分には罰ばつせられることはないが……」

　バスケットの中の鳥はおとなしくしていたが、医師は念のために猛禽用の頭ず巾きんを持ってきて、鳥の頭にかぶせた。そうして鳥の視界を奪っておいて、バスケットからそっと鳥を取り出して机の上に置き、左の翼を丹念に調べた。

「ああ、弾がかすったんだな。少し血が滲にじんでいるが、これなら大丈夫。骨にも異常はないし、すぐに治るよ」

「よかった！」

「しかし、間抜けな狩猟者もいたもんだ。この鳥は本来この辺にいる鳥じゃない。もっと北の寒いところに生息しているものだ。──大おお鷹たかか何かを撃つつもりで間違えたのかもしれんが、撃った人間は許可証を持っていると言ったかね？」

「いいえ、その人は雉きじを撃ったと言っていました」

「雉だって？」

　ピエトロ医師は声の大きい、朗らかな人だった。その声を張り上げて驚いた。

「この大型鳥を雉と見間違えたって!?　冗談にもほどがある。我が国の法律がいかに寛容でもそんな間抜けな人間に狩猟許可をやったりはせんはずだ」

　キャサリンもまったく同感だった。さらに言えば、あんな拙つたない言い訳でこちらをだませると思ったのだとしたら、それこそ噴飯ものだ。

「お嬢さん。あんたもこの鳥も運がよかった。あんたが出くわしたのはきっと密猟者だろう。こういう珍しい鳥は高値で売り買いされるからな」

「わたしも最初はそうじゃないかと思ったんですけど、密猟者というより貴族の子弟のような身なりでしたわ」

「どこで撃たれたんだね？」

　キャサリンが場所を説明すると、医師は何やら苦い顔になった。

「なるほど。──ひょっとしたら八家の馬鹿さまの仕業かもしれんな」

「えっ？」

　どきりとしたのを懸命に押し隠して、キャサリンは問い返した。

「八家というのは、妃八家のことですか？」

「そうとも。そこの馬鹿若様だから馬鹿さまさ」

　ピエトロ医師は容赦なく言い放った。

　大型動物が専門だと言うが、なかなか慣れた手つきで鳥の治療をしている。

「お嬢さんの言う森には八家の別荘がたくさんある。そこで皇太子になり損なった馬鹿さまが四人、くだを巻いているわけだ」

　ますます驚いたキャサリンだった。

「四人というのはあの……今の皇太子殿下の異母兄に当たる全員が、ですか？」

「ほう？　外国の人なのに詳しいお嬢さんだ。そのとおりだよ。皇太子になれなかった途端に本家からはお払い箱あつかいされてな。他にすることもないんで大勢の召使いにかしずかれて、酒や狩猟やその他のくだらない娯楽におぼれているわけさ。ある意味、哀れなもんだよ」

　医師の口調は笑い混じりのもので、特に重要なことをしゃべっているという調子ではない。

　単なる世間話でしかないらしいが、キャサリンはあの森のどの辺にどの家の別荘があるのか、後で詳しく調べてみなくてはと心に刻んだのである。

「ですけど、先生。そういう事情でしたら、八家の人たちもその若様を一人で外に出すようなことはないのじゃありません？」

「おお、そりゃあもちろんだ。物騒でいかん。決して一人にはせんだろうよ」

「でしたらやっぱり変ですわ。わたしが見た人は一人でいましたもの。お供らしき人は一人もいませんでした」

「はあん？　そりゃあ確かにおかしいな。となると、やっぱり密猟者かな？」

　医師は目隠しをした鳥の首を太い指で軽く撫なでて言った。

「どっちにせよ、おまえさんもとんだ災難だったが、まあ、無事だったことでよしとしてやれ。すぐに飛べるようになるからな。──この鳥はお嬢さんの持ち物かね？」

　キャサリンはちょっとためらった。落ちてきたのを拾ったのだとは言いにくかったのだ。

「わたしのではありませんけど、わたしの知り合いの鳥なんです。しばらく面倒を見てくれと頼まれたものですから……」

「だったら足あし環わを着けておいたほうがいい。このままだと誰かに持っていかれるかもしれんぞ。そうなった時にお嬢さんのものだという目印がなければ取り返すこともできん」

　もっともな話だった。キャサリンは少し考えて、上着に入れておいたハンカチを取りだして細長くたたみ、鳥の左足に縛り付けた。

「ごめんなさいね。窮屈でしょうけど、これで我慢してちょうだい」

「ずっとバスケットの中ってわけにもいかんだろう。止まり木はあるのかね？」

「ええ、それは大丈夫です」

　ホテルの内装を思い出してキャサリンは頷うなずいた。

　確か居間の暖炉に──この季節なら使わない暖炉の前にちょうどいいものがあったはずだ。

　治療を終えたピエトロ医師は傷薬を調合するから少し待つようにと言い、キャサリンはその時間を利用して何気なく切り出していた。

「それにしても、昨日の闘技場の事故には本当に驚きましたわ」

「ほう？　お嬢さん、あの場に居合わせたのかね」

「ええ、もう、生きた心地がしませんでした」

「わしもだよ。牧場に往診に出かけて行って帰ってきたらあの大騒ぎだ。まったくたまげた。しかもまだ捕まっていないとは狩猟会も何をしているんだか！　あんな目立つものがそうそう隠れていられるわけがないんだがね」

「先生は逃げ出した獅し子しをごらんになりました？」

「いいや。新しいのが入ったことさえ知らなかったよ。昨日、聞くまではね」

「ご存じなかった？　でも、闘技場の動物は全部先生が診ていらっしゃるのでしょう？」

　医師は不思議そうな顔で振り返った。

「わしとて別に毎日通っている訳じゃない。ここ一週間ほど他の往診を片づけるのが忙しくて、闘技場には顔を出しとらんのでな。そりゃあ連絡があれば駆けつけるが、ちょっとした病気や怪我なら飼育係が診て治療しちまう。わざわざわしを呼ぶまでもないのさ」

「つまり、その人たちがもてあますような事態が起きて初めて先生の出番なんですのね？」

「そういうことだ。この町じゃあ毎日闘獣が行われて、毎日何かしらの動物が怪我をしとる。その度に呼び出されたんでは身体がいくつあっても足りんよ」

「新しい獅子を入れることになったのは、闘技場にいる獅子の調子があまりよくないからだと伺いましたけど……」

「うむ。それは飼育係から聞いとる。わしも十日前に診たよ。あそこには三頭がいるんだが、三頭とも元気がなくてな。人間で言うなら食欲不振というところだ」

「どうして餌を食べないんでしょう？　先生にもわからないような難しい病気なんですか」

　医師は苦笑して肩をすくめた。

「動物の病気ってのは──人間も似たようなもんだが、原因がはっきりわかれば幸いなんだよ。何となく具合が悪いようだが、はっきりした原因がわからない。そんなことのほうが多いんだ。──まあ、あの三頭に関して言えば、わしは興奮剤のやりすぎじゃないかと思っとるがね」

「あら？　ですけど、飼育係の人は医療の知識がおありなのでしょう？　それなのに、そんな初歩的な失敗をするなんて……」

「しょうがないのさ。わしは動物を治すのが商売。連中は動物を闘わせるのが商売だ。時には無茶を承知で使わなきゃならんのだろうよ。だからってこんなに慌てて新しいのを仕入れて、あげくそれに逃げられたとあっちゃあ、まさに踏んだり蹴けったりだがな」

　ピエトロ医師は豪快に笑って、傷薬を収めた小瓶をキャサリンに渡し、一日に二回、傷口に塗るように指示した。

　キャサリンは丁重に礼を言って治療費を支払い、特大バスケットを抱えて外に出た。

　邪魔にならないように街路を回っていたニーナがキャサリンを認めて馬車を寄せてくる。

　バスケットを後部座席に置き、馭ぎよ者しや席の隣に飛び乗ったキャサリンは興奮の口調で言った。

「ニーナ。思いがけないことが聞けたわ。闘技場の飼育係が怪しいの。わざと手持ちの獅子を不調にして新しいのを仕入れるように仕組んだかもしれないのよ。それに昨日の事故と関係があるかどうかはわからないけど、この鳥さんを撃ったのは八家の関係者かもしれないわ！」

「お嬢さま……」

　絶望的な表情になりつつも、ニーナは召使いとしての使命と根性を奮い起こして一応は釘くぎを刺した。

「お願いですから無茶はしないで、おとなしくしていてください。今ここで問題を起こしたら、それこそ旦だん那なさまのお立場にも関わりますよ」

「あら？　それじゃあニーナはあの少年が殺されてもかまわないと言うのかしら」

「そんなことは言ってません！　そりゃあ……あんな我が儘ままな鼻持ちならない少年ですけど、だからって殺されていいってことにはなりませんよ！」

「そうよ。わたしもあの子は好きじゃない。だけど、あの子が本当に命を狙われているのなら、何もしないでいるのは人の道に反することだわ」

「お嬢さまのお気持ちはわかりますけど……」

　苦い顔で言い渋ったニーナだった。彼女はまだ事故に見せかけてフェルナンドを殺す計画があったというキャサリンの主張を全面的に受け入れたわけではない。

　キャサリンの言葉を疑っているのではない。そんなことは信じたくないのだった。

　ホテルに戻ると、イサベルがロビーで待っていた。

　ちょうどキャサリンへの伝言を預けて帰るところだったらしい。

「よろしかったら明日、わたしのお友達に会ってくださいませんか」

「ええ、もちろん。喜んで伺いますわ」

　そして昨夜に引き続き、この日の夜も思いがけない来客があった。







　　６







　ホテルの人には鳥を持ち帰ったことを隠してはおけなかった。何しろあの特大バスケットの中身が一つ残らず馬車の床に置き去りにされているのだから、隠すだけ無駄である。

　ここでもやはり、少しの間、知人から預かったのだと説明した。

　苦しい言い訳だったが、幸いホテルの人は快く鳥の滞在を許してくれたので、部屋に戻ったキャサリンは白はく頭とう鷲わしのためにできるだけ居心地がよくなるように気を配った。

　夏の間、使われない暖炉の前には薪まきをくべる部分を覆い隠す衝つい立たてが置かれている。

　バナディスでも普通に見られるものだが、バナディスの衝立が細工を施して背景との調和を図るのに対し、リベラ・ホテルのそれはたとえて言うなら進入禁止の横柵ハードルを小さくしたものを暖炉の前に置いたような感じだった。空っぽの暖炉を覆い隠す役目はほとんど果たしていない。

　最初にこれを見た時、キャサリンは、同じ用途の道具でも国によってずいぶん違うものだと思ったのである。

　キャサリンはまず、ニーナと二人で鉄製のその柵を暖炉の前から動かして部屋の中に置いた。

　エリオット卿は娘のためにかなり上等の客室を用意していた。浴室とニーナのための部屋がついているのはもちろん、寝室の隅にはちょっとお茶を飲むのにちょうどいい一角があって、そこには小さな机と椅子が用意されている。

　暗くて静かな場所のほうが鳥も安心できるだろうと思い、そこにあった椅子を一つどかして代わりに横柵を置き、ホテルの人からもらった木箱をその前に据えた。そしてやはりホテルの人から借りた入れ物にお弁当の残りのハムを小さく切って入れ、もう一つの容器に水を入れて木箱の上に置いた。

　その上でバスケットの中の鳥を抱え上げて横柵に止まらせて、念のために鳥の右足と鉄柵をキャサリン自身のリボンで繫つないでから、鳥の視界を覆っていた頭ず巾きんを外したのである。

　視覚を取り戻した鳥はちょっと身震いした。

　自分の前にしゃがんだキャサリンを見つめると、左足に結ばれたハンカチ、右足に括くくられた赤いリボンが気になるらしく、それぞれの足を軽く持ち上げて白い頭を捻ひねった。

「気に入らない？　そうよね。あなたは本来こんなところに繫がれる鳥ではないものね」

　たいした怪我ではないというピエトロ医師の診察どおり、左の翼も今はきちんとたたまれて、鳥は真っ白な頭部をもたげている。

　相変わらず険しい顔つきだが、これは猛もう禽きん類の常であるから仕方がない。

　ただ、今はさっきのように冠羽を逆立てているわけでも、眼を光らせているわけでもない。

　怒っているわけではなさそうだと判断して、キャサリンは笑顔で鳥に話しかけた。

「でもね、ここにいる間はこうする必要があるのよ。不自由でもそれが人間社会の決まりなの。あなたの怪我が治るまで、ほんの少しの間だけだから。我慢してちょうだい。あなたが飛べるようになったらすぐにあの湖へ連れて行くから。そうすれば自分でお家に帰れるでしょう？」

　この鳥が湖の上を悠ゆう々ゆうと飛んでいた勇壮な姿が忘れられない。こうして止まり木に止まったところもほれぼれするほど立派だったが、背景がよくない。こんな室内の衝立などではなく、真っ青な空を背景にした高い枝の上にあればどんなにかと思った。

「わたし、前に島しま梟ふくろうさんに会ったことがあるの。ライエの森でね。とっても素敵だった。夜の森の王者のような梟さんだった。だけど、明るい広いところで見る分にはあなたの姿のほうがずっと立派だと思うわ」

　キャサリンの言葉を理解したかどうかは謎だが、少なくとも鳥は暴れようとはしなかった。

　怪我をしていない右の翼を伸ばして丹たん念ねんに羽づくろいを始めた。

　キャサリンはそっと寝室を後にしたが、この鳥だけを部屋に残しておくのは心配だったので、夜は居間のほうまで食事を運んでもらうことにした。

　その前にニーナに図書館まで行ってもらい、ミロ郊外の地図と貴族年鑑を写してもらって、ホテルの部屋で、今日出かけた森にどの家の別荘があるのかを調べた。

　しかし、図書館まで往復したニーナは懐疑的な顔だった。

「司書さんが言ってましたけど、八家はエルディアでも特別扱いの貴族だそうで、この年鑑に全部の屋敷が載っているかどうかはわからないそうです」

「公式には明らかにされていない秘密の屋敷や別荘を持っているかもしれないってこと？」

「そうなんです。司書さんはむしろそっちのほうが多いんじゃないかと言ってました」

「つくづくバナディスでは考えられないことだわね……」

　一応、年鑑に記載されている別荘を地図に写し、二人は室内で夕食を済ませた。

　昨日のレストランもおいしかったが、リベラ・ホテルのルーム・サービスは一流の味だった。

　食器を下げてもらい、キャサリンが入浴を済ませ、そろそろ眠ろうかという時間になって、部屋の扉を遠慮がちに叩たたく音がしたのである。

　訝しみながらもニーナが出てみると、暗い廊下にホテルの従業員が緊張の様子で立っていた。

「こんな時間に申し訳ありません。実は、お客さまが下のロビーにお越しなのです」

　面食らったニーナだった。

「お客さま？　どなたです？」

「クレストのアーネスト・ギデオン伯はく爵しやくとおっしゃっておられます」

　聞き覚えのない名前にニーナは首を傾げた。寝室へ行き、寝間着を着たキャサリンにこれを伝えたが、キャサリンも首を捻った。まったく知らない名前だったからだ。

　それでもガウンを引っかけて居間まで出向き、従業員に確認した。

「何かのお間違いではありませんの？　わたしはその方を存じませんわ」

「ごもっともです。伯爵さまもミス・ウィンスロウをご存じないのです。伯爵さまはその……実は、当ホテルに大きな鳥を持ち込んだお客さまがいるはずだと、自分はその鳥を引き取りに来たのだとおっしゃいまして……」

　思わず顔を見合わせたキャサリンとニーナだった。

「わたくしどもとしても、あの鳥がお預かりしたものだと伺っておりましたし、隠し立てする理由もありませんので、該当するお客さまは確かにご滞在ですが若い女性のお客さまですので、このような時間にお取り次ぎは致しかねるとお断り申し上げたのですが、伯爵さまは何かその、非常にお急ぎのご様子でいらっしゃるのです。ご自分でも非常識な申し出であることは承知の上なのだと、その上で是非ともそのお客さまにお会いしたい、お会いしなければならぬのだとおっしゃいまして、下のロビーでお待ちなのですが──いかが致しましょう？」

　従業員も申し訳なさそうな困惑顔である。

　一流ホテルとしてはこんな申し出は一いつ蹴しゆうするのが普通だが、伯爵に押し切られたらしい。

　仕方なく、まずは客であるキャサリンの意向を確かめに来たのだろう。

　キャサリンは時計を見てみた。時間は既に夜の十時を回っている。どうにも強引な話である。

「その方はこらちのホテルにはよくいらっしゃる方ですか？」

「いいえ、お名前を聞くのも、お目に掛かったのも今夜が初めてです」

　それでは、その人が本当に本物のギデオン伯爵かどうか確かめる手段は何もないわけだと、キャサリンは冷静に考えた。

　名誉ある人の名を騙かたるのも、架空の人物になりすますのも意外に簡単なことなのだ。

　先日、キャサリンはそれを実際に体験したばかりである。

「その方はどんな方ですか？」

「立派な方です。それはもう非常に立派なご様子の紳士でいらっしゃいます。こうした場合、わたくしどもとしましてはそのようなお客さまは当ホテルには滞在していらっしゃいませんと申し上げるべきところなのですが……」

　言えなかったらしい。

　伯爵はホテル側の態度にあっさり引き下がったりしなかった、それどころかホテルの人間を動かして、とにもかくにもキャサリンの部屋まで様子伺いに来させたのだ。

　一ひと角かどの人物であることは確からしいと判断してキャサリンは言った。

「わかりました。お会いします。すぐに着替えて行きますとお伝えしてください」

　ニーナが急いでしまったばかりの服を用意し、キャサリンは素早く身支度を済ませ、さらにゆったりしたカーディガンを腕に掛けて持つ振りをして、その下であの四十四口径を握った。

　ニーナが青い顔で言う。

「お嬢さま、何をなさるつもりです？」

「念のためよ。もしかしたら伯爵とは名ばかりの鷲わし泥棒かもしれないわ。ああいう珍しい鳥は高値で売り買いされると、お医者さまのところで注意されたばかりなのよ」

「お願いですからホテルの中では撃たないでください」

「わたしだって撃ちたくないわ。その方が本当に立派な方であることを祈るのみよ」

　武者震いさえしながらロビーへ向かったキャサリンだったが、階段の上からギデオン伯爵の姿を見た途端、その戦意が吹っ飛びそうになった。

　伯爵は薄暗いロビーの階段を見上げる位置に、シルクハットを片手に立っていた。

　無表情に階段を見上げた眼がキャサリンと合い、キャサリンは軽く膝ひざを折って挨あい拶さつしたが、心臓が跳ね上がった。まるでその眼に射抜かれたような気がしたのだ。

　平静を装って階段を下りていったが、動悸は一向に収まらない。ますます激しくなる。

　なるほど不自由な灯あかりの中でも見み惚とれてしまうくらい、すこぶる風ふう采さいの立派な人物だった。

　若い人ではない。四十歳くらいに見えた。中肉中背の体格を最高級の衣裳に包んでいる。

　暗い照明のせいで顔色ははっきりとわからないが、頰はややそげており、眼は鋭く、口元は厳しく結ばれていた。見る者を圧倒する風格を備えている顔だ。

　そして何と言っても特徴的だったのはその人の髪だった。

　不自由な灯りにさえ反射して光る金髪が波打ちながら腰まで流れているのである。

　こんなに髪の長い男の人をキャサリンは初めて見た。

　ダムーも髪を伸ばして括くくっているが、彼の場合は、あの一風変わった装束にその髪型はよく似合っていたし、ふさわしいとも言えた。

　最高級の黒羅紗の上着とズボン、磨き上げた革靴にシルクハットという服装に、この長髪は極めて異様に映るが、この人の持つ気き魄はくと威厳はそんな疑問を差し挟ませる余地を与えない。

（帝王の顔だわ……）

　ホテルの人たちがこの人に圧倒されたのも頷うなずけると思いながら、キャサリンは挨拶した。

「お待たせ致しました。キャサリン・ウィンスロウです」

　感情のない眼でキャサリンを見下ろして、伯爵は言った。

「これほどお若いお嬢さんとは思わなかった。アーネスト・ギデオンだ。今回の非礼な訪問は許してもらいたい。とても明日にはできなかったのだ」

　音量も抑揚も極めて豊かな魅力的な声だが、やや高圧的に響く声だった。

　腰を下ろそうとも、キャサリンに椅子を勧めようともしない。伯爵は立って向き合ったまま淡々と話を続けたのである。

「あなたは今日の昼、一羽の鳥を持ち帰ったはずだ。首から上の頭の部分と尾だけが白い鷲だ。その鳥を返していただきたい」

「それは、伯爵さまの鳥ですか？」

「違う。わたしが友人から預かった鳥だ」

「そのご友人は？」

「ここにはいない。だが、今現在、あの鳥の監督責任はわたしにある」

「その前に、伯爵さまはどうしてここがおわかりになったのです？」

「今日の午後、わたしはあの鳥を湖に放した。まさかあの大鳥を撃つ者などいるはずもないと思ってのことだった。だが、いつまでたっても鳥は戻ってこない。心配になって探してみると、近くにいた者が銃声を聞いたと証言した。落ちた鳥は見つけられなかったが、駆け去っていく馬車なら見たという。その馬車にはこのホテルの名が記されていたと教えてくれたのだ」

「まあ……ですがあの、それだけで？」

　面食らった声になったのは、それなら明日でもよかったのではないかと思ったのが一つと、たかが鳥のことでれっきとした男の人がそこまで血相を変えなくてもと思ったせいだ。

　そんな心を見抜いたのか、伯爵は厳しい表情でキャサリンを見下ろしてきたのである。

「ミス・ウィンスロウ。あれはただの鳥ではない。わたしの友が──もっとも敬愛する畏友が、おのれの右腕に引き替えてもと思っている鳥だ。命に等しく大切にしている鳥なのだ。あれにもしものことがあったらいったいどのように友に詫わびればよいのかと、いいやどれほど詫びたところで到底許されるはずもないと、あれを見失って以来わたしはそのことのみを考え続けていたのだ。あの鳥があなたの下もとにいるのであれば速やかに返してもらいたい」

　金色に光る伯爵の瞳が真っ向からキャサリンを見つめている。

　それは恐ろしい迫力を伴った眼の光だった。

　あの白頭鷲の眼も鋭いが、それとは種類が違う。鷲の眼が冷たく煌きらめいているのに対して、この人の眼は激しく、生々しく、何かたぎるような熱いものを覗のぞかせながら鈍く光っている。

　その眼に吞のみ込まれそうな気がして、キャサリンは思わず喘あえいだ。足が勝手に後ずさろうとするのを必死に抑えなければならなかった。

　たった十四歳の少女でもキャサリンは様々な経験をしている。殺されそうになったことさえ何度もある。多少のことでは怯まない自信があったが、今は一も二もなく頷いてしまいそうになった。それをかろうじて踏みとどまらせたものは他でもない、キャサリンの正義感だった。

　精一杯の勇気を奮い起こし、声が震えないように努力しながら、キャサリンは自分の行動の目的や考えをはっきりと述べたのである。

「伯爵さま。わたしはあの鳥を自分のものにしようと思って持ち帰ったわけではありません。怪我が治り次第、すぐに元の場所へ放すつもりでした。ですから、お返しすること自体は全然かまいません。ですが、あの鳥が本当に伯爵さまのものだと、少なくとも伯爵さまにあの鳥を引き取る権限がおありなのだということをわたしに納得させていただかなくては、お渡しするわけにはいきません」

「ふむ」

　二、三度瞬またたきして、伯爵の眼はまた元の無表情に戻った。

「傷の程度は？　ひどいのかな？」

「いいえ。すぐに飛べるようになるとお医者さまはおっしゃいました」

「では、わたしはあなたがあの鳥を自由にしてくれることを信じて引き取るべきかもしれんが、それはできない。今も言ったように、あれはわたしのもっとも大切な友から預かった鳥なのだ。しかし、その証明をどうやってすればよい？　あれはわたしの持ち物ではない。首輪を着けているわけでも、牛や馬のように刻印を打ってあるわけでもないのだぞ」

「ですが、今日の昼には伯爵さまがお手ずからあの鳥を空に放したのでしょう？」

「そうだ」

「でしたら、あの鳥も伯爵さまを見分けられるのではありませんか。わたしはあの鳥さんに、あくまで自分の意思で帰るべきところに帰ってもらおうと思っていました。それが伯爵さまのところだとおっしゃるのでしたら、あの鳥さんも伯爵さまのお迎えを喜び、伯爵さまと一緒に帰りたいと思うのではありませんか？」

　鳥の意見を尊重すべきだという突拍子もない言い分を伯爵は笑ったりはしなかった。

　真顔で頷いた。

「もっともだ。あなたがそれで納得してくれるのなら、あれに決めてもらうとしよう」

　伯爵はホテルの人に命じて、外に待たせてあったらしい馬車から何かを運ばせてきた。

　キャサリンの胸くらいまでの高さがあり、濃紺の絹の覆いですっぽりと覆い隠されている。

　中の様子はわからないが、上部が丸いのがわかる。スタンド式のランプか何かかと思ったら覆いの中身は鳥とり籠かごだった。それも人間の三、四歳の子どもが楽に入れるくらい大きなものだ。

「どうしても今夜中に連れ帰りたかったのでな。──ミス・ウィンスロウ。その鳥がわたしの勧めに従って自ら進んでこの籠に入ったとしたら、その時は連れて帰ってもよいかな？」

「もちろんですわ」

　頷いて、キャサリンは自分の客室まで伯爵を案内した。

　ただし、すぐには室内に通さず、しばらく部屋の前の廊下で待ってもらった。というのも、鳥を止めた止まり木は寝室に置いてある。

　こんな遅い時間に男の人を──しかも召使いや従業員ならともかくこんな立派な紳士を──寝室に通すわけにはいかなかったからだ。

　カーディガンに隠した銃をマントルピースの上に置き、キャサリンはニーナと二人がかりで、鳥を止まらせた横柵を鳥ごと持ち上げて居間に運び込んだ。

　その上でキャサリンは鳥の足と横柵を繫つないでいたリボンを外してやり、廊下への扉を開けて伯爵を迎え入れたのである。

「どうぞ、お入りください」

　シルクハットを手にした伯爵は軽くキャサリンに会釈して室内へ足を踏み入れ、真正面から鳥と対面する形になった。

　伯爵の姿を見た鳥ははっきりと反応を示した。顔が輝くというのは鳥ではおかしな表現だが、まさにそんな感じだった。傷ついた翼で飛び上がろうとさえしたが、伯爵が片手で制した。

「動くな。傷に障さわる」

　その言葉を聞き分けたように、鳥は途端におとなしくなった。

　伯爵は鳥の前に片膝を突き、シルクハットを床に置いて、慎重に鳥の身体を調べた。

　鋭い嘴や大きな鉤爪にも恐れる様子もなく触れて、傷を負った翼を広げて調べたが、その間、鳥はされるままにじっとおとなしくしていた。

「うむ。たいした傷ではないな」

　安堵したように言って伯爵が鳥の白い喉を撫なでてやると、鳥は甘えるように伯爵の手に頭をすり寄せた。この鳥が伯爵の手をきらっているのでないことは、自分に触れてもよいものだと認識していることは、誰の眼にも明らかだった。

「まったく、おまえらしくもない。銃声と共におまえの行方がわからなくなったと聞いた時はどうなることかと思ったぞ」

　伯爵が吐息混じりに言うと、鳥は小さくなって頭を垂れた。

　その様子がしょんぼりとうなだれているように見えて、キャサリンは急いで割って入った。

「──伯爵さま。そんなにこの鳥さんを叱らないでくださいな。悪いのは鳥さんを撃った犯人なんですから」
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　ギデオン伯爵は再びシルクハットを手に立ち上がり、キャサリンを見下ろした。

　さっきの物騒な気配とはうって変わった温かい眼の色だった。

「ミス・ウィンスロウ。あなたには感謝の言葉もない。そしてどうか、わたしの失礼な態度を許してもらいたい。初めは、あなたがこの鳥を撃ったのではないかと思ったのだ」

「いいえ、わたしも最初は伯爵さまを、この鳥を盗みに来たのかしらと疑いましたから」

　キャサリンが正直に言うと、伯爵は初めてゆったりと表情をほころばせた。おもしろがっているような顔だった。マントルピースの上をちらりと見やって微笑する。

「なるほど。それであんな物騒なものを抱えていらしたか」

　赤くなったキャサリンだった。カーディガンの下の銃に気づかれていたらしい。

　それではこの人の態度があまり友好的でなかったのも無理のない話だ。

　伯爵はあの巨大な鳥籠の入り口を開けて、入るように鳥に促したが、鳥は難色を示した。

　何度か瞬きして、どうしても入らなくてはいけないだろうかと伺うように首を傾げて伯爵を見上げたので、伯爵は苦笑しながら鳥に言い聞かせたのである。

「気に入らないのはわかっている。だが、今は仕方がない。いくら夜更けとはいえ、おまえを腕に乗せて歩いたりしたら、わたしはたちまち注目の的だ」

　乗せていなくても充分に注目の的だろうとキャサリンとニーナは同時に思ったが、もちろん口に出したりはしなかった。

「ご婦人の部屋にいつまでも長居をするものではない。入りなさい。──それとも傷が痛くて自分では入れないのか？」

　再度言うと、鳥は一つ羽ばたきして、横柵から鳥籠の入り口にひょいと飛び移った。

　さらに鳥籠の中の止まり木へ飛び移って、キャサリンを見つめて高い声で鳴いてみせた。

　伯爵が笑いながら言う。

「あなたに礼を言っている」

「まあ、ありがとう」

　相手が籠の中の鳥では握手するというわけにもいかなかったので、キャサリンは笑顔で言い、ピエトロ医師から渡された傷薬を伯爵に差し出した。

「伯爵さま。これをお持ちになってください。お医者さまが出してくださった傷薬です」

「かたじけない。ミス・ウィンスロウ。後日あらためてお礼に参る」

　伯爵は頭に乗せたシルクハットの縁をちょっと持ち上げて挨あい拶さつに代え、大きな鳥籠を楽々と右手に提さげてホテルの廊下を歩いていった。

　それを見送ったニーナは部屋の扉を閉めると、興奮の口調で言ったのである。

「驚いた。不思議な雰囲気の方ですねえ！　初めはちょっと怖い方のように見えましたけど、クレストでは男の方もあんなに髪を伸ばすんでしょうか？」

「さあ……それはどうかしら？」

　思いがけない来客にすっかり眼が覚めてしまったキャサリンはニーナにお茶を淹いれてもらい、首を傾げながら呟つぶやいた。

「クレストの風習は知らないけれど……あの方はもしかしたら異種人類かもしれないわ」

　ニーナが眼を見張ってキャサリンを見つめてくる。

「お嬢さま。わかるんですか？」

「何となくよ。そんな感じがするの」

「ではあの……あの鳥さんもですか？」

「それはわからないわ。伯爵さまにしてもそうよ。はっきりとは言い切れないもの」

　キャサリンはダムーのような鋭い感覚は持ち合わせていない。

　一目で相手の種族を見抜くというわけにはとてもいかない。

　伯爵のことも、最初はあの姿に圧倒されて、普通に話している分には気づかなかった。

　だが、あの時、自分を貫いた伯爵の金色の眼まな差ざしは、とても人のものとは思えなかった。

　それでも、あなたは異種人類ですかとは、伯爵にもあの鳥にもキャサリンは尋ねなかった。

　以前スウェン氏に言われたことを覚えていたからだ。

　しかし、ニーナは鳥が沈黙していたことを不満に思ったらしい。

「本当にしゃべれるんでしたら、あの鳥さんももっと早く言ってくれればよかったんですよ。そうすれば伯爵さまに連絡も取れましたのに」

「それは無理よ。あの鳥さんは銃で撃たれて怪我をしたばかりだったのよ。ましてわたしとは初対面だもの。信用できるかどうか見極めるのに時間を掛けたとしても不思議じゃないわ」

　お茶を飲んでしまうと、再び寝間着に着替えたキャサリンは今度こそ寝台に潜り込んだ。

　明日は午前中にイサベルが迎えにくることになっている。

　早く起きて朝食を済ませておかなければならなかった。




　待たせていた馬車に乗り込んだギデオン伯爵は鳥籠を座席には乗せずに床に置いた。

　座席に置くには鳥籠が大きすぎて馬車の天井につかえてしまうからだ。

　この馬車はキャサリンが昼間使っていたものとは違い、客席部分は箱形になっている。

　馭者はその外で手綱を取っている。

　馬車が走り出した。後部座席に腰を下ろした伯爵は深夜に響く蹄ひづめの音に耳を傾けていたが、やがて誰にともなく話しかけた。

「ガルーシャ」

　答えはない。伯爵は囁くように言葉を続けた。

「あまり驚かせてくれるな。血の気が引いたぞ。おまえにもしものことがあったら、わたしは父君に申し開きが立たないところだ」

　すると、馬車の床に置いた濃紺の覆いの中から声が返ってきた。

「面目次第もありません。油断しました……」

　若い男の声だった。恥じ入るあまり呻くような口調である。

「ですが、シルヴァ。これも怪我の功名というものかもしれません。おかげでおもしろい話が聞けました」

「ほう？」

　南国の町は夜になっても眠りにつくことはない。

　特に繁華街では、あちこちの酒場からにぎやかな喧けん噪そうと歌声が響いてくる。

　伯爵と鳥とり籠かごを乗せた馬車はそんな通りの中を軽快に走っていった。







　　７







　ミロの町がまだ寝入っている頃、キャサリンとニーナは起き出して朝食を頼んだ。

　珍しい南国の果物を使った絞りたてのジュースに焼き卵、ベーコンに数種類のパンといった献立だった。

　上陸した時から思っていたことだが、この国は野菜も果物もびっくりするほどおいしい。

　しかもリベラ・ホテルの料理人の腕は超一流である。こんな簡単な朝食でさえ、思わず感心するほどの味だった。

　イサベルがリベラ・ホテルの部屋を訪ねてきたのは、キャサリンとニーナがその朝食を終え、外出の支度もすっかり済ませた頃だったので、三人は早速出発した。

　ホテルの前には辻つじ馬車が待っていた。三人はそれに乗り込み、イサベルが言った。

「デル・サピオの薔ば薇ら屋敷までやってちょうだい」

　馬車が走り出したが、キャサリンはちょっと不思議に思った。マラカム家はエルディアでも屈指の資産家である。わざわざ辻馬車を拾わなくても自分の家の馬車を使えるはずだった。

「デル・サピオというのはどの辺ですの？」

「それほど遠くはありませんわ。ミロの郊外ですから」

　行きの馬車の中で、イサベルはこれから訪ねる人のことを話してくれた。

「彼女の名前はマリア・カタリナ・アントゥーニャ・スパーダ。──スパーダのマリアです」

「えっ!?」

　友人と聞かされていただけに、その意外な名前にキャサリンは驚いた。

「お友達なんですか？　その方と？」

「ええ。ふとしたことで知り合ったんです」

「ですけど、その方のお家とイサベルさんのお家とは……」

「はい。家同士は競争相手ですが、わたしも彼女も八家の中では……いわば部外者ですから」

　スパーダのマリアは側室を辞した後、本家には戻らなかった。

　ミロの町はずれにある屋敷で、ひっそりと暮らしているのだという。

「彼女は今までミロを出たことがありませんから、外の世界の話を──特に外国の方のお話をとても喜ぶんです。だからキャサリンに行ってもらおうと思ったんですわ」

「まあ。わたしで何かお役に立ちますかしら？」

「もちろんですわ。それに、本当のことを言いますと……キャサリンにはぜひマリアに会ってもらいたかったのです。わたしもこの国の人間ですから、問題点をわかっているつもりでも、やはり見えない部分も多いと思うのです。ですから外国の方の率直な意見を──通常こうした場合に平均的な外国の方が──それも未婚の女性が、どういう反応を示すのかというところを、見せていただきたいのです」

　ニーナがそっと小さなため息を吐いたことにイサベルは気づかなかった。

　狙いはよくわかる。自分たちにとって当たり前のことを外国の女性たちはどう判断するのか知りたいというのだろう。

　しかし、相手がキャサリンでは、率直という点では限りなく正確な意見が聞けるだろうが、平均的という点ではおおいに疑わしいと言わざるを得ないのだ。

「彼女は十六歳で後宮に入りました。その時分にはわたしの姉のマリアと競争相手でしたが、一年後、姉にはリカルドが生まれ、そして彼女は子どもに恵まれなかったのです」

　くっきりと明暗が分かれたことになる。

　キャサリンは少し心配になり、ためらいながらも言っていた。

「イサベル。あの、こんなことを言って気に障ったら申し訳ありません。ですけど、それではその方は……イサベルに対してあまりいい印象をお持ちでないのではありませんか？」

「わかります。キャサリンがそう思うのももっともですわ。これがエルディアの人でしたら、マラカム家のわたしとスパーダ家のマリアが親しい友人だと言っても決して信じようとしないでしょうね。でも、一度マリアに会ってくださればわかります。彼女はとても素敵な人ですわ。彼女を見ていると、わたしは時々……」

　言いかけて、イサベルは言葉を濁した。

　自宅の馬車を使わずにわざわざ辻馬車を拾ったわけもこれで納得できた。まさかマラカム家お抱かかえの馭者に、スパーダのマリアのところへ行ってくれとは言えなかったのだろう。

　辻馬車は目的地で彼女たちを降ろすと、また次の客を拾いに町へ戻っていった。

　帰りはどうするのかと思ったら、迎えに来てくれるように別の馬車を手配してあるという。

　さすがに大使の第二秘書を務めるだけあって、することにそつがない。

　薔薇屋敷はその名の通り、薔薇の垣根に囲まれた屋敷だった。

　敷地は広いようだが、家そのものはそれほど大きくはない。二階建ての石造りで、その壁に蔦つたが這はっている。落ちついた雰囲気の屋敷だった。

　馬の気配がするから裏のほうには厩うまやがあるらしい。

　玄関の前には小さな花壇があった。召使いの服装をした三十歳くらいの女性が花の手入れをしていたが、イサベルを見ると笑顔で立ち上がった。

「いらっしゃいませ。奥さまはすぐにお戻りになりますから。先にどうぞ中のほうへ……」

「あら？　早すぎましたか」

「いいえ。とんでもない。犬の散歩にお出かけになったんですよ」

　玄関前でそんなことを話している間に、彼女たちの後ろから声が掛かった。

「イサベル、ごめんなさい。お待たせしましたか？」

　キャサリンは少なからぬ驚きを持ってその人を見つめたのである。

　元は皇太子の側室だというので、そして側室に上がる女の子たちは流行の美容法や礼儀作法ばかりを教わるということだったので、無意識に生活感のない派手な人を想像していたのだ。

　事実、スパーダのマリアはきれいな人だった。絶世の美女と言ってもいいくらいだった。

　南国の人らしい黒い髪に黒い瞳ひとみをしている。しかし、顔にはほとんど化粧気もなく、何よりその肌は陽に焼けて健康そうだった。身につけているものも至って実用的な散歩服である。

　連れている犬は茶色の中型犬だった。キャサリンとニーナという知らない人を前にして眼を輝かせているが、飛びついたりはしてこない。

　いささか変則的ではあるが、玄関の外でキャサリンとマリアは初対面の挨あい拶さつを交わした。

「失礼しました。すぐに戻ってくるつもりだったのですけど、このサンチョがいたずら好きで、なかなかまっすぐ歩けなかったんですわ。前の飼い主はあまり散歩をさせなかったらしくて」

　こぼれるような気持ちのいい笑顔である。キャサリンも笑って頷うなずいていた。

「わかります。わたしの家にも犬がいますもの。雨続きでなかなか散歩ができなかった後など、とても言うことを聞いてくれません。無理に言えば聞いてくれますけど、それもかわいそうになるんですわ。──こんにちは、サンチョ」

　キャサリンとイサベルはそのまま客間に通され、ニーナは台所の手伝いに向かった。

　案内された客間もくつろげる雰囲気だった。調度品も質のいい、使い込んだものばかりだ。

　部屋の片隅にタペストリーをはめ込んだ衝つい立たてが置いてあった。大きさも柄も見事なものだ。恐らく女主人のお手製だろう。大きな窓からは中庭が一望できる。

　そのまま外へ出られるようにもなっていて、まるで庭から続いているような部屋だった。

　お茶が運ばれてきた。果物をたっぷり使った焼き菓子が添えられている。できばえは最高で、先日お店で食べたお菓子に勝るとも劣らない味だった。

　スパーダのマリアは思いやりのある声の持ち主で、しかも人をくつろがせる雰囲気を持った人だった。キャサリンが語るバナディスの様子に熱心に耳を傾け、特にキャサリンの学校生活に興味を示した。同じ年頃の少女たちとどんな話をしているのかということはもちろんのこと、歴史の時間には東大陸の沈没を習い、数学では幾何や代数を勉強し、社会の時間には諸外国とバナディスとの関係も習っていると話すと、マリアは素直な驚きを示したのである。

「キャサリンは十四歳でしょう？　十四歳のわたしはエルディアの特産物が何かということも知りませんでした。それどころかエルディア以外の国があることすら知りませんでしたのに」

「まあ、そんな……」

「もちろん知識として知ってはいましたが、本当に存在しているものだとは思いませんでした。いいえ、知ろうともしなかったと言ったほうが正しいでしょうね」

　それからマリアは自分のことを話し始めた。

「後宮で暮らした一年のことは、今思い返してみても現実とは思えないほどです。コルテスのマリアに男の子が生まれて──その子で五人目の男の子でした。翌日わたくしは側室を辞し、王宮に与えられていた住まいを引き払うようにと、当時の女官長に言われたのです」

　何とも露骨な話である。

「実家に戻ったところで、わたしには居場所などありませんでした。本家にとってもわたしは厄介者だったのでしょうね。エレーナ……さっきの召使いですが、これからは彼女と二人で、この屋敷で暮らすようにと言われました。ついこの間までの華やかな暮らしとあまりに落差が激しくて、自分が惨めな敗残者でしかないのだといやでも思い知らされるようで、ここへ来てしばらくの間は何をするでもなく、ぼんやりと過ごしていました」

「失礼ですが、わたしにはそれのどこが敗残者なのか、わかりませんわ」

　はっきりと言ったキャサリンだった。

「お家の都合で振り回されて、男の子を産めなかったら惨めだなんて。わたしも一人娘ですが、父はわたしを生んだ母のことを敗残者だなどとは決して思っていないはずです」

　マリアは優しく微笑んだ。

「知っています。エリオット卿きようご自身が殿下にそうおっしゃったそうですわ」

「殿下？　アンネウス二世殿下のことですか？」

「はい。わたしは今でも時々は王宮へ出向いて、殿下のお話し相手を務めていますから」

　キャサリンは驚いた。

　側室を辞した女性は二度と王宮にも皇太子にも関わることはないと思っていたからだ。

　さらに言えば、それは本当に『話し相手』だけなのかと疑ったが、さすがに口には出せない。

　しかし、キャサリンの心情は充分に伝わったらしく、マリアはやんわりと言ったのである。

「皇太子候補が五人生まれた後ならば、どんな女性を傍に寄せたところでかまわないのですよ。その女性は皇太子妃にも側室にもなれませんから。──現にイサベルの叔母様もそうでした」

「えっ？」

　イサベルが頷いて言う。

「叔母はやはり御お子こには恵まれず、不遇のうちに側室を辞しましたが、その後、結婚もせずに三十年もの間、亡くなられたルシウス一世にお仕えしていた人です」

「まあ……」

　忘れかけていた王家に対する怒りが再び、ふつふつと燃え上がってくる。その怒りのままに、キャサリンはきつい口調で言っていた。

「お国の事情は何もかもわたしには信じられないことばかりです。過去の偉大な国王が決めたことだから、昔から続いてきたことだからという理由はわたしにはとても納得できませんわ。誰かがこの風習を断ち切らなくては。──こんなことを言ってはいけないのかもしれませんが、まずは皇太子殿下が率先してこの習慣を廃止するべきではありませんか」

　自分のこの言葉がマリアを通して皇太子の耳に入ってもかまわないと思ってのことだったが、マリアはゆっくり首を振った。

「いいえ、もっともお気の毒なのは殿下なのです。殿下が初めて側室たちと接するのは十五歳、今のあなたとほとんど変わらない年頃です。そして、その時までに周囲の人間が教えるのは、国のため、王家のために、より良い世継ぎを儲もうけなければならないということだけなのです」

「ええ、本当にそうです。アンネウス二世殿下が皇太子に決定した後、叔母のマリアは殿下の母親代わりをも務めていましたが、よく話していました。殿下はご公務について非常にお心を痛めておられると。深く苦悩していらっしゃると。それでも、殿下お一人のお考えでどうなるものでもありません。何より王家の風習は殿下に考える時間を与えなかったのです」

「それはわたしたちも同じことです。あの頃のわたしには自分の感情などありませんでした。ただもう他の側室たちより一歩を先んじなくてはと、そればかりを考えていましたから」

　だが、結局、スパーダのマリアには子どもは生まれなかった。

「本当に、今にして思えば、なんて無駄なことに時間を費やしていたのかと思います。ですが、それは後になって初めてわかることなんですわ」

　マリアの声はしんみりとして実感がこもっていたが、まだ十四歳のキャサリンにはその心は量りかねた。

　軽快な馬車の音が近づいてきた。通り過ぎるのかと思ったら、その音は屋敷の前でぴたりと止んだのである。

　しばらくして、召使いのエレーナが何やら複雑な顔でやってきた。

「奥さま。あの、末の妹さまがお越しです」

「えっ？」

　マリアは驚いた様子で問い返した。

　妹が姉を訪ねてどこがおかしいのか、キャサリンにはわからなかったが、マリアにとってはこの訪問はかなり意外なことだったらしい。エレーナにとってもだ。明らかに戸惑っている。

「いかが致しましょう？」

「会わないわけにもいかないでしょう。お通ししてちょうだい」

　エレーナは机の上に出ていたお茶の道具と菓子皿を手早く片づけ始め、マリアとイサベルは意味深な目配せを交わし、そしてイサベルはキャサリンを促して席を立った。

　末の妹ということはスパーダ家の人だろう。マラカム家のイサベルがそこに同席することはありがたくないことなのだろうと判断して、キャサリンもすんなり立ち上がった。ところがだ。

　何と、イサベルは客間の片隅に置かれた衝つい立たての向こうにキャサリンを誘ったのである。

「イサベル？」

　キャサリンは驚いた。これでは席を外したことにならない。マリアと妹との会話が筒抜けになってしまう。

「待ってください。まさかここに隠れようと言うんですか？」

「はい」

「そんな！　失礼じゃありませんか！」

　イサベルはこんなことを言い出す人ではないはずだから、キャサリンは盛大に訴えた。

　なお驚いたのはこの状況でマリアが黙っていることだ。

「マリア！」

　助けを求めるつもりでその名を呼んだのに、マリアも首を振って言ったのである。

「いいえ、どうかそこにいらしてください」

「ですけど、これでは盗み聞きになります！」

「はい。盗み聞きしてください」

　おっとり穏やかな顔でとんでもないことを言う。

　キャサリンが絶句していると、マリアはさらに言った。

「できれば衝立の隙間から覗のぞき見もお願いします。妹の姿を見ておいてほしいのです」

　そんな無茶なと思ったが、もう手遅れだった。客人が廊下をやってくる気配がする。

　やむなく、キャサリンはイサベルと一緒に衝立の後ろに隠れたのである。

　その時は何故こんなことをという不満でいっぱいだったが、部屋に入ってきたマリアの妹を衝立の隙間から見た途端、息を吞んだ。

　姉が現実的な女性なら、こちらはまさに非現実的を絵に描いたような少女だったからだ。

　歳としはキャサリンと同じくらいに見えた。病的なくらい肌が白い。真っ白と言ってもいい。

　最初は陽に当たらないせいかと思ったが、それだけではなかった。キャサリンと同じ年頃の少女なのに異様なまでに入念に白粉おしろいをはたいているのだ。対照的に唇は真っ赤に染めてある。

　くっきりと眉まゆを描き、眼の周りを色濃く縁取り、睫まつげを長く見せるためなのか睫墨マスカラまで黒々と塗っている。そのせいで真っ白な肌の中で大きな眼と真っ赤な唇だけが浮き上がって見える。

　姉によく似た黒髪は入念に梳くしけずってつやを出した上、細い鏝アイロンを使ってたっぷりとした巻き髪につくり、銀ぎん粉こまで振りかけて光らせている。

　手には帽子を持っていた。陽射しを避よけるためなのだろう、馬鹿げているくらい鍔つばの大きな、色とりどりの鳥の羽を飾りにつけた帽子だった。

　身につけているものは純白の絹繻子サテンのドレスだった。切れ端だけでもいくらするのか想像もつかないほど高価なものだ。靴下も白のレース、新品同様のぴかぴかの靴は赤、高たか襟えりの首には真珠の首飾りを下げている。とても子どもの服装とは思えない、きらきら輝くような姿だった。

　まるで砂糖細工のお人形のような少女は流れるような物腰でマリアの前までやって来ると、優雅に膝ひざを折って挨あい拶さつしたのである。

「ごきげんよう、お姉さま」

「ありがとう。あなたもお元気そうで何よりです」

　少女はゆっくりと、細い足を見せつけるようにして、今までキャサリンが座っていた椅子に腰を下ろした。そんな仕し種ぐささえ実になめらかで、まるで猫のようだとキャサリンは思った。

　ただし、少しばかりつくりすぎた不自然な猫だ。

　これがケイティならこんなに着飾っていなくても、これほど計算ずくめに振る舞わなくても、軽やかだということを感じさせないくらい足取りも身のこなしもきれいなのだが、この少女のそれは何だか舞台の上のお芝居を見せられているような気がした。

　キャサリンにとっては親類の結婚式に出席する時にしか着ないようなとっておきの晴れ着も、マリアが特に驚いた様子を見せないところから判断すると、これがこの少女の午前中に姉を訪問する時の普通の服装らしい。

「今日はまた、こんな日ひ中なかに突然どうしました？」

「はい。まだ内々ではありますが、コルテス家の少年が次期皇太子に決定したことをお伝えに参りました」

　衝立の陰でキャサリンは息を吞み、マリアは鷹おう揚ように頷うなずいたのである。

「わかりました。ですけど、いちいちわたしに知らせに来なくてもよいのですよ」

「いいえ。お姉さまはその少年について何かご存じではないかと思ったのです」

「わたしが？」

　マリアの顔に浮かんだ驚きは本物だった。

「わたしはここで隠いん遁とん生活を送っているのですよ。どうしてそんなことを知り得ましょうか」

「お姉さまは今も殿下の下もとに足あし繁しげくお通いになり、親しくさせていただいているのでしょう？　殿下のお言葉の端々から何かお察しになれることもおありなのではありませんか」

「いいえ。あなたもよく知っているはずです。殿下はご自分の御お子こたちに会ったことすらないのです。まして部外者のわたしにそのようなことをお話しになる道理がありません」

　とても姉妹とは思えない会話だった。言葉づかい自体も堅苦しいが、少女の顔にはまったく親しみというものがない。

　無表情に姉を見つめていた少女は唐突に言い出した。

「お姉さまは本当にお気の毒でした。スパーダ家のために力を尽くしてこられたのに、お運がなかったばかりに、こんな離れに押し込められて、犬や馬を相手に日々を送るしかないなんて。そんな粗末なものをお召しになって……お顔もそんなに陽に焼けてしまって……」

「太陽の下を歩くのは気持ちがいいものですよ。健康にもよいのです。朝日ならば陽に焼けることもありませんから、あなたもやってみてはどうですか？」

「いいえ、とんでもない。勝手気ままにそんなことはできません。皇太子殿下の──今はもうコルテス家のフェルナンドさまと言わなければなりませんが、その方のご公務に合わせるのがわたくしの務めです。──ご公務はやはり夜間に行われるものなのでしょう」

「そうです。少なくともわたしの時はそうでした。ですが、心配は無用です。王宮でも側室に対して不公平にならないように気を配って、均等に機会を設けてくれますから」

「それを聞いて安心致しました。わたくしが王宮に上がるのは三年後になりますが、残る三年、どうかよろしくご教授のほど、お願い致します」

　着席したまま一礼すると、少女は立ち上がってもう一度、膝を折った。

　その上で、姉を見つめてはっきりと言った。

「お姉さまのご不幸には同情致しますが、わたくしはお姉さまのようにはなりたくありません。立派なよい御子を産んでみせます」

「ご幸運を祈ります。めでたく男の子を産めるかどうか、こればかりは運次第ですから」

「心得ております」

　部屋を出て行こうとする妹に、姉は引き留めるように声を掛けた。

「マリア」

「はい」

「あなたにもいずれわかる時が来ると思います。失って初めて得るものもあるのですよ」

　白い仮面をつけたような少女は無表情に姉を見つめ返しただけだった。

「なくしてからでは手遅れですわ。それに、わたくしは何もなくしたりは致しません」

　高圧的な口調で言うと、少女は扉の前でさらにもう一度、一礼して、足音も立てずに部屋を出て行った。




　キャサリンは深い息を吐いていた。

　何とも言いようのない疲れが一気に襲いかかってくる。外は晴れたいい天気だというのに、心の中に重い雲がどんよりとのしかかってくるような気がした。

　一緒に覗のぞき見をしていたイサベルが衝つい立たての陰を出ながら言う。

「あれが八家のマリア──未来の側室候補です。どう思いました？」

「……どうもこうも……言うべき言葉もありませんわ。──いつもあんなに濃いお化粧を？」

　マリアは当然のように頷いた。

「はい。あの子たちは人前に素顔を曝さらすことはありませんから」

「ですけど、妹さんはいったいいくつです？」

「十四歳。あなたと同い年です。かつてのわたしもそうでしたが、八家のマリアは十歳になる頃には毎日お化粧をするようになります」

「考えられませんわ！　わたしの国でそんなことをする少女がいるとしたら……」

　口くち籠ごもったキャサリンだった。以前ロマンス・ノベルズで読んだことがあるのだが、それは間違っても淑女の口にしていい言葉ではないからだ。

　しかし、今は到底黙っていられずに、押し殺した声で言っていた。

「……お化粧の種類にもよりますが、もしわたしの国でそんなことをするものがいるとしたら、少女売春を働く娼しよう婦ふだけです」

　マリアとイサベルは顔を見合わせて、真剣な表情で頷いたのである。

「やはり、外国の方にはかなり異様に映るようですね」

　マリアが言えば、イサベルも苦い笑いをこぼした。

「わたしの妹もあんなふうなんですよ。いつもわたしの不幸に同情してくれています」

「彼女たちから見れば無理もないことなのでしょうね。わたしは側室に上がりながら後継者に恵まれなかった。──イサベルに至っては最初から候補にも上げられなかった」

　マリアは言って、再び席に着いたキャサリンに向き直った。

「ですが、あれは昔のわたしです。十五年前のわたしそのものですわ」

「信じられませんわ！」

　この時ばかりは素直に驚きの声を発したキャサリンだった。

　平日の昼間からサテンのドレスを纏まとう砂糖細工のような少女が、どんな心境の変化があって太陽の下で犬の散歩を楽しむ健康的な婦人になったのか、本当にわからなかった。

「ここへ来て半年も経った頃だったと思います。ちょうど今日のようにとても天気がよくて、部屋の中まで花の香りが漂ってきて……、一人で庭へ出てみたのです。そんなことをしたのは生まれて初めてでした」

　面食らったキャサリンだった。

「初めてって……それまであの、ご自分のお屋敷のお庭に出たことがなかったんですか？」

「はい。太陽の光を浴びて肌を焼いたりするのは大変な罪悪だと教わって育ったものですから。長年の習慣というものは覆しがたいもので、ここへ来た後もずっと部屋の中から日向ひなたを眺めていたのですわ。でも、あの時は、花に誘われたとでも言うのでしょうか。ここから見える庭の様子が本当に美しくて、もう誰も、太陽の下へ出てはいけないという人はいないのだと思って、当時のわたしにはまだかなりの勇気が必要でしたが、本当に思いきって庭へ出てみたのです。そうしたら外の空気があまりにすがすがしくて、気がついたらそのまま門の外へ出ていました。そんなことをしたのも生まれて初めてでした。──それからは毎日外を歩いて、いつの間にかほとんどお化粧もしなくなって……一年後、殿下に再会した時、あんまり黒くなっていたので最初は誰だかわからなかったと言われたほどです」

　マリアは楽しそうに笑っていた。

「実家にいた頃、外出と言えば観劇や舞踊見物に限られていましたし、いつも陽が暮れてから、必ずお供が一緒でした。行き先も決めずに一人でふらりと家の外に出るなんて、そんなことができるなんて、考えたことすらなかったのです。その時、わたしにはこんなことができるんだ──できるようになったのだと、無性に嬉うれしく思いました。八家のマリアの真の不幸はそこにあります。籠かごの鳥は籠の中にいることを自分では知らないのです」

　先程の少女の様子を思い出して、さもありなんとキャサリンも思った。

　自分の家の庭に出たこともない、恐らくは自分の足で道に立ったこともない少女。

　外を歩くことがあるとしたらほとんどが夜、それも家の玄関から馬車まで、馬車から劇場の入口までのほんの短い距離にすぎず、しかもそれを当然だと思っている。

　吐息と共にキャサリンは言った。

「それでは、妹さんは、乗馬をしたこともないのでしょうね」

「もちろんです。落馬でもしたら大変ですから。わたしもここへ来て、初めて馬を覚えました。馬や犬や、庭の草花もそうですが、生き物の世話をするのは楽しいことですわ」

「そのお気持ちはよくわかりますわ」

　マリアは頷うなずきを返し、微苦笑を洩もらして言った。

「わたしは今の暮らしに満足しているのですけど、妹にはそれがわかりません。わたしが何を言っても負け惜しみにしか聞こえないようです。無理もありません。わたしも少女の頃は先代スパーダのマリアのことを──わたしの叔母に当たる人ですが、ああはなりたくないといつも思っていましたから」

「さっき、エレーナは末の妹さまと言いましたけど、他にも妹さんがいらっしゃるんですか」

「ええ、歳の近い妹が二人います」

「まさか、その妹さんたちも……お名前は……」

「みんなマリアです。ですから家にいる時はわたしは一のマリア、すぐ下の妹は二のマリアと、そんなふうに呼ばれていました」

「まあ……」

「殿下が十五歳になられた時、わたしは十六、妹たちは十五と十四。昔なら三人揃って側室になるところですが、今は一家から出せる娘は一人と決められています。そこで誰が側室として後宮に入るかを二人の妹と競ったんですわ」

「競った、とおっしゃいますと……？」

「わたしたちが教わるのは主に芸事と礼儀作法、それに王家の歴史です。試験官は親類一同が務めました。わたしたち三人を試験して、その結果わたしが選ばれたのです」

　マリアは何とも複雑な表情を浮かべていた。

「今思えば本当に愚かなことですが、わたしはその時、勝ったと思ったのですよ──妹たちに。わたくしが一番美しくて賢いから、わたくしがもっとも優れているから、スパーダ家の代表に選ばれたのだと、誇らしくさえ思いました」

「…………」

「わたしは知らなかったのです。わたしに求められているのはただ、八家の娘であることだけなのだと。八家の娘なら、そして男の子を産める腹を持っているなら、誰でもよかったのだと。そんな当たり前の事実に気づいたのは、ここへ来てからのことでした」

「その二人の妹さんたちは、今は？」

「それぞれ嫁ぎました。思えば、妹たちは幸せです」

「マリアは、ご結婚はなさらないのですか？」

　思い切って尋ねてみた。皇太子より一つ年上ということはマリアは二十九歳になっている。婚期を遠くすぎているが、これだけ素敵な人なら、いくらでも相手は見つかるはずだった。

「今も皇太子殿下のお話相手を務めているとおっしゃいましたが、殿下は……フェルナンドのお母さまと結婚なさるのでしょう？」

　控えめに問いかけると、マリアは微笑しながら頷いた。

「そうです。あなたには納得できないことでしょうが、この国ではそれが決まりですから」

　マリアは急に難しい顔になると、イサベルに視線を移して言った。

「あなたのところも、これから大変でしょうね」

「ええ」

　イサベルも硬い顔だった。

「妹の張り切りようが今から眼に見えるようです。でも姉は……どんな反応を示すか、想像もつきません。まず出家はしないと思いますが……」

「くれぐれも気をつけて差し上げてください。間違ってもフォテスキューのマリアのようにはならないように」

「わかっていますわ」

　しかし、キャサリンには意味がわからない。

　首を傾げていると、依然として厳しい表情のマリアが話してくれた。

「フォテスキューのマリアは、わたしと同じく御お子こには恵まれなかった人ですが、わたしとは大きく事情が異なります。側室を辞す時、彼女は既に妊娠していたのです。そして四ヶ月後、生まれたのは男の子でした」

　イサベルが後を引き継いで言う。

「でも、手遅れです。五人の男の子が既に誕生した以上、その子は後継者候補にはなれません。フォテスキューのマリアは絶望し、子どもを道連れにして自殺しました」

「ええっ!?」

　そんな馬鹿なとキャサリンは言いたかった。そうまでして、そんな犠牲を払ってまで、なぜこの風習を守るのかと喉のど元もとまで出かかったが、二人の厳しい表情の前では何も言えなくなった。

　ますます重苦しい沈黙が部屋を支配する。

　それを振り払うようにマリアが一転して明るい声で言った。

「ごめんなさい。すっかり暗い話になってしまいましたね。キャサリン、よかったらわたしの庭と馬を見ていってくれませんか？」

「ええ、喜んで」

　マリアが手がけた花壇は見事な出来映えだった。馬は栗毛の雌めすで、優しくておとなしそうでキャサリンには正直もの足らないくらいだったが、いかにも健康そうで、つやつやしている。

　イサベルとキャサリンはマリアの家で昼食をご馳ち走そうになり、やがて迎えに来た馬車に乗って町へ帰った。

　帰りの馬車の中で、イサベルは吐息混じりにこんなことを洩もらした。

「わたしは時々思うのです。姉に比べたら、あのマリアのほうがずっと幸せなのではないかと。姉は十代の後半から二十代のほとんどをマラカム家に閉じこめられて、リカルドのためだけに過ごしてきたのです。それなのに──今となってはすべて無駄に終わってしまいました」

「お姉さまはこれからどうなるのでしょう？」

「わかりません。叔母は未いまだに独身ですし、大叔母は出家しました。今まで選から洩れた皇太子妃候補はたいていそのどちらかを選んでいます。稀まれに他の男性と結婚した人もいますが……その場合は子どもの存在が大変な障害になるんですわ。将来はこの国の国王になるのだと思いこんでいた少年ですから、新しい環境や新しい父親に馴な染じめるわけもありませんし……」

　イサベルの深い吐息は収まる気配もない。

　キャサリンはあらためて、ふつふつと怒りがたぎってくるのを感じていた。
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　ホテルの前で馬車を降りたキャサリンはイサベルと別れた。

　次期皇太子に決定したというフェルナンドや、リカルドも含むそれ以外の四人の少年たちとその母親たち、どんな運命がこれから彼らを待ち受けているのかと、そんなことを考えながらホテルの玄関に向かったので、既に顔なじみになっていたドアマンが話しかけてきたことにも最初は気づかなかった。

「ミス・ウィンスロウ」

「あ、はい！　ごめんなさい、考え事をしていたもので……なんですの？」

　ドアマンは慇いん懃ぎんな物腰で、もう一度言った。

「お客さまが特別室でお待ちです」

　特別室とは大仰な名前だが、要するに第二のロビーとも休憩室とも言える場所だった。

　玄関に面したロビーでは騒がしいと感じる客が、それも上客がよく利用する談話室のことで、中庭に面していて、お茶も楽しめるようになっている。

　急いで行ってみると、特別室には一人しかいなかった。その人は新聞を広げて読んでいたが、キャサリンを認めて立ち上がった。

　ギデオン伯爵だった。

「伯爵さま。お待たせしてしまったのでしたら申し訳ありませんでした」

「いや、お気遣いなく。今からまたどこかへお出かけかな？　ならば出直すが……」

「いいえ。またお目にかかれてこんなに嬉うれしいことはございませんわ」

　明るいところで見ると（リベラ・ホテルの特別室は陽射しがふんだんに入るつくりである）この人の一風変わった美び貌ぼうはさらに際だって見えた。

　伯爵は向かいの席を示して座るように促すと、給仕を呼んで二人分の飲み物を頼み、練絹に包んだ平たい包みを差し出した。

「まずはこれをお返しする」

　開けてみるとキャサリンのハンカチだった。

　鳥の足に結んだまま外すのを忘れていたものだ。きれいに洗ってアイロンまで掛けてある。

　何より中身のハンカチより外側の生地のほうが遥かに立派だったので、キャサリンは中身を受け取ると、練絹はきちんとたたんで伯爵に返したのである。

「わざわざ届けてくださるなんて、ありがとうございました。鳥さんはお元気ですか？」

　ほとんど表情の変わらない伯爵の眼が少しほころんだようだった。

「一晩経った今では傷もほとんど痛まないらしい。朝から大変な食欲だった」

「まあ、よかった」

　キャサリンも笑顔で頷うなずいた。

　飲み物が運ばれてきたが、ギデオン伯爵は自分のお茶には手をつけようともしなかった。

　何故か妙にかたちをあらため、ほんの少女であるキャサリンに対して真剣に切り出してきた。

「ミス・ウィンスロウ。今日は折り入って、あなたに話があって参ったのだ」

「わたしに？」

「うむ。一昨日、この町の闘技場でちょっとした事件があったと聞いた。見世物に使う獅子が逃げ出し、客席に乱入したというものだ」

「知っています。わたしはまさにその場に居合わせましたから」

「誰かが危うく殺されるところだったとも聞いたが……」

「ええ。フェルナンドという少年が。少年と獅子との距離は二メートルもありませんでした。思い出してもぞっとします。もしわたしが銃を持っていなければ──伯爵さまが物騒なものとおっしゃった銃ですが──あの獅子は間違いなくフェルナンドを仕留めていたはずです」

　すると伯爵は急に声を低めて、ほとんど囁ささやくように言ったのである。

「ミス・ウィンスロウ。あなたはそれがただの獅子ではなく、異種アナザー人類レイスが形態トランス変化フオームした姿だと考えているらしいが、何故そう思うのかな？」

　キャサリンは驚いた。眼を見張って、逆に問い返した。

「失礼ですが、伯爵さま。わたしがそのように考えていることをどうしてご存じなのです？　わたしがそれを話したのはメイドだけですのに」

「…………」

「それとも、あの鳥さんからお聞きになりましたか？」

「…………」

「あの鳥さんならたとえバスケットの中にいても、馭ぎよ者しや席のわたしとメイドの会話を聞き取るくらい容易なはずです。あの鳥さんがわたしたちの会話を聞き取り、伯爵さまにお話しした。──そうなのですか？」

「そうだと言ったら、わたしの質問に答えてくれるのかな？」

「いいえ。なぜ伯爵さまがそんなことを知りたがるのか、まずそれを答えていただかなくてはなりませんわ」

「ふむ……」

　伯爵は何度か瞬まばたきして、まっすぐ背筋を伸ばしたキャサリンを見つめて、頷いた。

「──よろしい。お話ししよう。もし、あなたの予想が正しければ、一昨日この町の闘技場で暴れ、殺人を犯そうとまでしたものが本当に異種人類だったというのならば、それは明らかな犯罪だからだ。犯罪は厳しく取り締まらなければならない。しかし、極めて遺憾ながら、この国の警察にはその犯人を捕らえることは決してできまい」

　キャサリンも同感だった。

　もしあれが異種人類だったなら、人間の警察官には決して逮捕することはできない。

「わたしはこの国の警察がやるべきことを代わってやるつもりでいる。それがわたしの理由だ。納得してもらえたかな？」

「いいえ。伯爵さま。それだけでは不十分です。伯爵さまの本当のお名前をお聞かせください。──種族名も含めてです」

　今度は伯爵が眼を見張る番だった。

「それは厳しい要求だ。ミス・ウィンスロウ」

「わたしはそうは思いません。わたしは名前も身元も明らかにしていますのに、偽名を使っているとわかっている相手にそうそう本当のことなど言えませんわ」

「偽名ではない。昨日も名乗ったが、アーネスト・ギデオン伯爵というのがわたしの名前だ」

「そのお姿でいらっしゃる時は──でしょう？」

　キャサリンは追及を緩めなかった。これはヘンリーが言っていたことだ。

　彼は特に《蛇》という人間にとってはかなり衝撃的な種族なので、人前では人間用の名前を名乗っているのである。《鰐わに》のスウェン氏もだ。

「伯爵さまのもう一つのお姿とお名前は？　何とおっしゃるのです？」

　キャサリンの厳しい表情と口調を見て、ギデオン伯爵はさらに瞬きして、首を傾げた。

「ミス・ウィンスロウ。あなたは要するに、わたしを信用できないと言うのかな？」

「ご気分を害されたのなら申し訳ありません。でも──そうです。そういうことですわ。何と言っても伯爵さまとは昨日初めてお会いしたばかりですもの」

「それは、わたしが怪しげな人物に見えるということか？」

「いいえ。とんでもない。とてもご立派な方に見えますわ。ですけど……」

　口くち籠ごもったキャサリンだった。一見とても立派な人に見える異種人類の悪人に、先日まさに出くわしたばかりなのだが、そうは言えなかったのだ。急いで続けた。

「わたしには異種人類の友人が何人もいます。純血種の人も、異種人類の血を引く人もいます。ですけど、異種人類のすべてがいい人だとは単純には言い切れません。伯爵さまはあの獅子を逮捕するとおっしゃいましたが、それが間違いない事実であるということを、やはりわたしに納得させていただかなくては、これ以上のことはお話しできません」

　伯爵はあの金色に光る眼でキャサリンをじっと見つめてきた。

　一吞みに吞み込まれそうな眼の光だが、今日はキャサリンも踏ん張った。

　決して負けまいと唇をきつく嚙かみしめ、膝ひざの上で握りしめた手に汗が滲にじむのを感じながらも、じっと黙っていた。

　伯爵は依然として無表情な眼で、緊張に身体を強こわばらせているキャサリンを見つめていたが、その顔がふとほころんだ。かと思うと、喉のどの奥でゆったりと低く笑い出した。

「いや、あなたは実に……勇敢で頭のいいお嬢さんだ。無形種にしては大変な型破りだと皆が絶賛するのもわかる」

「は？」

　キャサリンの台詞せりふは大きく息を吐きながらのものになった。

　今のにらめっこで相当体力を消耗していたのである。

　伯爵はまだ眼に笑いを残しながら、優しい声で言った。

「ミス・ウィンスロウ。わたしは昨夜まであなたの名前を不覚にも知らなかったが、わたしの友人は違う。信頼できる友人の多くがあなたの名前を知っていた。それも非常に好意的にだ。──ちょうどその一人が来てくれたようだ」

　伯爵の視線を追って特別室の入口へ眼をやったキャサリンはそこに見知った人の姿を認めて、眼を見張った。思わず腰を浮かせ掛けた。

　最後に会った時のこの人は粗末な馭者の服装をしていたが、今はしゃれた紳士服を着こなし、単眼鏡を掛けている。

　しかし、すらりとした体つきに、きれいに撫なでつけられた見事な銀髪は見み紛まがいようもない。

「コーネリアスさん！」

「こんにちは、お嬢さん。──すみません、伯爵。遅くなりました」

《狐》のコーネリアスは軽やかな足取りでやってくると、伯爵とキャサリンの間の椅子に腰を下ろしたのである。

　ギデオン伯爵は狐の青年に一つ頷うなずきを返して、キャサリンに笑顔を向けた。

「彼にはわたしの身元保証人として来てもらった。これでもまだ不十分かな？」

「いいえ。コーネリアスさんのお知り合いなら充分すぎるほどですわ」

　大きな安堵の息を吐いたキャサリンも笑顔になって、コーネリアスに話しかけた。

「ここでお目にかかれるとは思いませんでした。チャリオットさんもご一緒ですの？」

「いえいえ、こう暑いところではチャーリーに飛べと言うのは酷ですからね」

「では、もしかして、チャリオットさんの代わりにあの白はく頭とう鷲わしさんが飛んでいたんですか？　何かの──情報を集めるために？」

　コーネリアスとギデオン伯爵が素早く眼と眼を交わし、コーネリアスが笑いながら言った。

「ね？　こちらのお嬢さんはとても鋭い人なんですよ。ですからわたしたちも隠し立てはせず、こちらの狙いを正直に話すべきだと言ったのです。時間を無駄にしないためにもね」

「うむ。そのほうがよさそうだな」

　伯爵は机の上でゆったりと両手を組み、表情を引き締め、話をする姿勢になった。

「ミス・ウィンスロウ。種族名は申し上げられないが、わたしは確かに異種人類だ。あなたは先程、異種人類すべてが善人とは限らないと言ったが、その通りだ。善き者ばかりの集団などあり得ないのだから、我らの中にも悪事を働くものもいる。我々はあなたたちの警察のような組織は持たないが、だからといって犯罪を見逃すことはない。どの部族も犯罪に対する厳しい規則を持っており、悪事が露見すれば部族の掟おきてが罪人を裁さばく。ただ、厄介なのは我々の仲間が──仲間と言うのも口の汚れだが、あなたたちの社会で犯罪を犯す場合だ。ほとんどの種族は無形種よりずっと優れた肉体と鋭い感覚を持っている。それだけに悪事も容易に行えることになる。そしてさらに厄介なことに、あなたたちの警察では彼らに太刀打ちできない」

　コーネリアスも頷いて言う。

「スウェン氏から聞きました。あなたも先日フロレンティアで経験なさったでしょう？」

「ええ、思い出すのも腹立たしいくらいです。もしかして、コーネリアスさんはあの《狐》を追いかけてミロにいらしたんですか？」

「いいえ、残念ながら、逃げたその《狐》の足取りは今のところ不明です。今のぼくは伯爵のお手伝いですよ。──何しろこの通り目立つ人ですからね」

　それは否定できないとキャサリンも思った。

　伯爵は《狐》の青年にからかわれたことなど意に介さぬ様子だった。あくまで表情を崩さず、厳しい口調で言ってきた。

「最近、あなたたちの社会で異種人類が起こす犯罪が続出している。先日のフロレンティアの《狐》しかり、一昨日の《獅し子し》しかり。中でも一昨日の獅子があなたの予想通り異種人類の《獅子》だとしたら、その個体は何者かに雇われて年端も行かぬ少年の命を狙ったことになる。その少年はほとんど屋敷から出たことはなく、異種人類がこの国の後継者問題に関わりを持つはずもなく、従ってその少年に個人的怨えん恨こんを抱くはずもないのだから。──もし、その個体が金で頼まれて少年を狙ったのだとすれば、言語道断だ。断じて許せぬことだ」

「ぼくはそれを雇った黒幕のほうが悪賢いと思いますよ。計画したのは無形種でしょうからね。この国の次期後継者争いが熾し烈れつだとは聞いていましたが、うまい手を考えたものです」

「ミス・ウィンスロウ。無形種の社会で犯罪を働くようなものは我々にとっては身内の恥だ。断じて見逃すわけにはいかん。だが、その前にあなたが見た獅子が本当に異種人類かどうかをまず見極めねばならん。我々の仲間が現場にいれば瞬時に判別がついただろうが、あのような見世物を好んで見物する異種人類はまずいないのでな」

「わたしも、あまり感心しない興行だと思いました」

　断っておいて、キャサリンは二人に向き直った。

「わたしが何故あの獅子を野生ではなく『獅子の人』だと思ったのか。その理由は……とても漠然としたことなのですが、あの獅子はわたしの言葉を聞き分けたような気がしたからです」

「ほう？」

「家にいる時、わたしは馬や犬や、それに猫にもよく話しかけます。答えが返ってこないのはわかっていても、ついそうしてしまうんですわ。同じ調子で銃を構えて、あの獅子に向かって『動くと撃ちます！』と言ったのです。『その少年から離れなさい！』とも言いました。でも、そんなことを言われたところで、本物の獅子なら聞き分けられるはずがありませんでしょう？　それなのに、あの獅子はどうしようかとためらったように見えたんですわ」

　伯爵とコーネリアスは顔を見合わせ、コーネリアスが尋ねてきた。

「あなたの銃を恐れたわけではなくてですか？」

「それならわたしが一発目を撃ったと同時に逃げるなり、逆に少年からわたしに狙いを変えて、わたしに飛びかかってくるなりしそうなものではありません？」

「なるほど」

「あの獅子はわたしの銃とわたしの姿を見比べて思案したように見えました。こんな女の子にまっすぐ撃てるものかと侮る気持ちと、この大口径は無視できないと恐れる気持ちと、ほんの一瞬のことでしたが、その両方の気持ちの間で躊ちゆう躇ちよした結果、逃げ出したように見えたんです。何より、町中であの獅子を見たと言う人が誰もいないなんて、どう考えても変です。わたしも初めて見ましたけど、迫力満点の動物ですもの。一歩でも闘技場の外に出ていれば、その途端、誰かの眼に止まって大騒ぎになるはずです」

「確かに……」

「もちろん、あれはやはり本物の獅子で、とてもよく馴ならされていて、外で待ちかまえていた飼い主が、逃げ出してきたところをすかさず捕まえて専用の運搬車か何かに隠して運び去った。そういう可能性も残ってはいますが、これはこれで無理があります。やはり自分の意思で服を着て出て行ったと考えるほうが自然だと思いますわ」

「ふむ……」

　ギデオン伯爵は指先で机を叩たたきながら何か思案しているようだった。

「ミス・ウィンスロウ。あなたはその獅子をもう一度見たら見分けがつくかな？」

「どうでしょう？　難しいと思います。馬のように毛色に特徴があるわけでもありませんし、わたしは本物の獅子を見たのはあれ一頭だけですもの」

「すると、当然、その個体が人の姿になっていたとしても判別はつけられないか？」

「伯爵さま。それはおっしゃるほうが無理ですわ。わたしはただの人間の娘なんですから」

　コーネリアスが言った。

「しかし、あなたはチャーリーのことはちゃんと見分けましたよ。ダンテス兄弟のことも」

「あれは……違います。ただのまぐれ当たりですわ」

「ぼくはそうは思わないな。あなたはとても勘の鋭い人だ。──そのあなたが闘技場の獅子を怪しいと感じたからには、それはきっと異種人類だったのだろうと思いますよ」

「わたしも同感だ。ありがとう。ミス・ウィンスロウ。非常に参考になった」

　伯爵は生真面目に頭を下げてきたので、キャサリンはちょっとどぎまぎしながら同じように頭を下げた。少しばかりあらたまった口調で言った。

「……いいえ。あまりお役に立てませんでしたのに、過分なお言葉、恐れ入ります」

「いや、おかげで助かった。ミス・ウィンスロウ。後のことは我々の仕事だ。あなたは、今の話は人前では慎んだほうがいい。問題の個体は今度はあなたを狙うかもしれん」

「ええ、わたしも吹聴して歩くつもりはないのですが、当の少年にだけは話しておかなくてはならないと思っているのです。あの少年が命を狙われていることはほとんど確定的ですから」

　コーネリアスが身を乗り出した。

「その誰かは、またやるつもりでしょうかね？」

「それはどうかな？　コルテス家も今では充分に注意しているはずだ。コルテス家というのはエルディアでも屈指の金持ちらしいからな。その少年が再び一人で外を歩くことでもない限り、狙いようがないだろう」

「いいえ。伯爵さま。失礼ですが、コルテス家の内部に共犯者がいる可能性をお忘れですわ」

「む……確かに。そうだった」

「そうなると今度は命じたのは誰かという問題になる。その少年に死んでほしいと願っている無形種は──その少年が死ぬと得をすることになるのはいったい誰でしょうね？」

　難しい顔で言ったコーネリアスに、キャサリンも硬い表情で答えた。

「一番の容疑者はやはり他の四人の候補者たち──その実家だと思います」

　こんなことはイサベルにも言えなかった。イサベルのマラカム家だって候補者を擁ようする家の一つなのだ。もしかしたらイサベルの家族が命じた可能性もある。

　キャサリンはフェルナンドを好きではない。本当に鼻持ちならない少年だと思っていたが、早くあの少年が皇太子宣下を受けてしまえばいいと思った。

　そうすれば、残りの家がフェルナンドを殺さなければならない理由は消滅するからだ。

　新たに濃いコーヒーを運ばせたギデオン伯爵が、その馥ふく郁いくたる香りを楽しみながらも、苦い表情で言った。

「無形種のすることは正直、わけがわからない。その少年はたったの十二歳だという。そんな子どもが何の害になるわけでもなかろうに、よってたかって殺害しようとはな」

「まあ、伯爵さま」

　キャサリンも新たなお茶とお菓子を運んでもらっていたが、その手を止めて、辺りを見回し、給仕が誰も近くにいないことを確認して小声で抗議した。

「場所が場所だけに大声では言えませんが、どうかわたしをその中には入れないでください。この国の後継者問題や、その利害の絡んだ人たちのやることときたら何が何だか、わたしにもさっぱりなんですから。伯爵さまが闘技場の獅し子しを同じ異種人類とは認めないのと同じように、わたしもあんな人たちと一緒にされたくありません」

　かつてキャサリンに同じようなことを言われたコーネリアスは苦笑して肩をすくめ、伯爵は金色の眼に温かい光を浮かべて微笑んだ。

「これは失礼した。では、エルディア人のやることは──と言えばよいのかな？」

「はい。もちろん八家の関係者の中にはきちんとした立派な方もいらっしゃいます。ですけど、それこそまさに今のわたしが大声で叫びたいことですわ」

　力強く頷うなずいた。

　そんなキャサリンに、伯爵は小さな茶器を掲げて敬意を表してくれた。




　ギデオン伯爵とコーネリアスが引き上げていった後、新たな客人がやってきた。

　コルテス家のガルベスである。

　何の用で来たかはわかり切っていた。案の定、ガルベスは挨あい拶さつも早々にフェルナンドさまが次期皇太子に決定したことをお知らせ致しますと、控えめな調子で言ってきた。

　どうやら、それでキャサリンの態度が軟化することを期待していたらしいが、考えが甘い、甘すぎる。

　前もって知っていたことだ。キャサリンは氷のような表情を崩さずに言い返した。

「そうですか。それはおめでとうございます。──それで？　フェルナンドはわたしの下もとへはいつ来るのです？」

「キャサリンさま……。ですから、このような事情となりましたからには、ぜひとも、当家へお越し願いたいのでございます」

「前にも申しました。それはお断り致します」

　別に意地になって言っているわけではなかった。

　コルテス屋敷では、どこに共犯者が潜んでいるかわからないのだ。

　命を狙われている忠告はあくまでフェルナンド本人と、その手足同様に働いている者だけに、そっと伝えておいたほうがいいと、キャサリンは考えていたのである。

　このガルベスだって信用できるかどうかまだわからないのだ。迂う闊かつなことは言えなかった。

　フェルナンドが次期皇太子に決定したと知っても少しも態度を変えないキャサリンを見て、ガルベスはもっと高圧的に出てくるかと思ったが、そうではなかった。冷や汗を浮かべながらおそるおそる言ってきた。

「それではあの、キャサリンさま。いっそのこと、このホテルでも当家でもない第三の場所でおぼっちゃまにお目に掛かっていただくということではいかがでございましょう？」

　それはいい考えのような気がした。

　何より、この辺が妥協点だということはキャサリンにもわかっていた。

「そちらには何か具体的な場所の心当たりがあるのですか？」

「はい。その……まことに失礼ですが、野天でもよろしければ……」

「結構です。そのほうが堅苦しくなくて気が楽ですわ」

「ありがとうございます。それでは、ミロの北へ馬車で一時間ほど行きますと森がありまして、その森の中程に湖があるのです。土地の者はソテロ湖と呼んでおります」

　キャサリンはひやりとしたのを懸命に押し隠した。

　白はく頭とう鷲わしを拾った、あの湖のことだ。

「その湖の北側に、三本だけ、高い糸杉が生えている開けた場所がございます。見ればすぐに、湖の反対側からでもわかります。そこで明日の正午では、いかがでしょう？」

「明日？」

　思わず問い返した。

「ずいぶん急な話ですね？　わたしはかまいませんが、フェルナンドの都合はつくのですか」

「何分、事態がこのようになって参りますと、はい。おぼっちゃまもこれからお忙しくなって参りますので、我らとしましても、むしろ早いほうがありがたいのでございます」

　面倒なことは今のうちに済ませておいたほうがいいという判断なのだろう。

　キャサリンにも異存はなかった。頷いた。

「北側の三本杉ですね。わかりました」

「それでは明日、お迎えの馬車を寄越しますので……」

「結構です。わたしのメイドは優秀な馭ぎよ者しやですし、ホテルの馬車を借りて自分で行きます」

「はあ、しかし……」

「一つだけお断りしておきますが、必ずその三本杉までフェルナンドを連れてきてください。そこまで人を呼び出しておいて、おぼっちゃまはこの近くの当家の別荘でお待ちです、などとおっしゃったら、わたしはその場でミロへとんぼ返りを致しますよ」

「いいえ、決してそのようなことは……。おぼっちゃまはキャサリンさまとお話をなさるのをたいへん楽しみにしていらっしゃいます」

　笑顔で否定したガルベスだが、どうにも苦しい笑顔である。

　何度も頭を下げながら後ずさり、まるで逃げるようにして帰っていった。
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　キャサリンはガルベスが本当のことを話したとは思っていなかった。フェルナンドが自分に会いたがっているというのも怪しいと思っていた。

　むしろ、あの少年がどうしてもキャサリンを連れてこいと強硬に言っているのをごまかして、あんなふうな飾った言葉にしたのだろうと思っていた。

　事実、フェルナンドはなめらかな頰を紅潮させ、足を踏みならして怒鳴っていたのである。

「ぼくはあの娘を死刑にしろと言ったはずだぞ！」

　その前では闘技場で一緒だった従僕がひたすら平身低頭している。

　場所はコルテス家の本宅だった。

　時間はガルベスが最初にキャサリンを訪問し、コルテス家への招待を厳しくはねつけられた、その翌日だった。

　つまりは闘技場事件の翌日である。

　キャサリンに容赦なく叩たたかれたフェルナンドの顔は、お抱えの医師が徹底的に冷やしたので、今はいくらか腫はれも引いていたが、まだ打たれた赤みが残っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あの娘はぼくを侮辱したんだ。未来の国王をだ。死刑が相当のはずだ！　どうしてさっさと死刑にしないんだ！　死刑にしたという報告以外は聞きたくない！」

「仰せはまことにごもっともでございます。我らとてもおぼっちゃまのご命令ならばただちに実行せねばならぬのでございますが、しかしながら……何とぞ、何とぞ、ご理解くださいませ。あの娘を死刑には……それだけはできぬのでございます」

「なぜできない!?　未来の国王を侮辱する不届き者など死刑が相当だと、おまえたちはずっとそう言い続けてきたじゃないか！」

「まことに、さようで。しかしながら、あの娘はエルディア人ではありません。外国人です。外国の者には我が国の法は適用されません」

　黒髪の少年はちょっと心配そうな顔になって尋ねた。

「あの娘は外国の国王の娘なのか？」

「いいえ」

「では、大臣の娘か？」

「いいえ、違います。大臣の補佐を務める者の娘です」

　少年の顔にかすかに漂った不安はたちまち霧散し、代わりに元の傲ごう慢まんな表情が戻ってくる。

「なんだ。たかが大臣の手伝いか。いくらでも代わりの利く使用人の娘じゃないか。それならあの娘を死刑にしてもどこからも文句なんか言われるはずがない」

　従僕はますます小さくなった。

「いえ。それが、そうは参りませぬ。他国には他国の法が存在するのでございます。あの娘の父親はまだ年が若いので大臣の単なる補佐を務めておりますが、役職以上に力のある人物です。いずれはあの娘の父親自身が大臣となり、国政に関わる重要人物になるだろうと、その国ではもっぱらの評判でございます。その国の国王陛下にも非常にお覚えのよい人物なのです」

「では、その国王に話をして、あの娘を死刑にする許可を取るんだ。今すぐやれ！」

「おぼっちゃま……」

　従僕はひたすら汗を搔かいていた。

　フェルナンドをこんなふうに育てたのは他の誰でもない、自分たちである。

　それでも冷や汗の陰で舌打ちする思いだった。

　フェルナンドが人間に腹を立てることは今までもたびたびあった。言うことを聞かなかった子守だの、気が立っているという理由でお気に入りの馬に乗らないように注意した馬屋番だの、そのたびにフェルナンドは『この不届き者を死刑にしろ！』と叫び、この従僕を含めて周囲の人間たちは『かしこまりました』と恭うやうやしく頭を下げてきたのである。

　もちろん本当に死刑にするわけがない。

　暇を出して、二度とフェルナンドの眼に触れないようにしておいて『死刑に致しました』と言ってきただけだ。

　だが、今回ばかりはその手は通用しない。

　フェルナンドの機嫌を損ねることは避けねばならないが、エリオット・ウィンスロウの娘の機嫌を損ねるのも同じくらいまずい。

　一通りの外交知識を持っている従僕はそう判断していた。

　いったいどうすればこの場を丸く収められるのか、めまぐるしく頭を働かせていると、少し落ちついたらしいフェルナンドが、無理やり抑えた声で言った。

「おまえの言うことは、おまえたちが今までぼくに教えたことと違っている」

「は……」

「ぼくはいずれこの国の王になる。侵害されざる者になる。そのぼく以上の存在と言えるのは父上と偉大なる先祖たちだけであり、ぼくと対等な存在と言えるのは外国の国王たちだけだと、おまえはそう言ったはずじゃないか」

　フェルナンドの声には相手を激しく非難する響きがあった。

「それなのに、ぼくはたかだか使用人の娘を罰することもできないのか？　それでどうして、この国の支配者として君臨することができると思うんだ。これは今までのつまらない死刑とはわけが違うんだ。ぼくの国王としての尊厳にも関わってくる大問題なんだぞ。あの娘は死刑にするんだ。どうしてもだ。何が何でも死刑にしなくては、このエルディアが──偉大なる我が国が、たかが使用人の娘に侮られて負けることになってしまうんだぞ」

　フェルナンドは真剣だった。

　恐ろしく歪んだねじ曲がった主張だが、その表情も口調も、恐ろしいくらい真剣だった。

　意を決して従僕は言った。

「お見事なお志こころざしでございます、おぼっちゃま。おっしゃるとおり、王家の血筋というものは常に尊敬されなければならないものでございます。しかしながら、我が国の王家ばかりでなく、外国の王家の血筋も同様に敬わねばならないということはおわかりでございますな？」

「もちろんだ。たとえそれが外国のものであっても、ぼくは王家の一員として、同じ王家には敬意を払う」

「それはようございました。おぼっちゃま。お聞きくださいませ。これは極秘事項なのですが、実は、あの娘の父親は……その国の先代国王のご落らく胤いんであるという噂なのです」

「何だって!?」

　もちろん真っ赤な噓である。でたらめである。

　だが、この際、フェルナンドにはこう言ったほうが話が早いと判断してのことだった。

「わたしどもがどうしてもあの娘を死刑にできないとする理由も、これでおわかりと存じます。国王に死刑の相談を持ちかけることもできません。国王にとっても血の続く娘なのですから。しかし、おぼっちゃまがそれほどお嘆きになる必要はございません。恐らく、今頃はあの娘も、おぼっちゃまに対して無礼を働いたことをひどく悔やんで、怯おびえていることでございましょう。どうか、ここは寛大なるお心を持って、あの娘を許しておやりなされませ」

「そうはいかない！」

　再び叫んだフェルナンドだった。

「仮にも王家の血を引く娘が堂々と銃を持ち歩くなんて！　しかも人の顔を叩たたくとは何事だ！　あの娘の父親は娘にどんなしつけをしているんだ！」

「は……ですからその、他国には他国の法がありまして……」

「うちのマリアの爪の垢あかでも煎せんじて飲ませればいいんだ！」

　コルテス家にも、もちろんマリアがいる。

　現在の当主の妻──フェルナンドの祖母に当たる人が産んだ娘で、フェルナンドと同い年の十二歳になる。

　フェルナンドとマリアとは同じ屋敷に住んでいながら、ほとんど口を利きいたこともなかった。

　家屋敷が普通の家とは比べものにならないくらい広いせいもあるし、互いの生活の場が違うせいもある。

　フェルナンドはいつも陽の当たる部屋にいて、時には屋外へ出て乗馬や武術の練習もするが、マリアはいつも陽射しを避けて屋敷の奥深くに籠もっている。それでも、遠目ながら見かけたことくらいはある。

　歳の近い友達を持たないフェルナンドにとって、少女と言えばマリアに限定されていた。

　比べると、キャサリンはとても同じ生き物には思えなかったのだ。

　コルテスのマリアも生まれて一度も陽に当たったことのない白い肌をして、いつもきれいにお化粧をして飾り立てている。今にも折れそうな華きや奢しやな少女だった。

　キャサリンが見たら恐らくスパーダのマリアと見分けがつかないと言っただろう。

　もしフェルナンドが次期皇太子に決定したら、その瞬間コルテスのマリアは存在意義を失うことになるが、自分のことだけしか考えないフェルナンドにそんなことがわかるはずもない。

「生意気な娘だが、王家の血を引くとあっては仕方がない。ぼくが会って意見してやる」

「それはようございます。ぜひ、そうなされませ」

　従僕はむしろ、ほっとした思いで頷うなずいたのだった。

　何とか二人を会わせるところまでは持っていくことができた。後はまた後のことである。

　そして今日の午後になって、ガルベスがキャサリンから二度目の返事をもらってきた。

　ソテロ湖で会わせようというのはコルテス家の側近たちの考えである。

　それなら逆上するフェルナンドをなだめることもできる、さらにはキャサリンがいみじくも指摘したように、渋るキャサリンを何とか丸め込んで別荘へ連れていくこともできるだろうと思ってのことだったが、あのキャサリンの様子ではそれはとても無理だ。

　ガルベスの報告を聞いた従僕は忌いま々いましそうに舌打ちした。

「致し方ない。何とか一目でも会わせておいて、後はこちらで話をつくればよい。少なくとも、おぼっちゃまのほうはそれで何とでもなる」

「しかし、あの娘のほうはどうでしょう？　恐ろしく強情な娘です。父親のエリオット卿きようから一言釘くぎを刺してもらうわけにはいかないのですか？」

　従僕の顔はますます苦くなった。

「おまえは忘れているようだがな。先にあの娘を平手で打ったのはおぼっちゃまのほうだぞ。迂う闊かつに抗議などして、矛先がこちらに向いてきたら何とする？」

　さすがにガルベスも沈黙せざるを得なかった。外国の要人の娘の顔を打ったという事実は、そう簡単に消えてくれるものではないのだ。

「この問題は明日で終わりにせねばならん。おまえは娘をなだめる文句でも考えておけ」

「は……。しかし、おぼっちゃまを本当に三本杉までご案内するので？」

「無論お身の回りは厳重に警護させる。ちょうどよい者たちが今、楡にれの木屋敷にいる。腕前のほうは確かなようだからな。あの者たちに供をさせよう」
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　ダムー、ケイティ、ベラフォードはその日の朝、朝食が済んだら、ミロのコルテス屋敷まで行くようにと言われた。おぼっちゃまが外出するので、その護衛をしてほしいとのことだった。

　ぶらぶら遊んでいるのもさすがに飽きてきた頃だったから、彼らは喜んで承諾した。

「ぼくは？　ぼくも行くの？」

　ヴィンセントは顔を輝かせて身を乗り出したが、別荘の老僕は無情にもきっぱりと言った。

「なりません。ヴィンセントさまはここでお稽けい古この続きがございます」

「うええ～」

　毎日の練習にうんざりして、一番、外出したかったのはヴィンセントだろうが、仕方がない。

　他の三人はヴィンセントを別荘に残してミロへ向かい、先日、覗のぞき見ただけの立派な本宅の門をくぐったのである。

　外から見る限りでも別荘とは大違いの豪華な建物だが、中はもっと豪華だった。

　床は大理石のモザイク張りで、白い大理石の柱には純金製の蔓つる薔ば薇らが巻き付けられている。

　廊下にさりげなく置かれた飾りテーブルの足も金で象眼され、その上の置物にもふんだんに金を使い、眩まぶしいくらい輝いている。

　こういう豪華なものには眼のないベラフォードがうっとりとため息を吐き、金目のものには眼のないケイティも別の意味で爛らん々らんと眼を光らせていた。

　案内された部屋で待っていた彼らの前に出てきたのは五十年配の召使いだった。じろじろと彼らの姿を見回し、尊大に頷いた。

「若すぎるようだが、まあ、よかろう。おぼっちゃまはもう間もなく出発する。おまえたちは別の馬車でおぼっちゃまの馬車の後からついていくのだ。決して離れるなよ」

　さっさと話を切り上げて出て行こうとしたので、ダムーが呆あきれたように声を掛けた。

「待てよ。まずその肝心のおぼっちゃまに会わなきゃ護衛にならないだろうが」

「お会いする必要はないだろう。おまえたちはおぼっちゃまの乗られた馬車を陰ながらお守りすればよいのだ」

「寝言かよ、それは？　顔もわからない相手をどうやって守れってんだ」

「馬車から眼を離さなければそれでよいのだ。わしもおぼっちゃまに同行する。怪しげな者が馬車に近づこうとしたら、その時はおまえたちの出番だ。すぐさま止めればよい。それだけをきちんと行えばよいのだ」

　ダムーは呆れ返った表情で召使いの言葉を聞いていたが、疲れたように肩をすくめた。

「わかった。俺たちはおぼっちゃまじゃなくて馬車を守るんだな？　それで間違いないな？」

「それじゃあろくな警備ができないけど、雇い主のご要望だって言うなら、仕方がないわ」

　ベラフォードがしとやかに言えば、ケイティも珍しく金額の交渉以外のことで口を出した。

「そうだよ。そこのところはちゃんと確認しておきたいね。中の人間はどうでもいい、外側の入れ物だけを守ればいい、本当にこれでいいんだね？　一度そういう契約にした以上、馬車の中から転がり出てきた人間がどんな目に遭おうと、あたしらには関係ないことだ。後になって、契約不履行を訴えても受けつけないよ」

　乗り物とそれに乗る人間は彼らにとって全然別のものだが、この召使いは彼らが何を問題にしているのか、その点がそもそも理解できていなかった。苛いら立だたしげに言った。

「何をわけのわからないことを……馬車を守ることはおぼっちゃまを守ることではないか」

　三人は黙って肩をすくめた。

　そうとは限らないから言っているのだが、この調子では言うだけ無駄である。

　扉を叩たたく音がして、中年の召使いが現れた。

　室内へは入ろうとせず、ダムーたちと話をしていた召使いにそっと目配せをして言った。

「アロンソさま。あの、こちらへ……」

「どうした？」

「実は、おぼっちゃまが……」

　二人はしばらく扉のところでひそひそ話をしていたが、やがてアロンソと呼ばれた召使いは苦い顔でダムーたちに向き直った。

「ついてこい。おぼっちゃまにお引き合わせする」

　どうやら、当のおぼっちゃまが護衛を務める者たちに会わせろと言い出したらしい。

　三人は玄関の傍の待合室のようなところで話をしていたが、そこを出て、館のかなり奧まで歩かされたのである。

　おぼっちゃまが待つ部屋の前でアロンソは一度足を止め、三人に厳しく釘くぎを刺してきた。

「よいか。おぼっちゃまの前では口の利き方に気をつけろ。おぼっちゃまは皇太子となられる大切なお身体だ。本来ならばおまえたちごときにお目通りのかなうお方ではないのだぞ」

　三人はまたもや黙って肩をすくめただけだった。

「おぼっちゃま。失礼致します。本日の護衛を務める者たちを連れて参りました」

「入れ」

　中は陽の射し込む広い部屋だった。

　調度品の見事さはさっきの待合室の比ではない。

　この時季には使われない暖炉の前に、ヴィンセントが身代わりを務める少年は立っていた。

　出発間近とあって、少年はすっかり身支度を調えていた。だが、湖へ出かけようというのに、極上の白いレースのブラウスに白タイツ、白いブーツ、金の飾りボタンの付いた赤の天鵞絨びろうどのチョッキを着て、外がい套とうまで翻している。まるで王宮の夜会に出席するようなものものしさだ。

　髪は黒いし、気むずかしそうな表情は大違いだが、なるほどヴィンセントによく似ていた。

　肌の色も眼の青さも似たような色合いだったし、体つきもほとんど同じくらいに見える。

　フェルナンドは部屋に入ってきた護衛たちを見て眼を丸くしていた。

　こんな異様な三人組を見るのは初めてだったのだろう。

　だが、三人のほうはそれ以上に驚いていたのである。

　三人とも眼をまん丸に見張っていた。代表してダムーが素すっ頓とん狂きような声を張り上げた。

「おまえがおぼっちゃまだって？」

　さらに何か言いかけたが、すかさずベラフォードとケイティが動いていた。

　ベラフォードが両手で素早くダムーの口を塞ふさぐ。ケイティも容赦のない肘ひじ鉄てつをダムーの腹に送り込むと、その襟首をひっつかんで締め上げながら低く囁ささやいた。

「黙ってな！　よけいなこと言うんじゃないよ！」

「そうよ、ここで何か言ったら謝礼がパアになるだけじゃすまないわよ！」

　両者とも抑えた声ながら、必死の抗議である。

　三人がじたばたする様子をフェルナンドは胡う散さん臭そうに眺め、一緒に入ってきたアロンソに疑問の口調で言った。

「こんな者たちで大丈夫なのか？　しかも一人は女じゃないか？」

　振り返ったケイティはにっこりと、日頃の彼女には信じられないほど愛想よく笑って見せた。

「ごめんなさいねえ、女で」

　ベラフォードもにっこり笑って言った。

「おぼっちゃまは女はおきらいなのかしら？」

　豊かなテノールの声と、それを裏切るこの女言葉には初めて彼に会ったたいていの人が驚く。

　フェルナンドも例外ではなかった。はっきり顔をしかめた。

「おまえは男だろう。男のくせに何だその話し方は？　気持ち悪い」

「あら、まあ、お気に障ったらごめんなさい。どうしても直らないのよ」

　ケイティとベラフォードはにこにこと、気味が悪いくらい素直に笑っている。

　ダムーは解放された喉のどを押さえながら、フェルナンドに対して無遠慮な視線を向けていたが、何も言わなかった。

　アロンソが言う。

「おぼっちゃま。そろそろご出発の時間です」

「うん」

　少年は長い外套をなびかせながら、召使いが恭うやうやしく控える扉の前を颯さつ爽そうと通り過ぎた。

　アロンソがすかさず後に続く。

　室内に取り残された三人には別の小間使いが控えめな声を掛けてきた。

「護衛の方たちはこちらへどうぞ。──馬車へご案内致します」

　案内といっても、結局、来た廊下を戻ることになる。案内役の小間使いの後を歩きながら、ダムーは首を振って、ぼそりと呟つぶやいた。

「……身代わりがいるわけだ」

　ベラフォードもそっと頷うなずいて言う。

「となると、命を狙われているっていうのはただの口実なのかしらね？」

　ケイティは猫の眼で、さもおかしそうに笑っている。

「どうでもいいよ。こっちにしてみれば労せずにお金になるんだからさ」

　彼らが玄関から出ると、既にフェルナンドの乗り込んだ馬車が出発するところだった。

　その後が自分たちの馬車かと思ったら、驚いたことに、間にもう一台あった。この馬車にはおぼっちゃまの世話をする召使いが何人も乗り込んでいるらしい。

　二台目の馬車が出発して、やっと用心棒たちの馬車である。

　先行した二台は箱形だったが、これは屋根のない開放型だった。

　コルテス家は馭ぎよ者しやも用意してくれていた。ありがたく馬の操縦は任せることにして、三人は至ってのんびりと馬車に乗り込むと、ちょっとした遠足気分で出発した。




　同じ頃、キャサリンもリベラ・ホテルを出発していた。

　待ち合わせの時間は正午である。しかし、あの少年と食事をする気には毛頭なれなかった。

　どんなにまずい食事になるか、容易に想像がつく。

　その時の様子を考えるだけで食欲がなくなる気がした。

　たとえ別荘に招待されても断るつもりだったので、またホテル側にお弁当をつくってもらい、ただし、今度はあんなに色々な道具は入れなくてもいいと、やんわりと断った。

　今日もいい天気だった。

　道はわかっている。森へ入ってからも迷うことなく馬車を走らせて、ソテロ湖に出た。

　三本杉はすぐにわかった。キャサリンのいるところから見ると、ほとんど正面だ。

　湖をぐるっと迂う回かいしなくてはならなかったので少し時間が掛かったが、何とか太陽が中天に掛かる前に着くことができた。

　近くにはまだ人の気配は感じない。

　キャサリンは馬を外して水辺に連れていって水を飲ませ、辺りにゆっくり眼を配った。

　ガルベスがこの三本杉を指定したわけがよくわかった。周囲を森に囲まれているソテロ湖で、この一画だけがちょっとした空き地になっている。他に背の高い木がないので、三本の糸杉が遠くからでもよく目立っているし、誰か怪しい人物が近づいてくればすぐにわかる。

　それでも念のため、キャサリンは馬車に戻ると、座席に置いてあった四十四口径を手に取り、その上に薄手のカーディガンを掛けた。

　何と言ってもこの近辺には白はく頭とう鷲わしを撃つような密猟者がいるのだ。フェルナンドだって命を狙われているのである。用心に越したことはない。

　そんなことをずっと考えていたから、馬車から少し離れた所で茂みががさりと音を立てた時、キャサリンは咄とつ嗟さに両手で銃を構え、物音がした方向に銃口を向けていたのである。

　だが、その茂みの向こうから現れた人のあまりにも意外な姿に、キャサリンは絶句した。

　思わず眼を疑った。

「ダムーさん!?」

「よう、お嬢さん。メイドさんも元気か？」

　ダムーのほうはキャサリンとニーナがいることにとっくに気づいていたのだろう。軽く手を挙げて挨あい拶さつしてきた。

　キャサリンは慌てて銃を置いて馬車を降り、ダムーを出迎えたのである。

「まあ、驚いた！　こんなところでお会いできるなんて！　ダムーさんはどうしてここに？」

　ダムーは答えず、首を傾げて、何やら妙な眼でキャサリンを見つめている。

「もしかして、あんたのことなのか？」

「何がですか？」

　この時、キャサリンの耳は馬車の音を聞きつけた。たちまち近づいてくる。

　木立の向こうから現れたのはキャサリンの馬車と同じ、天井のない開放型の馬車だった。

　乗っていたのはケイティとベラフォードである。二人もキャサリンを見て眼を見張った。

「あれえ、お嬢さん？」

「あらまあ、お久しぶり」

　二人とも笑顔になって馬車を降り、キャサリンやニーナと再会の挨拶を交わした。

　しかし、やはりこちらの二人も何やら気に掛かることがあるらしい。ちらりとダムーを見て、用心棒三人は複雑な表情を見合わせての相談に入った。

「ねえ……もしかして、このお嬢さんのことなわけ？」

「じゃないのか？」

「あーあ……、もう勘弁してほしいよ。何だってこう面倒な話になるのかね……」

　キャサリンは大声を張り上げた。

「いったい何なんですの！　わたしにだけわからない話をしないでくださいな！」

　三人はまたもや微妙な視線を交わし、ベラフォードが優しい口調で尋ねてきた。

「その前に訊ききたいんだけど、お嬢さんはここで何をしてたの？」

「人を待っていたんですわ。コルテス家のフェルナンドという少年です」

「やっぱり……」

　ベラフォードがため息を吐けば、ケイティも苦い顔で言った。

「あたしら、今、そのおぼっちゃまの護衛なんだよ」

「えっ!?」

　驚くキャサリンにケイティはさらに言った。

「それはいいんだけどさ、おぼっちゃまはやけにものものしい格好でこっちへ向かってるわけ。あたしらは様子を見て来るように言われて一足先に来たんだけどね。こんなところに何の用があるのか、ここへ来る途中そこの馭者さんに訊いてみたらさ、おぼっちゃまに平手を食わせたどうしようもない無礼者のあばずれがいて、これからその女に厳しく意見してやるんだって、おぼっちゃまはものすごく鼻息を荒くしてるって言うんだよね」

　キャサリンの眉まゆが跳ね上がった。

　青い瞳ひとみに稲妻が光り、頰には血の色が上ってきたが、それを抑えて努めて冷静に言った。

「皆さんがあの鼻持ちならない、どうしようもない我が儘ままな少年の護衛などを務めているのは気に入りませんが、でも、あの少年のためにはよいことですわ。皆さんなら信用できますもの。本当に思い出すだけでも腹の立つ少年ですけど、殺されてもいいということはありませんから。実はコルテス家の内部に、あの少年に死んで欲しいと考える者がいるようなのです。せいぜい殺されないように気を配ってあげてくださいな」

　ダムーが黒い眼を丸くして、キャサリンの言葉を否定するように手を振った。

「ちょっと待てよ。俺たちも最初はそう言われたんだけどよ。命を狙われているっていうのは、そりゃあ噓だぜ？」

　きっぱりと断言する。

　どんな根拠があるのか知らないが、ダムーの言葉にはかなりの自信が感じられた。しかし、キャサリンとしてはこの言葉には頷うなずけなかった。

「いいえ、噓じゃありませんわ。現にあの少年は闘技場で異種人類の《獅し子し》に殺されそうになったんです」

「《獅子》!?」

　ケイティとベラフォードの合唱になった。

「ちょっと、ちょっと、お嬢さん。物騒なこと言わないでよ」

「そうだよ。そんなものに出てこられたら、あたしらはお手上げだ」

　キャサリンは頑固に首を振った。

「わたしは皆さんと違って本物の獅子か異種人類か、はっきり見分けることはできませんが、あれは『獅子の人』だったと思っていますわ。その人があの少年を殺そうとしたんです」

　三人は無言で顔を見合わせた。

　キャサリンが三人を信用できると判断したように、彼らのほうもキャサリンは信用できると思っている。それでも咄とつ嗟さに言葉が出ない様子だった。

　沈黙してしまった彼らの前に新たな登場人物が現れた。それも二人だ。

　二人とも召使いの服装をして、腰をかがめて、何かを転がしながらキャサリンたちのほうへ近づいてくる。

　二人がかりで転がしているのは丸めた状態の、細長い深紅の絨じゆう毯たんだった。リベラ・ホテルの廊下にも似たような絨毯が敷かれているが、この二人はそれを野原に敷いているのである。

　地面にごろごろしている小石を取り除き、雑草の株を取りのけながら少しずつ絨毯を伸ばし、どうしても平らにならないところでは絨毯に折り目をつけて曲がり角をつくり、真しん鍮ちゆうの重しを乗せている。二人が進んだ後には深紅の絨毯の道ができあがるという寸法だ。

　キャサリンは何とも言えない表情で、せっせと働く二人を見つめていた。この人たちは頭がおかしいのじゃないかしらと思う気持ちが半分と、もしやと思う気持ちが半分あった。

　足下まで来た二人に、とっておきの猫なで声で話しかけた。

「お二人とも、たいへん失礼ですが、何をしていらっしゃいますの？」

「あの……おぼっちゃまがお出ましになられますので……」

「お足元が、汚れないようにと……」

　二人はキャサリンとは眼を合わさないように作業を続けて、ほとんど水際まで絨毯を敷いてそそくさと引き上げた。

　そこへガルベスと、闘技場でフェルナンドと一緒だった従僕──アロンソがやってきた。

「これはこれはお嬢さま……、お待たせして申し訳ありません。もうしばらくお待ちください。おぼっちゃまはただ今いらっしゃいます」

「いいえ。お会いするのはよします。どうやら、フェルナンドにはわたしに謝罪する意思などないようですから。──失礼致します」

　キャサリンは口で言うほど謝罪にこだわっているわけではない。肝心なのはフェルナンドへ身の危険を忠告することだ。ダムーたちに自分の言葉が届いたのならそれで充分だ。さっさと自分の馬車に向かったが、アロンソは泡を食った様子で追いかけてきた。

「お嬢さま、どうか、おぼっちゃまに会って話を聞いてさしあげてくださいませ」

「それはあの少年がまたも悪あつ口こう雑ぞう言ごんの限りを尽くすのを黙って聞いてやれという意味ですか？　お断り致します」

「お嬢さま。おわかりでございましょうが、当家のおぼっちゃまは何分、世間知らずのお方でございます。お嬢さまにとっては奇妙に思われることを色々とおっしゃるかもしれませんが、そのお言葉にもさしたる深みはないのでございます。何と申しましても、おぼっちゃまはまだほんの子どもなのですから。わたしからもお願い申し上げます。どうか寛大なるお心を持って、おぼっちゃまのなさることを温かく見守っていただきたいのです」

「それがあなたの務めなのだということはわかりますが、わたしまでそんな馬鹿げたお芝居につきあわされるのはまっぴらです。だいたい温かく見守れとはどういう冗談ですか。わたしはエルディア人でもなければ、フェルナンドの臣下でもありません。そんな義理はありません。ご縁はこれきりにしてください」

「そうはいかないぞ！」

　凜りんとした声が響いた。

　両脇に大勢の召使いを従えて、フェルナンドが登場した。

　物々しい格好とケイティは言ったが、確かに、襟えり元もとにレースをふんだんにあしらった白絹のブラウスにズボン、白ブーツ、さらに金細工でずっしりと飾った緋ひ色いろのチョッキと外がい套とうという衣い裳しようを見て、キャサリンは開いた口がふさがらなくなった。

　いったいどこの仮装大会へお出ましになるのかしら？　と尋ねたくなったくらいだ。

　少年はご丁寧に絨毯の道に沿って歩いてくると、キャサリンの前に立った。

「ぼくはこの国の次代の国王として、おまえに礼儀というものについて話しに来た。おまえの国の法律は知らないが、エルディアでは次代の国王の顔を打ったりする者は間違いなく死刑だ。だが、おまえは外国の高貴な血筋の娘だから、ぼくはおまえを許そうと思う。それが王として取るべき道だと思うからだ。しかし、おまえはぼくの寛大さに甘えてはならない。自分が何をしたのか、その罪の重さを嚙かみしめなければならないんだ。女といえどもその年齢になれば、そのくらいの理解力はあるはずだぞ」

　キャサリンはうんざりした顔を隠そうともしなかった。

　ガルベスとアロンソに対して冷たい軽けい蔑べつ的な眼を向けたが、二人ともフェルナンドの言葉を至って神妙に頷きながら聞いている。
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　そもそも最初が間違いなのだ。この二人がフェルナンドに何を話したか知らないが、彼らは一番たいせつな部分をごまかしたままだ。

　自分の傲ごう慢まんな行いを反省させることもなく、キャサリンに対する謝罪の気持ちを自覚させることもなく、フェルナンドを連れてきて、それでいったいどうするつもりだったのかと思った。

　この少年はエルディアの未来の国王になるという。

　だが、それが何だというのだ？　黙って話を聞いてやる義理は自分にはない。

　厳しい声でキャサリンは言った。

「フェルナンド・ミゲル・コルテス。わたしはあなたに正式に謝罪を要求するわ。それ以外の言葉は聞きたくありません」

　少年はぽかんとなった。

　この少年にとっては自分に言い返してくる者がいるというだけでも信じられないことなのだ。

　キャサリンは容赦しなかった。さらに言った。

「あなたはこの国の次代の王になるそうね。だけど、わたしの国ではね、あなたのような人を裸の王様と言うのよ。あなたは真の君主が備えなければならないものを何一つ持っていない。あなたのような王を持たなければならないエルディアの人たちがいっそ気の毒になるわ」

　呆あつ気けにとられていた少年の顔にみるみる血が上ってきた。

　アロンソとガルベスは何とも言えない苦々しい顔になり、ニーナは真っ青になっている。

　少年の細い拳こぶしがわなわな震えていた。また叩たたいて来るつもりかとキャサリンは思った。

　今度はその手を捕らえて捻ひねり上げてやると物騒なことを考えていたが、そうはならなかった。

「アロンソ！」

　少年はお供の従僕を振り返り、キャサリンを指さしながら憤然と叫んだのである。

「この娘はやっぱり死刑にしろ！　今すぐだ！」

「おぼっちゃま。ですから、それはなりませんと……」

「おまえはぼくの言葉よりこの娘の言い分を重んじるのか!!」

　闘技場の時と同じだった。フェルナンドは悔しさのあまりほとんど涙ぐんでいる。

　キャサリンはそんなフェルナンドに冷たい一いち瞥べつを投げて話を切り上げようとしたが、いつの間にかすぐ後ろに人が来ていて、振り返りかけた途端ぶつかりそうになった。

「ダムーさん？」

　気配を感じさせずに動くのは彼の得意技だが、この広い空き地で、どうしてこんなに自分にぴったりくっついているのかと思った。

　すると、ダムーは茂みのほうにちらりと視線をやって、低い声で言ったのである。

「お嬢さん。あんた、自分の身は守れるな？」

「えっ？」

　思わずダムーの視線を追ったキャサリンは茂みの向こうに信じられないものを見た。

　何かがきらりと光っていた。紛れもなく銃口だった。まっすぐフェルナンドを狙っている。

　咄とつ嗟さに身体が動いていた。

　キャサリンがフェルナンドを突き飛ばして倒すのと銃声が響くのがほとんど同時だった。

　間近で響いた銃声に召使いたちが驚き、棒立ちになる。

　しかし、彼らはむしろきょとんとしていた。

　ここは森の中だ。どこかで狩猟でもしているのだろうと、のんきに思ったようだが、さらにもう一発、銃声が響いた。今度は別方向からだった。

「二人!?」

「いいや、三人だ」

　すぐ傍をかすめていく銃弾に、さすがに召使いたちも悲鳴を上げて逃げまどった。

　キャサリンは素早く糸杉の陰に隠れた。銃は馬車に置いてある。そこまでは距離があって、今すぐ飛び出すわけにはいかなかったのだ。

　だが、どういうわけか、ダムーも同じ大木の陰に隠れて闘おうとしないのだ。キャサリンは大いに焦り、盛大な文句を言ったのである。

「ダムーさん！　何をしてるんです！　フェルナンドを早く安全なところへ！」

　彼なら容た易やすいはずだった。それが今の彼の仕事でもあるはずなのに、ダムーは肩をすくめて言ったのである。

「あいにく、そういう契約はしてない」

　頭の上を飛び交う銃弾を避けながら地面に這はい蹲つくばったアロンソも同じことを訴えた。

「お、おまえたちは何をしているのだ！　早く！　おぼっちゃまをお守りしろ！」

　しかし、ベラフォードとケイティはやはり別の糸杉の陰に隠れて動こうとしない。

　顔を土で汚したアロンソは腹這いの姿勢で、歯ぎしりしながら叫んだ。

「裏切るつもりか！　これは立派な契約違反だぞ！」

「あら、失礼ね。アタシたち、ちゃんと仕事はしているわよ」

「そうだよ。乗り物の馬車を守ればいいんだって言ったのはそっちだろ？　ここに馬車はない。つまりあたしらが守らなきゃならないものもない」

「馬車さえ無事ならいいんでしょ？　心配しなくてもちゃんと無事だと思うわよ。それなのに契約違反だなんて言われても納得できないわ」

「同感だね」

　この会話を漏れ聞いたキャサリンは舌打ちする思いだった。

　コルテス家の人間ときたら主人ばかりか召使いまでどうしようもなく愚かだ。この人たちの扱い方も知らないらしい。

　しかもだ。ここでフェルナンドがまさに『馬鹿さま』としか言いようのない行動に出た。

　彼はキャサリンに突き飛ばされて地面に突っ伏していたが、真っ赤になって立ち上がると、見えない襲撃者に対して堂々と胸を張りながら叫んだのである。

「何者だ！　姿を見せろ！　なぜぼくを狙うんだ！」

「ばか！」

　キャサリンは素早く飛び出していた。これでは撃ってくれと言うのと少しも変わらない。

　真っ赤な外がい套とうを両手でひっ摑つかみ、思い切り引っ張った。勢いがついていたのと、体重の軽い少年だったことも幸いして、キャサリンの力でもその身体を動かすことができた。

　そのまま引きずるようにして容赦なく突き飛ばした。

　突き飛ばした先は赤い絨じゆう毯たんの道がとぎれている方向だった。つまり湖のほうだ。

　結果どうなったかと言えば、盛大な水音と共にフェルナンドの身体は湖に落ちたのである。

　ちょうどいいと、キャサリンは冷静に考えた。この気温なら風邪も引かないだろうし、第一、水の中なら安全である。何よりこっちの邪魔もできない。

　キャサリンはそのまま自分の馬車に走ろうとした。

　すると、馬車の中には既にニーナがいた。身体を半分伏せるようにしながらもキャサリンの四十四口径をかざして見せ、キャサリンに向かって放り投げた。

「お嬢さま！」

　実弾入りの銃を放り投げるとは思い切ったことをするものだが、見事なコントロールだった。

　ずっしりと重い四十四口径は見事にキャサリンの手の中に落ち、キャサリンはすかさず腰を落として銃を構えたのである。

　相手の姿は依然として見えないが、かまわなかった。茂みをめがけて一発撃ち込んだ。

　さらに立て続けに二発を撃ったところでキャサリンは叫んだ。

「ニーナ！　弾を！」

「は、はい！」

　ガンベルトはさすがに放り投げるわけにはいかない。ニーナはそれを両腕に抱くようにして、キャサリンのところまで転がるようにやってきた。

　残り三発を撃ち尽くしたキャサリンは手早く弾を込めたが、新たに銃弾が飛んでくることはなかった。茂みの中を動き回る音がだんだんと遠ざかり、やがて静寂が返ってきた。

　曲者はキャサリンの応戦に驚き、手強いと見て引き上げたらしい。

　人の気配がなくなったことを充分に確かめた後、キャサリンは深い安あん堵どの息を吐いて地面に座り込んだのである。

　糸杉の陰から現れたダムーが笑いながらキャサリンに声を掛けてきた。

「あんた、冗談抜きに用心棒に商売替えすりゃいいのにな」

「ひどいわ、ダムーさん。少しは手伝ってくださいな！」

「だから、言ったろ。そういう契約はしてないんだって。あのおぼっちゃまだって湖の中なら安全だろうよ」

　同じく避難していたケイティとベラフォードがやってきた。二人とも顔をしかめている。

「ちょっと、見た？　あの連中、さっさと逃げちゃったわよ」

　そう、やけに静かだと思ったら、姿を消したのは曲者ばかりではなかったのだ。

　いつの間にか、コルテス家の召使いも一人残らずいなくなっていたのである。

　ニーナが呆あきれ返った声を発した。

「信じられない！　どういうお家なんでしょうね！　おぼっちゃまは置き去りですか!?」

　キャサリンもまったく同感だった。

　湖に突き落とされたフェルナンドはというと、岸辺まで泳ぎ着き、岸に生えている木の根に捕まりながら水の中で震えていた。

　外套が水を吸ってずっしりと重くなり、自分では這はい上がれないらしい。ダムーがその手を片手で摑んで楽々と引っ張り上げてやった。

　やっと地面に戻ってきたフェルナンドは両手をついて激しく咳き込んでいた。

　突き落とされた拍子にいくらか水を飲んだらしい。

　さっきまでの豪華な衣裳は今や見る影もなくなっている。それでも、全身濡れ鼠ねずみになっても、この少年の負けん気は健在だった。

　かろうじて立ち上がると、キャサリンを睨にらみつけて、怒りに震える声で言った。

「お、おまえは……！　よくもぼくを殺そうとしたな！」

　キャサリンは冷たく言い返した。

「あなた、泳げなかったの？」

「泳げるとも！」

「それなら問題はないでしょう。男の子が水に落とされたくらいで何をぐずぐず言ってるの」

「うるさい！　に……二度ならず三度までも、よくもぼくを侮辱して……！」

「いいかげんに覚えなさい。わたしは二度ならず三度までもあなたの命を助けたのよ。そんな義理はないというのにね。わたしが地面に突き倒さなければ、湖に突き落としていなければ、あなたは今頃、身体にいくつも銃弾で穴を開けられていたでしょうよ。あなたはわたしに命を助けてくれてありがとうございましたと言わなければならないの。それも三回」

「誰が言うものか！」

「とにかく、その服はお脱ぎなさいな。気持ちが悪いでしょ」

　フェルナンドは大きく身震いして自分で自分の身体を抱くようにしている。

　水を吸った外套はまるで重りのように少年の動きを牽けん制せいしているし、濡れたブラウスの袖そではべったりと腕に張り付いている。金細工の飾り付きのチョッキもいかにも重たげで、見ているだけでも動きにくそうだった。

「わたしの前だからって気にしなくてもいいわよ。上だけでも脱げばだいぶ楽になるわ」

「触るな！」

「どうしたのよ。何も全裸になれと言っているわけじゃないでしょう。さあ、早く──」

　業を煮やしたキャサリンは少年の胸元に手をやってチョッキのボタンを外そうとした。

　すると、フェルナンドは高い悲鳴を上げてキャサリンの手を払いのけたのである。

　さすがにキャサリンも気がついた。

　今のしぐさ。濡れた髪の張りつくうなじの細さ、肩の丸み、衣服を摑つかんで震える繊細な指。

　何より重みを増してずり下がったチョッキの上うわ縁べりから、ほのかなふくらみが覗のぞいている。

「あ、あなた……」

　キャサリンは思わず喘あえいだ。

　到底信じられずに叫んでいた。

「あなた、まさか──女の子なの!!」

　泣きそうな顔のフェルナンドは答えない。

　そしてキャサリンの背後では三人の用心棒が『お嬢さん、それは言わない約束なんだぜ』と言わんばかりの深いため息を吐いていた。







　あとがき







　たいへん長らくお待たせ致しました。

　おかげさまで「レディ・ガンナー」シリーズも四作目になりました。感無量です。しかしながら、今回は前編です。続きになっています。

　後編は何とか今年の秋には出したいと思っていますので、どうか今しばらくお待ちください。
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